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はじめに 

 

平成 18 年 10 月より、神奈川県では障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成

等事業により、「重層的な相談支援体制の構築」、「広域的かつ専門的な支援を行うこと

により障害者の福祉の増進を図る」ことを目指し、県内の 5 圏域（横須賀三浦・県央・

湘南東部・湘南西部・県西）に地域生活ナビゲーションセンターを設置しています。 

本報告書は、丹沢自律生活センター総合相談室が本事業を受託し、湘南西部障害保

健福祉圏域地域生活ナビゲーションセンター（愛称は『かながわ湘南西障福ナビ』）と

して活動を開始した平成 21 年度から毎年発行しています。本報告書を通じて圏域内

の各地域と連携して取り組んだ成果と課題を確認いただき、地域における次の取り組

みへ繋げるための資料として活用いただければ幸いです。 

 

I . 湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の全体像 

 

湘南西部障害保健福祉圏域においては、「湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネッ

トワーク形成等事業委託仕様書」、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置

要綱」、「令和 3 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業 事

業計画」に基づき、湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会、湘南西部圏域相談支

援ネットワーク、湘南西部圏域重症心身障害者及び医療的ケアを必要とする方の支

援ネットワークを運営しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

 

図 1 令和 3 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の全体像  
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令和 3 年度は、前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策の神奈川県対処

方針に従って、神奈川県と協議しながら会議の開催方法等を検討し、実行しました。会

議等の開催回数、開催方法は令和 2 年度とほぼ同様になっています。 

「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会」については、Ⅱ章のタイトル行以降

は、簡易な表現として、「湘南西部圏域自立支援協議会」と表記します。  

「湘南西部圏域相談支援ネットワーク」については、これ以降、Ⅲ章のタイトル行以

外は、簡易な表現として、「圏域相談支援ネットワーク」と表記します。 

「湘南西部圏域重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワー

ク」については、これ以降、Ⅳ章のタイトル行以外は、簡易な表現として、「圏域重心・

医療的ケア支援ネットワーク」と表記します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 重層的な相談支援体制における  

湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業の位置づけ  
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II . 湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会開催報告 

 

1. 湘南西部圏域自立支援協議会の概要 

 湘南西部圏域自立支援協議会は、「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置

要綱」（資料編ｐ41）及び「令和 3 年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネット

ワーク形成等事業 事業計画」（資料編 p41～43）に基づき、年に 2 回の会議を Web

開催しました。令和 3 年秋以降に新型コロナウイルスの感染者数が落ち着いてきた

ことから、第 2 回会議の対面開催を検討しましたが、年末からオミクロン株による

第 6 波が始まったため見送っています。今年度は、令和 2 年度の協議を踏まえて、

新たに神奈川県教育委員会中教育事務所に参画いただきました。それ以外では、異

動等により新たに 8 名の委員、1 名のオブザーバーが就任されています。今年度は、

各地域の新しい取り組み、地域生活支援拠点の緊急時の受け入れ機能、医療的ケア

児等コーディネーター配置や災害への備えについて、意見・情報交換を進めました。  

表 1 令和 3 年度 湘南西部圏域自立支援協議会 参加機関名簿 

委
員
（
31
名
） 

事業者 
社会福祉法人 素心会、ほっとステーション平塚、 

秦野市障害者地域生活支援推進機構、かながわ共同会 秦野精華園 

就 労 平塚公共職業安定所、障がい者就業・生活支援センターサンシティ  

教 育 

神奈川県立平塚盲学校、神奈川県立平塚ろう学校、神奈川県立平塚養護学校、 

神奈川県立湘南養護学校、神奈川県立伊勢原養護学校、神奈川県立秦野養護学校、 

神奈川県教育委員会中教育事務所 

当事者 
神奈川県障害者自立生活支援センター、秦野市手をつなぐ育成会、 

ほっとステーション平塚ピアサポーター 

社会福祉 
協議会 

平塚市社会福祉協議会、秦野市社会福祉協議会、伊勢原市社会福祉協議会 

市 町 
平塚市障がい福祉課、秦野市障害福祉課、伊勢原市障がい福祉課（伊勢原市基幹相

談支援センター）、大磯町町民福祉部福祉課、二宮町健康福祉部福祉保険課 

専門相
談機関 

平塚児童相談所、平塚保健福祉事務所、平塚保健福祉事務所秦野センター 

市町 
協議会 

平塚市障がい者自立支援協議会、秦野市障害者支援委員会、 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会、二宮町・大磯町障害者自立支援協議会 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
11
名
） 

愛名やまゆり園（圏域事業調整会議事務局）、神奈川県発達障害支援センター、神奈川県立総

合療育相談センター、神奈川県精神保健福祉センター、神奈川県社会福祉協議会権利擁護推

進部、神奈川県総合リハビリテーションセンター 地域リハビリテーション支援センター、

ソーレ平塚（あんしんネット受託事業所）、湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協

議会事務局、神奈川県障害福祉課 
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2. 湘南西部圏域自立支援協議会の開催状況 

（1） 第 1 回湘南西部圏域自立支援協議会 

【主な議題と内容】 

① 会長・副会長の選任 

会 長：社会福祉法人 素心会 萩原委員 

副会長：秦野市手をつなぐ育成会 相原委員  が選任される 

② 「令和３年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業 

事業計画（案）」（資料編ｐ41～43）／活動予定が承認される。 

③ 令和 3 年度の主な取り組み予定 

標記資料（市町/市町協議会分ｐ5～6）に基づき説明し、意見交換を行う。 

⚫ 令和 2 年度から県の「農福連携等マッチング等支援事業」のモデル地域と

して農業と福祉の相互理解を図ってきたが、令和 3 年度は個別にマッチン

グに取り組む。（秦野市障害福祉課） 

⚫ ４月から医療的ケア支援事業を開始し、学校や事業所で医療的ケアを必要

とする方に対し訪問看護師を派遣して医療行為を提供している。（伊勢原市

障がい福祉課） 

⚫ 重層的支援体制整備事業について 

➢ 4 月から「秦野市地域共生支援センター」（地域共生推進課）が秦野市

保健福祉センター内に開設され、複合的な地域生活課題の総合調整を

担っている。必要な相談支援を包括的に行えるよう、福祉分野だけで

なく、庁内横断的に組織した秦野市相談支援包括推進会議の関係課と

取り組む。（秦野市障害福祉課） 

➢ 4 月より、高齢主管課で「ことわらない相談窓口」を設置した。社会

福祉士及び保健師を配置し相談の受理や担当課へのつなぎ等を行って

いる。また、高齢・障がい・児童等の制度に該当しない「狭間」のケー

スについても、アウトリーチを含め対応できるよう整備し、関係各課

との連携を深め二宮町に適した組織作りができるよう、引き続き実施

検討を行っていく。（二宮町福祉保険課） 

➢ 神奈川県障害福祉課より、重層的支援体制整備支援事業、重層的支援

体制整備事業への移行準備事業等について資料に基づき説明する。 

⇒ 今後、好事例等を報告いただきたい。（会長）  

⚫ 地域生活支援拠点について 

➢ 緊急時の受け入れは、短期入所での対応となる。マンツーマン対応が

必要な場合は、管理職が夜勤も含めて対応せざるをえず、連泊での受 

日  時 令和３年７月２８日（水）14：00～16：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 委員・オブザーバー33 名 事務局 3 名 計 36 名 
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③
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精
神
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テ
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児
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、
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い
福

祉
計

画
の

策
定

を
、

令
和

3
年

度
に

延
期

し
た

た
め

、
本

市
で

も
新

型
感

染
症

が
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
影

響
し

て
い

る
点

も
踏

ま
え

、
検

討
す

る
た

め
、

令
和

3
年

度
に

策
定

を
延

期
し

た
。

②
秦

野
市

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
聖

火
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
関

連
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

促
進

を
図

る
『

は
だ

の
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

』
を

、
同

日
に

開
催

し
、

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
や

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
テ

ー
マ

と
し

た
上

智
大

学
師

岡
文

男
名

誉
教

授
に

よ
る

講
演

会
を

実
施

す
る

。

令
和

３
年

度
の

主
な

取
り

組
み

予
定

（
１

）
各

市
町

及
び

市
町

協
議

会
の

取
り

組
み

予
定

等
に

つ
い

て

令
和

３
年

度
の

主
な

取
り

組
み

予
定

（
１

）
各

市
町

及
び

市
町

協
議

会
の

取
り

組
み

予
定

等
に

つ
い

て

平
塚

市

●
平

塚
障

が
い

福
祉

課
　

昨
年

２
月

に
策

定
し

ま
し

た
「

平
塚

市
障

が
い

者
福

祉
計

画
（

第
４

期
）

～
ひ

ら
つ

か
障

が
い

者
福

祉
プ

ラ
ン

　
か

が
や

き
～

」
に

基
づ

き
、

共
生

社
会

の
実

現
へ

向
け

て
取

り
組

み
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

そ
の

一
環

と
し

て
、

障
が

い
に

対
す

る
理

解
促

進
や

「
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
」

普
及

啓
発

の
た

め
、

約
３

０
０

０
部

の
冊

子
を

市
内

各
機

関
等

へ
配

布
を

行
っ

て
い

ま
す

。
今

後
も

機
会

を
捉

え
、

さ
ら

に
多

く
の

所
へ

配
布

を
拡

大
す

る
予

定
で

す
。

●
平

塚
市

障
が

い
者

自
立

支
援

協
議

会

①
企

画
運

営
部

会
　

本
協

議
会

に
つ

い
て

は
例

年
3
回

開
催

し
て

い
る

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
予

防
の

た
め

、
当

分
の

間
は

書
面

協
議

で
開

催
。

開
催

回
数

は
未

定
。

②
身

障
分

科
会

　
今

年
度

は
通

所
事

業
者

と
の

連
携

を
図

る
と

い
う

目
的

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
者

か
ら

地
域

課
題

を
抽

出
す

る
と

い
う

内
容

を
考

え
て

い
る

。

③
知

的
分

科
会

　
毎

年
、

市
内

の
事

業
所

を
グ

ル
ー

プ
分

け
し

て
、

事
業

者
へ

の
モ

ニ
タ

ー
事

業
を

実
施

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
予

防
の

た
め

、
今

後
ど

う
な

る
か

不
明

。
地

域
作

業
所

連
絡

会
を

活
用

し
て

各
事

業
者

間
と

の
情

報
共

有
を

図
る

と
い

っ
た

活
動

を
計

画
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。

④
精

神
分

科
会

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

予
防

を
し

な
が

ら
、

来
月

に
は

日
中

活
動

系
の

事
業

所
連

絡
会

を
開

催
す

る
予

定
。

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
連

絡
会

も
開

催
を

予
定

し
て

い
る

。

⑤
就

労
支

援
部

会
・

今
年

度
に

つ
い

て
は

市
内

の
特

例
子

会
社

の
古

河
ニ

ュ
ー

リ
ー

フ
へ

の
バ

ス
ツ

ア
ー

の
見

学
を

企
　

画
し

て
い

る
。

今
後

、
サ

ン
シ

テ
ィ

の
山

嵜
氏

と
調

整
し

て
い

く
予

定
。

・
就

労
支

援
セ

ミ
ナ

ー
を

今
年

度
も

開
催

を
予

定
し

て
い

る
。

対
象

者
は

、
本

人
や

保
護

者
、

養
護

　
学

校
や

就
労

支
援

事
業

者
な

ど
。

場
所

は
保

健
セ

ン
タ

ー
だ

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
予

　
防

の
た

め
、

参
加

人
数

を
制

限
す

る
な

ど
の

対
応

を
予

定
。

⑥
計

画
支

援
分

科
会

　
例

年
、

グ
ル

ー
プ

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

・
相

談
員

研
修

・
支

援
連

絡
会

の
３

つ
を

開
催

し
て

い
る

。
今

年
度

に
つ

い
て

は
、

開
催

回
数

等
調

整
し

て
い

く
。

現
段

階
で

は
3
回

と
も

開
催

す
る

こ
と

で
進

め
て

い
く

が
、

状
況

を
見

な
が

ら
リ

モ
ー

ト
の

方
法

も
検

討
し

て
い

く
。

⑦
こ

ど
も

部
会

・
未

就
学

児
分

科
会

は
、

コ
ロ

ナ
の

影
響

を
考

慮
し

、
分

科
会

を
１

回
以

上
開

催
し

て
い

く
予

定
。

・
学

齢
児

分
科

会
は

、
前

年
度

か
ら

引
き

続
き

、
事

業
所

と
協

同
で

会
議

運
営

や
課

題
抽

出
等

を
行

　
い

、
現

状
に

合
っ

た
課

題
解

決
を

目
指

す
。

・
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
分

科
会

は
、

分
科

会
を

１
回

以
上

開
催

し
て

い
く

予
定

。
そ

の
他

、
保

護
者

　
間

の
交

流
と

情
報

共
有

を
目

的
と

し
た

座
談

会
を

７
月

１
４

日
に

、
主

に
保

護
者

を
対

象
に

災
害

　
対

策
に

つ
い

て
の

勉
強

会
を

秋
頃

に
開

催
予

定
。

・
移

送
サ

ー
ビ

ス
分

科
会

は
、

社
会

福
祉

協
議

会
が

実
施

し
て

い
る

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
が

　
あ

っ
た

際
に

、
情

報
を

精
査

し
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

ケ
ー

ス
検

討
）

が
で

き
る

よ
う

場
を

設
置

し
て

　
い

く
予

定
。
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●
二

宮
町

福
祉

保
険

課

　
本

年
4
月

よ
り

、
高

齢
主

管
課

に
て

「
こ

と
わ

ら
な

い
相

談
窓

口
」

を
設

置
。

社
会

福
祉

士
及

び
保

健
師

を
配

置
し

相
談

の
受

理
や

担
当

課
へ

の
つ

な
ぎ

等
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
高

齢
・

障
が

い
・

児
童

等
の

制
度

に
該

当
し

な
い

「
狭

間
」

の
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

も
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
含

め
対

応
で

き
る

よ
う

整
備

し
、

関
係

各
課

と
の

連
携

を
深

め
二

宮
に

適
し

た
組

織
作

り
が

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

実
施

検
討

を
行

っ
て

い
く

。

●
二

宮
町

・
大

磯
町

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

　
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

対
策

と
し

て
、

二
宮

町
・

大
磯

町
自

立
支

援
協

議
会

本
会

は
書

面
開

催
と

し
、

少
人

数
で

対
応

可
能

部
会

に
つ

い
て

は
、

対
面

式
に

て
行

う
予

定
。

部
会

に
て

、
各

事
業

所
に

お
け

る
活

動
報

告
や

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

応
等

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
と

、
今

年
度

の
研

修
会

等
に

つ
い

て
の

方
針

を
定

め
る

予
定

。

⑦
災

害
時

支
援

部
会

（
年

4
回

）
　

当
事

者
部

会
と

の
勉

強
会

、
総

合
防

災
訓

練
へ

の
参

加
　

他

⑧
当

事
者

部
会

（
年

4
回

）
　

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
接

種
で

の
障

が
い

者
に

対
す

る
配

慮
事

項
に

つ
い

て
、

災
害

時
支

援
部

会
と

の
勉

強
会

、
総

合
防

災
訓

練
へ

の
参

加
　

他

令
和

３
年

度
の

主
な

取
り

組
み

予
定

大
磯

町
・

二
宮

町

●
大

磯
町

福
祉

課

①
精

神
障

が
い

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

　
地

域
ケ

ア
会

議
を

協
議

の
場

と
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

も
高

齢
の

親
に

障
が

い
の

子
ど

も
が

居
る

家
庭

の
複

合
的

な
支

援
に

つ
い

て
、

地
域

ケ
ア

会
議

で
事

例
と

し
て

協
議

を
し

て
き

た
実

績
や

現
に

障
が

い
の

枠
で

地
域

ケ
ア

会
議

に
委

託
相

談
支

援
事

業
所

が
委

員
と

し
て

、
毎

回
に

参
加

し
て

お
り

、
地

域
ケ

ア
会

議
を

協
議

の
場

と
し

て
設

定
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
そ

れ
に

伴
い

、
開

催
概

要
を

修
正

し
た

。

②
地

域
生

活
支

援
拠

点
事

業
に

つ
い

て
　

要
綱

制
定

済
み

。
関

係
事

業
所

か
ら

の
届

け
出

待
ち

の
状

態
。

コ
ロ

ナ
の

状
況

に
応

じ
て

設
置

を
進

め
る

予
定

。

（
１

）
各

市
町

及
び

市
町

協
議

会
の

取
り

組
み

予
定

等
に

つ
い

て

伊
勢

原
市

●
伊

勢
原

市
障

が
い

福
祉

課

・
「

オ
リ

パ
ラ

聖
火

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

の
実

施
　

　
8
月

1
5
日

（
日

）
午

前
1
0
時

～
1
2
時

　
伊

勢
原

市
民

文
化

会
館

大
ホ

ー
ル

・
「

と
も

に
生

き
る

社
会

か
な

が
わ

パ
ネ

ル
展

」
の

実
施

　
８

月
3
0
日

（
月

）
～

9
月

６
日

（
金

）
　

市
役

所
ロ

ビ
ー

・
第

6
期

障
が

い
者

計
画

・
障

が
い

福
祉

計
画

及
び

第
2
期

障
が

い
児

福
祉

計
画

の
推

進
①

地
域

支
援

拠
点

等
の

整
備

に
関

す
る

取
組

（
相

談
支

援
部

会
等

）
　

・
緊

急
時

の
一

時
保

護
先

の
確

保
に

つ
い

て
　

・
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

協
議

　 ②
精

神
障

が
い

者
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
取

組
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
精

神
障

が
い

者
支

援
部

会
）

　
地

域
医

療
と

の
連

携
に

つ
い

て
の

協
議

③
ペ

ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す
る

取
組

（
こ

ど
も

支
援

部
会

）
　

ペ
ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

に
向

け
て

の
研

究

④
医

療
的

ケ
ア

児
者

へ
の

支
援

体
制

に
関

す
る

取
組

（
相

談
支

援
部

会
等

）
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
事

業
の

実
施

・
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
に

関
す

る
協

議
　

　
な

ど

●
伊

勢
原

市
障

が
い

者
と

く
ら

し
を

考
え

る
協

議
会

①
協

議
会

（
年

3
回

）
　

企
画

運
営

会
議

（
年

３
回

）
、

各
部

会
の

取
組

状
況

の
評

価
検

証
、

　
オ

リ
パ

ラ
聖

火
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

へ
の

参
加

　
他

②
相

談
支

援
部

会
（

年
1
2
回

）
　

W
e
b
方

式
に

よ
る

G
S
V
研

修
の

実
施

、
ワ

ー
キ

ン
グ

に
お

い
て

、
地

域
生

活
支

援
拠

点
整

備
、

医
療

的
ケ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
設

置
に

つ
い

て
の

検
討

　
他

③
権

利
擁

護
部

会
（

年
4
回

）
　

障
が

い
者

虐
待

防
止

研
修

会
の

実
施

④
こ

ど
も

支
援

部
会

（
年

4
回

）
　

ペ
ア

レ
ン

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

支
援

者
向

け
研

修
の

実
施

⑤
就

労
支

援
部

会
（

年
４

回
）

　
事

業
所

紹
介

動
画

の
作

成
検

討
、

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
推

進
校

と
の

連
携

　
他

⑥
精

神
障

が
い

者
支

援
部

会
（

年
2
回

＋
ピ

ア
の

つ
ど

い
年

6
回

＋
家

族
サ

ロ
ン

年
3
回

）
　

精
神

障
が

い
者

に
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
へ

の
取

組
、

地
域

精
神

医
療

機
関

と
の

連
携

（
メ

ン
タ

ル
さ

と
う

善
本

院
長

に
よ

る
支

援
者

向
け

講
演

会
実

施
）

他

令
和

３
年

度
の

主
な

取
り

組
み

予
定

（
１

）
各

市
町

及
び

市
町

協
議

会
の

取
り

組
み

予
定

等
に

つ
い

て
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け入れが難しい。そのため昨年度は、日中は行動援護のヘルパー2 名

で、夜間は管理職が対応して短期入所で受け入れた事例がある。しか

し、行動援護は施設内では対応できないため課題は残る。他県では、

短期入所ではなく、ナイトケアで居宅介護事業所から夜間に職員を派

遣し、使い慣れた短期入所施設を利用していると聞く。緊急時の受け

入れができる枠組みがあることは重要だ。（秦野精華園）  

➢ 当事業所は、秦野市の地域生活支援拠点として、当事者団体からも緊

急時の受け入れ体制整備の要望を受けて取り組んでいる。その実現の

ためには、市内の入所施設での対応が必要であり、施設側の課題や財

源について行政と検討し、当事者にとって緊急時に利用しやすい仕組

みを立ち上げたい。（秦野市障害者地域生活支援推進機構）  

➢ 地域生活を続ける上での安心材料として、緊急時の受け入れ体制の構

築を長年に渡りお願いしてきた。今後も整備を進めていただきたい。

（秦野市手をつなぐ育成会） 

➢ 要綱を制定済みで、関係事業所からの届け出待ちの状態であり、コロ

ナの状況に応じて設置を進める予定である。（大磯町福祉課） 

④ 神奈川県障害者自立支援協議会の取り組み予定等について 

神奈川県障害福祉課より、資料「当事者目線の障がい福祉に係る将来展望検

討委員会の進め方について」、「意思決定支援の全県展開に向けた取り組みに

ついて」に基づき、取り組み予定を説明する。 

⑤ 新型コロナウイルスへの対策について 

各地域での障害のある人と職員へのワクチン接種の取り組み状況を中心に、

サービス提供事業所、特別支援学校などでの実際の動き、当事者団体が把握し

た課題に基づく行政の対応などについて情報交換を行った。また、ワクチン接

種後のサービス提供時の感染予防対策に関する考え方「ワクチン接種後の高

齢者施設等における当面の感染予防対策及び『高齢者施設における新型コロ

ナウイルス感染拡大防止面会ガイドライン（第 2 版）』について」が、神奈川

県高齢福祉課から 7/15 に発出されたことを受け、平塚保健福祉事務所より

説明いただく。 

 

（2） 第 2 回 湘南西部圏域自立支援協議会 

【主な議題と内容】 

① 【市町/市町協議会】令和 3 年度の主な成果と課題及び令和 4 年度の主な取

り組み予定について 

標記資料（ｐ10～11）に基づき説明し、意見交換を行う。伊勢原市障がい

日  時 令和４年２月１６日（水）14：00～16：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 委員・オブザーバー37 名、他 1 名、事務局 3 名 計 38 名 
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者とくらしを考える協議会就労支援部会が産業能率大学とインターンシップ

の協定を結び、学生が事業所を訪問して制作した事業所紹介動画を上映した。 

⚫ 医療的ケア児等コーディネーターの配置にむけて  

➢ こども部門の下に「医療的ケア児支援者情報連絡会」を新たに設置し

た。（秦野市障害者支援委員会） 

➢ 協議の場の設置に向けて検討会議を開催し、伊勢原市障がい者とくら

しを考える協議会の専門部会として医療的ケア等支援部会の新設を提

案した。（伊勢原市障がい福祉課） 

➢ 湘南西部圏域重心・医療的ケア支援ネットワークでは、医療的ケア児

への支援課題として、医療的ケア児・ご家族に繋がる相談支援の担い

手があまりいないことと整理してきた。相談支援専門員の数が足りて

おらず、障害児相談のセルフプラン率が 50％近い地域があることに

加え、相談支援専門員による障害児相談支援は福祉サービスの利用が

前提だが、医療的ケア児は福祉サービスを利用していない方が多いと

見込まれていることが理由だ。その結果、相談支援専門員は医療的ケ

ア児の伴走者としては期待しづらい状況にある。そのため、「医療的ケ

ア児等コーディネーター」という言葉が出てきてからは、この地域課

題の解決策になるのではないかと期待し、意見・情報交換を重ねてき

た。そして、市町行政が主導して医療的ケア児等コーディネーターの

役割を定め、各市町に配置する考えが湘南西部圏域では主流になって

いる。一方で、他圏域では市町配置ではなく圏域配置とし、直接的に

個別支援を行わないという考え方が多い。当圏域では、これまでの議

論の蓄積の上に、医療的ケア児とそのご家族の伴走者を作る事が最優

課題であると考えてきた背景があることを共有したい。（事務局） 

⚫ 福祉避難所、災害対策について 

➢ 福祉避難所である養護学校が市の協力で備蓄品を整備したこと、福祉

避難所としてのニーズが把握されていないことが（配布資料で）報告

されている。避難先での特別な配慮が必要な障がいのある人の避難方

法や避難生活に対して、福祉避難所の果たす役割は極めて大きいもの

がある。（会長） 

➢ 当市では、今までに福祉避難所の開設実績はなく、事業所職員は訓練

を行ったことがない。最近の自然災害の多発を受け、福祉避難所とし

て開設されていない事業所へ高齢者が直接避難しに来てしまうことが

増えてきた。福祉避難所は災害対策本部が要請してから開設されるた

め、2、3 日のタイムラグが発生する。開設前の直接避難も想定し、事

業所職員は福祉避難所となった時の動き、備蓄品、どれだけの方が避

難するかを把握する必要がある。そのために、個別の避難計画を想定

し、福祉避難所運営マニュアルを見直し、関係者が定期的に顔を合わ

せて整理しなければならず、早急に対応する必要がある。そのため、
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福祉避難所連絡会を開催し、協議を開始したところである。（伊勢原市

障がい福祉課） 

➢ 当園では厚木市と協定を結び、福祉避難所ではないが、災害時には協

定施設として可能な範囲で人数の障がい者や高齢者の受け入れをして

いる。近隣の民生委員から直接当園へ避難したいとお話があったこと

で、協定と避難所施設使用についての覚書を結ぼうとしている。近隣

の方が当園に避難したいと思われることは当たり前なことであるため、

当園、県、厚木市で調整している。台風が上陸する少し前に厚木市障

がい福祉課より受け入れられる人数の問い合わせがあり、連絡を取り

合った。（愛名やまゆり園） 

➢ 平塚市はいつ津波が来てもおかしくない場所であるため、先日の津波

注意報（R4.1.16  00:15 発表、トンガ諸島での大規模噴火によるも

の）が出た際には、どのような津波が来てどれだけの被害が出るのか、

どうやって避難所へ避難し、避難生活はどのようなものになるのかと

不安に思った。東日本大震災の被害が大きかった気仙沼市や陸前高田

市は、今回の津波注意報が発令されるとすぐに避難所が開設されたが、

平塚市では避難所は開設されなかった。当事者としては、アラートが

鳴るととても不安になる。すぐに行政や支援者の方から当事者へ情報

を発信していただけるよう検討いただきたい。（ほっとステーション平

塚ピアサポーター） 

⇒ 災害情報は、災害対策課が市のホームページのトップページにて

情報発信している。市内の４つの特別支援学校を福祉避難所とし

て指定しており、現在は机上訓練を進めている。しかし、福祉避難

所は受け入れ準備が整ったことを管理者へ確認しながら開設を進

めるため、災害発生後すぐの開設とはならない。今後、災害対策課

と情報共有していきたい。（平塚市障がい福祉課）  

⚫ 地域生活支援拠点 緊急時の受け入れについて 

➢ 令和 4 年度から、委託相談支援事業の中で実施する。（秦野市障害福

祉課） 

➢ 緊急時の受け入れについては、令和元年度から今年度まで秦野市手をつ

なぐ育成会の支援を受けながらフローを作り対応してきた。当事者団体

にはお知らせ出来ていたが、今後は更に周知活動を行っていく。来年度

からは秦野市に事業として認めていただき、進めていきたい。本事業に

登録いただくと 24 時間 365 日連絡が取れる電話番号をお伝えしてい

る。他市の事例を参考にしながら、体制強化に努めたい。（秦野市障害者

地域生活支援推進機構） 
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① ② ①

・ ・ ・ ・

①

・ ・ ・ ・

②

令
和
3
年
度
の
主
な
成
果
と
課
題
及
び
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
秦
野
市

　
伊
勢
原
市

特
記
な
し

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
障
害
者
へ
の
支
援
の
充
実
で
は
、
地
域
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
、
障
害
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
緊
急
時
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
関
す
る
取
組

相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化

医
ケ
ア
児
者
等
支
援
に
関
す
る
取
組

災
害
時
支
援
に
つ
い
て
の
取
組
（
福
祉
避
難
所
連
絡
会
の
実
施
及
び
個
別
避
難
支
援
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
）

第
7
期
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
3
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
策
定
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施

　
秦
野
市
障
害
者
支
援
委
員
会

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

「
地
域
共
生
部
門
」
に
お
い
て
、
障
害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
「
広
報
は
だ
の
」
の
特

集
号
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
会
の
障
害
者
支
援
懇
話
会
「
こ
ど
も
部
門
」
下
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
れ
る
よ
う
「
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
者
情
報
連
絡
会
」
と
「
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
連
絡
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
会
の
障
害
者
支
援
懇
話
会
「
地
域
共
生
部
門
」
に
お
い
て
、
災
害
時
に
避
難
所
で
使
用
す
る
要
配
慮
者
用
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
付
き
ベ
ス
ト
を
市
内
広
域
避
難
場
所
に
配
備
、
市
内
３
か
所
で
障
害
者
手
帳
提
示
で
ベ
ス
ト
の
事
前

配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

障
害
児
支
援
に
つ
い
て

地
域
共
生
社
会

第
６
期
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
推
進

　
伊
勢
原
市
障
が
い
福
祉
課

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

第
６
期
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
推
進

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
関
す
る
協
議

　
（
相
談
支
援
体
制
の
編
成
：
相
談
支
援
事
業
所
に
対
す
る
委
託
事
業
の
開
始
等
）

医
ケ
ア
児
者
等
支
援
検
討
会
議
の
開
催

福
祉
避
難
所
連
絡
会
の
開
催

地
域
の
精
神
医
療
と
の
連
携
（
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
と
う
院
長
講
演
会
の
実
施
：
3
回
）

　
秦
野
市
障
害
福
祉
課

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

　
平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

　
障
害
種
別
に
限
ら
ず
、
横
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
連
絡
会
を
行
っ
た
り
、
福
祉
・
医
療
・
介
護

を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
各
分
科
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進
を
目
指
し
、
主

に
企
業
の
代
表
者
や
採
用
担
当
者
を
対
象
に
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
見
学
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

（
実
施
自
体
は
ま
ん
延
防
止
措
置
に
よ
り
延
期
）
。

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
今
後
も
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
生
活
拠
点
な
ら
び
に
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

令
和
3
年
度
の
主
な
成
果
と
課
題
及
び
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
平
塚
市

　
平
塚
市
障
が
い
福
祉
課

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
を
検
討
す
る
た
め
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん
が
中
心
と
な
り
、
関
係
各
課

と
情
報
お
よ
び
課
題
の
共
有
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
人
の
た
め
の
支
援
は
年
齢
に
よ
っ
て
基
づ
く
法
律
が
変
わ
り
、
本
人
を
取
り
巻
く
環
境
や
資
源
も
変
わ
り
ま

す
。
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
え
る
よ
う
ど
の
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
養
護
学
校
と
あ
り
が
と
う
運
営
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る

湘
南
ひ
ら
つ
か
福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会
・
見
学
会
は
、
対
面
で
の
実
施
の
代
わ
り
に
Y
o
u
Tu
b
e
を
活
用
し
て
事

業
所
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
期
間
を
設
定
し
て
各
事
業
所
の
見
学
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
１
１
月
に
は
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
を
市
役
所
本
館
１
階
の
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
り
が
と
う
」
の
店
頭
に
設
置
し
、

福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会
参
加
事
業
所
の
活
動
内
容
を
継
続
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
の
施
設
入
所
支

援
事
業
所
と
委
託
相
談
支
援
事
業
所
を
対
象
と
し
て
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
市
内
の

施
設
入
所
支
援
事
業
所
と
共
同
生
活
援
助
事
業
所
を
対
象
と
し
て
食
堂
や
ト
イ
レ
、
入
口
の
ド
ア
ノ
ブ
等
の
抗
菌

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
第
４
期
平
塚
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
な
ら

び
に
第
６
期
平
塚
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定
に
基
づ
き
、
地
域
生
活
拠
点
等
な
ら
び
に
精
神
障
が
い
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④

障
害
者
週
間
啓
発
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
障
が
い
者
虐
待
防
止
研
修
会
の
実
施

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支
援
者
向
け
研
修
の
実
施
、
触
法
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
に
つ
い
て
の
勉
強

会
（
相
談
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催
）
、
W
e
b
方
式
に
よ
る
G
S
V
研
修
の
実
施

産
業
能
率
大
学
と
の
事
業
所
紹
介
動
画
の
作
成
（
3
事
業
所
）
、
企
業
見
学
会
の
実
施
（
は
ー
と
ふ
る
農
園
）
、

「
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
（
万
葉
倶
楽
部
の
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
に
つ
い
て
）
の
実
施
（
サ
ン
シ
テ
ィ
・
平
塚

市
就
労
支
援
部
会
合
同
開
催
）
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
実
施

ピ
ア
の
つ
ど
い
（
6
回
）
、
家
族
サ
ロ
ン
（
２
回
）
、
「
精
神
医
療
と
地
域
支
援
に
つ
い
て
」
の
勉
強
会
の
実
施

（
講
師
：
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
と
う
善
本
院
長
）

当
事
者
部
会
と
の
勉
強
会
、
総
合
防
災
訓
練
参
加
（
啓
発
コ
ー
ナ
ー
設
置
）
に
関
す
る
協
議
　
→
　
中
止

　
伊
勢
原
市
障
が
い
者
と
く
ら
し
を
考
え
る
協
議
会

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

新
設
：
医
療
的
ケ
ア
等
支
援
部
会
で
の
新
た
な
協
議
検
討

第
7
期
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第
3
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
策
定
に
伴
う
協
議
検
討

産
業
能
率
大
学
と
協
議
会
と
の
連
携

W
e
b
を
活
用
し
た
動
画
配
信
研
修
の
企
画
　
等

権
利
擁
護
部
会
（
３
回
）

就
労
支
援
部
会
（
５
回
）

精
神
障
が
い
者
支
援
部
会
（
2
回
）

協
議
会
（
3
回
）
・
企
画
運
営
会
議
（
２
回
）

相
談
支
援
部
会
（
1
０
回
）

各
部
会
の
取
組
状
況
の
評
価
検
証
、
オ
リ
パ
ラ
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
　
他

W
e
b
方
式
に
よ
る
G
S
V
研
修
の
実
施
（
4
回
）
、
勉
強
会
の
実
施
（
８
０
５
０
問
題
、
触
法
障
が
い
者
の
地
域
生
活

支
援
に
つ
い
て
、
若
年
層
の
自
殺
予
防
支
援
に
つ
い
て
）
、
ワ
ー
キ
ン
グ
で
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
、
医
療
的

ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
協
議

勉
強
会
の
実
施
（
災
害
時
支
援
部
会
と
の
合
同
開
催
）
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」
（
講
師
：
健
康
づ

く
り
課
）
「
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
講
師
：
危
機
管
理
課
）
、
中
学
校
「
福
祉
体
験
授
業
」
で
の
当
事
者

講
義
（
1
～
4
校
時
・
2
年
生
1
2
3
名
）

こ
ど
も
支
援
部
会
（
５
回
）

災
害
時
支
援
部
会
（
３
回
）

当
事
者
部
会
（
4
回
）

① ②

令
和
3
年
度
の
主
な
成
果
と
課
題
及
び
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
大
磯
町
　
二
宮
町

　
二
宮
町
・
大
磯
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
二
宮
町
・
大
磯
町
自
立
支
援
協
議
会
本
会
は
書
面
開
催
と
し
、
部
会
に
関
し

て
は
対
面
に
て
行
っ
た
。

部
会
に
て
、
各
機
関
よ
り
活
動
報
告
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
む
課
題
の
情
報
共
有
を
行
い
、
各
施
設
が
実
施
す

る
感
染
予
防
対
策
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
い
た
。

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
事
例
検
討
会
や
研
修
会
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
は
実

施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

地
域
ケ
ア
会
議
を
協
議
の
場
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
高
齢
の
親
に
障
が
い
の
子
ど
も
が
居
る
家
庭
の
複
合
的
な
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
事
例

と
し
て
協
議
を
し
て
き
た
実
績
や
現
に
障
が
い
の
枠
で
地
域
ケ
ア
会
議
に
委
託
相
談
支
援
事
業
所
が
委
員
と
し

て
、
毎
回
参
加
し
て
お
り
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
協
議
の
場
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
開
催
概
要
を
修
正
し
た
。

要
綱
制
定
済
み
。
関
係
事
業
所
か
ら
の
届
け
出
待
ち
の
状
態
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
応
じ
て
設
置
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

　
本
年
度
4
月
よ
り
、
高
齢
介
護
課
に
「
こ
と
わ
ら
な
い
相
談
窓
口
」
を
設
置
。
社
会
福
祉
士
及
び
保
健
師
を
配
置

し
相
談
の
受
理
や
担
当
課
へ
の
つ
な
ぎ
等
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
は
他
機
関
に
ま
た
が
る
相
談
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
成
年
後
見
制
度
中
核
機
関
の
設
置
、
及
び
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
展
開
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
各
自
治
体
で
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
二
宮
町
健
康
福
祉
部
福
祉
保
険
課

　
大
磯
町
町
民
福
祉
部
福
祉
課

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い
て

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

　
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
設
置
に
向
け
、
関
係
事
業
所
と
連

携
を
図
る
。
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⚫ 個別支援から見えた成年後見制度の利用に関する課題について  

➢ 成年後見制度を利用する精神障害の方が増えたが、課題も増えてきた。

後見報酬を親が払うケースで、「なぜ、子どもの味方をするのか。報酬を

払っているのは親だから、親の味方をして欲しい」と話があった。後見

人は「あくまでご本人への支援である」ことを説明していたが、納得し

ていただけなかった。また、後見報酬の支払いを理解いただけず、後見

を申し立てていたが止めてしまう事例もあった。（ほっとステーション平

塚） 

➢ 当法人の法人後見の大半は高齢者で、障がい者は数件であるが、そのほ

とんどが精神障害の方である。両親は「親亡きあと」を心配して早めに

相談に来られるが、実際に後見を申し立てるとなると、準備をして裁判

が必要となる。また、両親がお子さんのために大切に貯めてきたお金が

多いと後見人へ支払う報酬額が大きくなるため、躊躇してしまうことが

ある。支援をする上でご本人の意向をどこまで汲めているか考えると、

両親に協力をいただきながら、関わっていく必要がある。（平塚市社会福

祉協議会） 

② 【湘南西部圏域地域生活ナビゲーションセンター】令和 3 年度の主な成果と

課題及び令和 4 年度の主な取り組み予定について 

事務局より、標記資料（p13）に基づき報告する。 

③ 第３１回神奈川県障害者自立支援協議会への意見報告  

既にメール配信で共有している「第３１回神奈川県障害者自立支援協議会 

書面会議 回答票」（資料編ｐ43～45）について確認。 

⚫ 提出した意見が、どのように第 6 期神奈川県障がい福祉計画につながるの

かについて注目していきたい。市町協議会、県協議会との間にある圏域協

議会としては双方との関連性を常に意識して運営していきたい。（会長）  

④ 【神奈川県障害福祉課】令和 3 年度の主な成果と課題及び令和 4 年度の主な

取り組み予定について 

神奈川県障害福祉課より、標記資料（p13）に基づき報告する。基幹相談支

援センターは神奈川県内 22 か所の市町村で設置済み。今後は相談支援専門

員と基幹相談支援センターの在り方を検討する予定である。相談支援事業所

の増設や相談支援専門員数の拡充については以前より課題となっているが、

今後は、就業状況調査結果に基づいて各市町村で意見交換をしていきたい。  

⑤ 新型コロナウイルス感染症関連情報 

3 回目の新型コロナウイルスワクチンの接種状況について、資料を基に共

有する。平塚保健福祉事務所からは、オミクロン株の急速な感染拡大によるク

ラスターの発生やそれに対応する現場の状況、神奈川県としての考え方など

について説明あり。 
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①

・ ・

②

・ ・

①

・

②

・ ・ ・

① ②

・ ・ ・ ・

① ②〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

令
和
3
年
度
の
主
な
成
果
と
課
題
及
び
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
湘
南
西
部
圏
域
地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

各
地
域
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
向
け
た
協
議
の
情
報
共
有
と
意
見
交
換
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
、
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
各
機
関
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
。

新
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
称
を
一
部
変
更
予
定
。

湘
南
西
部
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
神
奈
川
県
の
モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
神
奈
川
県
医
療
課
・
障
害
福
祉
課
か
ら
会
議
毎
に
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
第
2

回
会
議
で
は
、
圏
域
内
行
政
は
、
お
お
よ
そ
令
和
5
年
か
ら
の
配
置
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

災
害
へ
の
備
え
（
福
祉
避
難
所
開
設
、
個
別
避
難
計
画
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
）
は
、
防
災
担
当
課
を
始

め
と
す
る
関
係
機
関
等
と
の
連
携
が
必
要
で
対
応
が
難
し
い
。

湘
南
西
部
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

湘
南
西
部
圏
域
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
6
期
障
害
福
祉
計
画
の
“相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
等
”に
つ
い
て
、
現
状
で
の
課
題
と
市
町
で
策
定

（
中
）
の
計
画
に
お
け
る
該
当
項
目
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
整
理
し

た
。
ま
た
、
必
要
な
部
分
を
、
神
奈
川
県
障
が
い
福
祉
計
画
（
改
定
素
案
）
へ
の
湘
南
西
部
圏
域
自
立
支
援
協

議
会
か
ら
の
意
見
に
付
加
し
て
、
神
奈
川
県
へ
報
告
し
た
。
（
『
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り
第
1
1
7

号
』
1
面
に
も
一
部
掲
載
）

報
酬
改
定
後
の
各
地
域
の
状
況
、
相
談
の
傾
向
、
地
域
課
題
な
ど
を
情
報
交
換

湘
南
西
部
圏
域
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

“相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
等
”に
関
連
し
て
、
各
地
域
で
の
相
談
支
援
体
制
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
の

共
有
、
意
見
交
換
の
実
施
。

　
神
奈
川
県

相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
事
業
（
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
)で
は
、
令
和
５
年
度
以
降
の
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
役
割
分
担
等
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
役
割
に
つ
い
て
、
各
圏
域
ナ
ビ
と
協

議
を
進
め
る
。
相
談
支
援
事
業
所
の
増
設
、
相
談
支
援
専
門
員
数
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
協
力
の
も
と
市
町
村
訪
問
を
検
討
し
て
い
る
。

〘
令
和
3
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
〙

神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

　
神
奈
川
県
障
が
い
福
祉
計
画
改
定
素
案
等
に
対
す
る
各
圏
域
等
委
員
か
ら
の
意
見
集
約

相
談
支
援
に
係
る
取
り
組
み
（
令
和
３
年
７
月
以
降
分
）

令
和
３
年
度
相
談
支
援
事
業
に
係
る
報
酬
改
定
説
明
会
（
湘
南
東
部
圏
域
に
て
実
施
）

令
和
３
年
度
相
談
支
援
従
事
者
養
成
研
修
の
実
施
状
況
(別
紙
参
照
）

令
和
２
年
度
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
修
了
者
の
相
談
支
援
業
務
就
業
状
況
調
査
実
施
(別
紙
参
照
)

相
談
支
援
従
事
者
専
門
コ
ー
ス
別
研
修
に
「
意
思
決
定
支
援
」
コ
ー
ス
を
新
た
に
追
加

〘
令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
予
定
〙

神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
　
　
調
整
中

相
談
支
援
に
係
る
取
り
組
み

令和3年度　湘南西部障害保健福祉圏域　相談支援ネットワーク形成等事業　活動実績 令和4年3月31日現在

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

圏域自立支援
協議会

第1回7/28
（Web）

第2回2/16
（Web）

第1回6/11
（Web）

第2回12/8
（Web）

第1回5/19
秦野市

第2回6/8
伊勢原市

相談支援専門
員初任者研修

重心・医療的
ケア支援NW

第1回9/10
（Web）

第2回1/14
（Web）

研修会

障がい者就労支援セミ

ナー（1/31 共催）

ナビだより 第113号 第114号 第115号 第116号 第117号 第118号

第30回7/16
（書面）

第31回12/13
（書面）

圏域事業調整会議 第1回7/5 第2回10/29 第3回1/18

ﾅﾋﾞ連絡会 6/22（Web） 9/29（Web） 1/7(Web)

平塚市障がい者
自立支援協議会

第1回12/27
（書面）

第2回
3/30

秦野市障害者支
援委員会

第1回
5/25

第2回
11/16

第3回
3/22

伊勢原市障がい者

とくらしを考える

協議会

第1回
7/7（Web）

第2回
10/8（Web）

第3回
2/7（Web）

二宮町・大磯町障

害者自立支援協議

会

第1回7/12
（書面）

相談支援NW

県自立支援
協議会

相談支援体制
充実強化事業

事例検討会

11/5

意見聴取 意見聴取

延期
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3.  市町及び神奈川県障害者自立支援協議会等との連携 

（1） 市町自立支援協議会 

湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会事務局は、圏域内の 4 つの市町

自立支援協議会とその部会の一部へ、委員やオブザーバーとして出席してい

ます。また、それぞれの市町自立支援協議会から当協議会へ地域課題とそれに

対する特徴的な取り組みを報告いただくことで、圏域内の優れた実践の共有

につながっています。地域ごとに少しずつコロナ禍での考え方や対応方法に

違いはありますが、協議会や部会の活動が滞ることで障害のある方々の生活

に大きな影響があるため、様々な工夫により活動が継続されました。 

 

（2） 神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議 

神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議は、県内 5 つの圏域自立支援協議

会、県、及び広域専門機関が参加しています。今年度は新型コロナウイルス感

染対策を講じて、ハイブリッドで 3 回開催されました。また、神奈川県と各

圏域ナビとの連絡調整のために、Web でナビ連絡会を 3 回開催しました。 

 

（3） 神奈川県障害者自立支援協議会 

神奈川県障害者自立支援協議会は、当事者、圏域自立支援協議会、県域の相

談支援事業者、学識経験者、及び関係行政機関の職員が参加しています。昨年

同様に書面で 2 回開催されました。権利擁護部会は開催されていません。  

 

（4） 湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会 

湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会は、平成 27 年度の

モデル事業からはじまり、平成 29 年 7 月までは当協議会との同日開催、同

一委員構成（事務局等は別）でしたが、これ以降は事務局が相互に会議に参加

し合って連携を維持しています。今年度は法改正を受け、相談対応フローを見

直し、企業・民間事業所の合理的配慮の事例集を作成しました。 
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III . 湘南西部圏域相談支援ネットワーク活動報告 

 

1. 湘南西部圏域相談支援ネットワークの概要 

市町行政、中核的な相談支援事業所（基幹相談支援センター、委託相談支援事業所

等）、平塚保健福祉事務所、発達障害者地域支援マネージャーによりネットワークを

構成しています。今年度のネットワーク会議は Web で 2 回開催し、報酬改定後の

地域の状況や、第 6 期障害福祉計画での相談支援体制の充実・強化について意見交

換しました。 

 

平塚市 
平塚市障がい福祉課 しせん相談室ひらつか 

サンシティひらつか ほっとステーション平塚 

秦野市 秦野市障害福祉課 
秦野市地域生活支援ｾﾝﾀｰ“ぱれっと･はだの” 
障害福祉なんでも相談室 

伊勢原市 伊勢原市障がい福祉課 しせん相談室 

大磯町 大磯町障がい福祉係 

地域支援センターそしん 

二宮町 二宮町福祉･障がい者支援班 

湘南西部
圏 域 

神奈川県発達障害支援センター かながわ A  

平塚保健福祉事務所保健福祉課 

表 2 令和 3 年度圏域相談支援ネットワーク 参加機関名簿 

 

 

2. 湘南西部圏域相談支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回圏域相談支援ネットワーク会議  

 【主な議題と内容】 

① 神奈川県障害者自立支援協議会、湘南西部圏域自立支援協議会について 

資料に基づき、今年度のそれぞれの開催予定について事務局より説明する。 

② 昨年度の実績と今年度の取り組み予定について  

資料に基づき、市町の令和 2 年度委託相談支援事業実績、「令和 3 年度

の地域協議会、部会等の予定」（ｐ16）を各機関より説明する。 

⚫ 先日、高齢者支援機関と精神分科会との連絡会を開催した。事業所内の異

動等で連絡会に参加する方が変わるため、毎年開催する事で顔が見える関  

日  時 令和 3 年 6 月 11 日（金）10：00～12：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 14 名 
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大
磯
町

〇
大
磯
町
町
民
福
祉
部
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

　
自
立
支
援
協
議
会
は
、
二
宮
町
と
共
同
設
置
し
て
お
り
、
今
年
度
の
事
務
局
は
二
宮
町
に
な
る
。

二
宮
町

〇
二
宮
町
健
康
福
祉
部
福
祉
保
険
課
　
福
祉
・
障
が
い
者
支
援
班

　
日
程
に
つ
い
て
は
未
定
。
部
会
は
対
面
に
て
実
施
、
本
会
は
書
面
開
催
の
予
定
。

専
門
機
関

〇
神
奈
川
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
　
か
な
が
わ
A

1
.発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て

・
湘
南
西
部
圏
域
担
当
：
岡
田

・
地
域
巡
回
、
機
関
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

　
定
期
的
に
関
係
機
関
を
巡
回
し
、
新
規
の
支
援
依
頼
を
受
け
付
け
る
ほ
か
、
地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ
や
課
題
を

収
集
し
て
地
域
実
態
の
把
握
す
る
。
ま
た
、
事
業
所
を
訪
問
す
る
等
し
て
、
相
談
者
（
発
達
障
害
児
者
）
に
関

す
る
支
援
方
法
等
の
助
言
を
行
う
（
原
則
直
接
支
援
は
行
わ
な
い
）
。

2
.医
療
相
談
（
今
年
度
日
程
は
別
紙
参
照
）

　
診
断
が
出
て
い
な
い
方
の
発
達
障
害
の
見
立
て
や
対
応
、
発
達
障
害
と
他
の
精
神
障
害
と
重
複
さ
れ
て
い
る

方
の
支
援
の
方
向
性
や
対
応
等
の
助
言
等
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

3
.ケ
ー
ス
検
討
会
（
今
年
度
の
日
程
は
別
紙
参
照
）

　
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
日
本
女
子
大
学
教
授
・
吉
澤
一
弥
先
生
を
お
招
き
し
て
い
る
。
事
例
を
提
出

い
た
だ
く
と
、
先
生
よ
り
支
援
困
難
な
発
達
障
害
児
・
者
支
援
に
関
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

4
.こ
ど
も
支
援
部
会
（
年
4
回
）
　
・
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支
援
者
向
け
研
修
の
実
施
5
.就
労
支
援
部

　
会
（
年
４
回
）
・
事
業
所
紹
介
動
画
の
作
成
検
討
  
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
校
と
の
連
携
　
他

6
.精
神
障
が
い
者
支
援
部
会
（
年
2
回
＋
ピ
ア
の
つ
ど
い
年
6
回
＋
家
族
サ
ロ
ン
年
3
回
）

　
・
精
神
障
が
い
者
に
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組

　
　
地
域
精
神
医
療
機
関
と
の
連
携
(メ
ン
タ
ル
さ
と
う
善
本
院
長
に
よ
る
支
援
者
向
け
講
演
会
実
施
)他

7
.災
害
時
支
援
部
会
（
年
4
回
）
　
・
当
事
者
部
会
と
の
勉
強
会
　
他

8
.当
事
者
部
会
（
年
4
回
）
　
・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
障
が
い
者
に
対
す
る
配
慮
事
項
に
つ
い
て

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
　
他

〇
伊
勢
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
　
お
お
き
な
樹

　
こ
ど
も
支
援
部
会
　
(事
務
局
)

　
相
談
支
援
部
会
、
精
神
障
が
い
者
支
援
部
会
、
就
労
支
援
部
会
、
災
害
支
援
部
会
　
（
参
加
）

〇
し
せ
ん
相
談
室

・
伊
勢
原
市
障
が
い
者
と
く
ら
し
を
考
え
る
協
議
会
（
本
部
会
、
相
談
支
援
部
会
、
こ
ど
も
支
援
部
会
）

・
伊
勢
原
市
高
齢
者
及
び
障
害
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
伊
勢
原
市
成
年
後
見
・
権
利
擁
護
サ
ポ
ー

ト
連
絡
会
・
秦
野
市
相
談
支
援
事
業
所
等
連
絡
会
、
湘
南
西
部
圏
域
重
症
心
身
障
害
者
及
び
医
療
的
ケ
ア
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
湘
南
西
部
圏
域
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会

令
３
年
度
の
地
域
協
議
会
、
部
会
等
の
予
定
　

平
塚
市

秦
野
市

〇
秦
野
市
障
害
福
祉
課

〇
秦
野
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
”ぱ
れ
っ
と
・
は
だ
の
”障
害
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室

秦
野
市
障
害
者
支
援
委
員
会
（
5
/2
5
、
8
/2
4
、
1
1
/1
6
、
3
/2
2
）
、
懇
話
会
総
合
部
門
（
5
/1
2
、
8
/1
0
、

1
1
/2
、
3
月
）
、
秦
野
市
障
害
者
支
援
懇
話
会
相
談
部
門
（
4
/2
0
、
7
/2
8
、
以
降
3
回
予
定
）
、
相
談
支
援
事
業

所
等
連
絡
会
（
年
1
0
回
）
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
会
（
年
2
回
）
、
養
護
学
校
連
絡
会
（
5
月
2
4
日
、

以
降
適
宜
）
、
福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会
（
8
月
） 伊
勢
原
市

〇
伊
勢
原
市
障
が
い
福
祉
課
　
伊
勢
原
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

1
.協
議
会
（
年
3
回
）
・
企
画
運
営
会
議
（
年
３
回
）
・
各
部
会
の
取
組
状
況
の
評
価
検
証
　
他

2
.相
談
支
援
部
会
（
年
1
2
回
）

　
・
W
e
b
方
式
に
よ
る
G
S
V
研
修
の
実
施
 　
・
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
、

  
  
  
 医
療
的
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
　
他

3
.権
利
擁
護
部
会
（
年
4
回
）
　
・
障
が
い
者
虐
待
防
止
研
修
会
の
実
施

〇
平
塚
市
障
が
い
福
祉
課

　
本
市
に
お
い
て
は
、
協
議
会
に
つ
い
て
８
～
９
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
第
１
回
目
の
開
催

と
な
る
の
で
、
前
年
度
の
相
談
支
援
事
業
の
事
業
報
告
や
、
昨
年
度
改
定
予
定
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
延

長
と
な
っ
て
い
る
障
が
い
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況
の
報
告
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
議
開
催
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
庁
内
会
議
の
開
催
人
数
の
制
限
か
ら
書
面
協
議
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
各
部
会
・
分
科
会
に
つ
い
て
で
す
が
、
企
画
運
営
部
会
に
お
い
て
は
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
就
労
支
援
部
会
に
お
い
て
は
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
、
精
神
分
科
会
に
お
い
て
は
精
神

障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
な
ど
、
昨
年
一
昨
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
。

〇
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

　
身
障
分
科
会
で
は
今
ま
で
の
当
事
者
に
よ
る
講
演
会
に
合
わ
せ
て
、
主
と
し
て
身
体
障
が
い
を
受
け
入
れ
し

て
い
る
通
所
事
業
所
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
抽
出
に
つ
な
げ
た
い
。

〇
サ
ン
シ
テ
ィ
ひ
ら
つ
か

　
平
塚
市
自
立
支
援
協
議
会
、
地
域
支
援
部
会
、
知
的
分
科
会
　
時
期
内
容
は
未
定
。

〇
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
平
塚

　
平
塚
市
自
立
支
援
協
議
会
精
神
分
科
会
は
、
２
ヶ
月
に
一
度
、
対
面
で
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

定
例
会
で
は
、
精
神
分
科
会
が
行
う
事
業
の
検
討
や
、
地
域
で
新
た
に
出
て
い
る
課
題
や
情
報
の
共
有
等
を

行
っ
て
い
る
。
当
面
の
事
業
と
し
て
、
５
月
３
１
日
に
高
齢
者
支
援
機
関
と
精
神
分
科
会
と
の
連
絡
会
を
行
っ

た
。
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
関
連
す
る
８
０
５
０
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
図
る
た
め
に
、
事
例
検
討

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
精
神
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
ま
っ
ぷ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
や
日

中
活
動
系
の
事
業
所
の
連
絡
会
等
を
企
画
し
て
い
る
。
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係作りに役立っている。（ほっとステーション平塚）  

⚫ 相談支援部会では、今年度は初めて Zoom を使用した GSV 研修を 35 名で

行った。操作に困り試行錯誤しながら行ったが、好評だった。対面開催では

ないためやりづらさもあるが、事例をしっかり共有しグループごとに話し合

えた事で、今まで通り顔の見える関係作りは行えたと感じている。今後も同

様のやり方で年 4 回開催していこうと考えている。（しせん相談室） 

⚫ 権利擁護部会では虐待について力を入れていきたいと考えている。コロナ禍

で閉鎖的になっており、通所ができない方が増え在宅で過ごす事が多いため、

養護者や支援者による虐待も確認をしていきたい。（伊勢原市障がい福祉課） 

⚫ ケース検討会では、中井やまゆり園にて日本女子大学教授の吉澤先生からス

ーパーバイズを受ける事ができる。しかし、現在はコロナ禍ということで施

設関係者以外を受け入れる事が難しいため、こちらから伺うことも可能であ

る。スーパーバイズを希望の方はお声かけいただきたい。（神奈川発達障害支

援センターかながわ A） 

③ 令和３年４月報酬改訂後の地域の状況について 

資料に基づき、報酬改定後の加算等の取得状況と、今年度の地域内の相談

支援事業所一覧を共有した。秦野市、伊勢原市では、相談支援専門員向け

に報酬改定に関する勉強会等が開催されていた。  

⚫ 圏域内での機能強化型サービス利用支援費等の取得状況（予定含む R3 年

6 月の情報） 

⚫ グループホームの受け入れについて、入居者の障害支援区分を問われるこ

と（重度の方の受け入れを好む傾向）が増えてきているように感じる。（ほ

っとステーション平塚） 

⚫ 地域活動支援センター事業の報酬単価は、国事業の報酬改定に関わらず、

また、最低賃金および消費税が引き上げられても 2006 年のスタート時

から変わっていない。市町村事業は介護職員の処遇改善も対象にならない

 秦野市 伊勢原市 二宮町 

機能強化型  

サービス利用支援費Ⅰ  

障害福祉なんでも相談室／  

丹沢自律生活センター総合相談室  
しせん相談室  地域支援センターそしん 

機能強化型  

サービス利用支援費Ⅱ 
秦野精華園指定相談支援事業

所「せいか」 

ファミリー・サポート

湘南  
 

機能強化型  

サービス利用支援費Ⅲ  
つくし相談室／  
おおきな樹  

 

機能強化型  

サービス利用支援費Ⅳ 
 ドリーム  

主任相談支援専門員加算   おおきな樹   
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こともあり、国事業と市事業との格差の広がりを感じる。（ほっとステーシ

ョン平塚） 

④ 課題への取り組み状況、共有事項について 

⚫ 医療的ケア支援事業について 

令和 3 年 4 月からこの事業を開始した。これにより、医療的ケア児が幼

稚園へ通うために、市と契約した訪問介護ステーションの看護師が幼稚園

を訪問し、医療的ケアを提供できるようになった。現在の利用者は１名だ

が、今後もニーズに応えていきたい。（伊勢原市障がい福祉課）  

⚫ グループホームでの障害者虐待 

 グループホームが増えてきている。その中で施設従事者による性的虐待

の事例が２件続けて発生した。グループホームの管理者とは協議会等で話

す機会があるが、世話人には会う機会がないため、不安は残る。  

⚫ コロナ禍での大幅な収入減 

 各法人での工夫を伺いたい。（ほっとステーション平塚） 

⇒ 助成金を使用しているある NPO 法人では、利用者数が減っているた

め、職員の出勤人数を減らしていた。出勤日数が減った職員へは、雇

用調整助成金を活用して満額支給して乗り切ったとのことだった。神

奈川県障害福祉課からは、コロナ禍での在宅支援は地域活動支援セン

ターも対象であり、今年度も継続していると確認している。（事務局） 

⚫ その他、障害者施設等へのワクチン優先接種の対応方法、個別サポート加

算の対応状況と課題について、情報交換を行った。  

 

（2） 第 2 回圏域相談支援ネットワーク会議  

 【主な議題と内容】 

① 報告事項 

事務局より、「令和 3 年度 湘南西部障害保健福祉圏域 地域生活ナビゲ

ーション事業 活動実績・予定」を基に活動状況を説明し、相談支援体制充

実強化事業として令和 3 年 11 月 5 日に開催した事例検討会について、事

例提供地域の障害福祉主管課より説明いただく。また、昨年度の主任相談支

援専門員養成研修を受講したことを受け、今年度より相談支援従事者研修の

ファシリテーターを務めている伊勢原市児童発達支援センターおおきな樹

より、その振り返りのコメントをいただく。  

② 各市町協議会・部会の状況等について 

「協議会、部会等の状況」を基に事務局より概要を説明し、意見交換する。 

日  時 令和 3 年 12 月 8 日（水）10：00～12：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 18 名 



    
 

 19 
 

⚫ インクルーシブ教育実践推進校との連携について  

伊勢原高校より、就労に関する福祉の情報提供を依頼されたことがきっ

かけとなり、現在は伊勢原高校と二宮高校に就労支援部会に参加いただい

ている。インクルーシブ教育では何を行っているのか講演いただき、情報

交換を行った。今後も継続して取り組んでいく。（伊勢原市障がい福祉課） 

⚫ 農福連携について 

昨年度から活動しており今年度は農家と事業所のマッチングを図るた

めに職員が 3 か所の農家へ出向き、どのような作業が可能か見極めた。農

家には養護学校に出向いてもらい障害のある子どもたちと交流を行った。

今後も、障害のある方が作業に入るための調整を進めていく。（秦野市障害

福祉課） 

⚫ 身障分科会での生活介護事業所情報交換会について 

 身障以外の知的の事業所にも参加いただき、７つの生活介護事業所が

集まり情報交換を行った。コロナ禍での取り組み（クラスター事例の報

告もあり）について具体の話を共有することができ、大変勉強になっ

た。（しせん相談室ひらつか） 

③ 相談支援体制整備に関する課題について 

第６期障害福祉計画の新たな成果目標に、相談支援体制の充実・強化が盛

り込まれていることを受け、神奈川県と各市町の障害福祉計画（策定済みは

伊勢原市、大磯町、二宮町のみ）の該当部分を共有し、各機関から提供され

た資料「相談支援体制整備に関する課題」（ｐ20）を基に意見交換を行う。

事務局からは関連資料として、「成果目標⑥相談支援体制の充実・強化等に

関する目標について」、「計画相談支援等に係る令和 3 年度報酬改定の内容

等及び地域の相談支援体制の充実・強化に向けた取組について（障障発

0331 第７号令和３年３月３１日）」、「令和 3 年度報酬改定について（横浜

市健康福祉局障害施策推進課相談支援推進係  ｐ9～14 抜粋資料）」、「第６

期神奈川県障がい福祉計画（改定素案 ｐ34～36 抜粋資料）」、「令和 2 年

度相談支援従事者初任者研修修了者 就業業況調査（神奈川県）」、「R3.4.1

現在の湘南西部圏域 3 市 2 町の相談支援体制等について（神奈川県提供の

『令和３年度相談支援実施状況調査』、『令和３年３月までの計画相談実績』

を基に事務局作成）」を説明する。会議終了後に意見交換内容を取りまとめ

た資料「相談支援体制に関する課題のまとめ」（ｐ22～24）を作成し、参

加者で共有した。また、必要部分を、第 6 期神奈川県障がい福祉計画（改

定素案）への意見として、湘南西部圏域自立支援協議会からの回答票（資料

編ｐ43～45）に付加して、神奈川県に報告した。 

⚫ 委託相談で始まり計画相談になったケースを特定相談支援事業所へ引き

渡していけず、件数が増えている。今後、特定相談支援事業所と連携し役

割分担をすることが必要だ。また、事業所内で虐待があった際に当事業所  
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1
2
/8
　
令
和
3
年
第
2
回
湘
南
西
部
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
　
資
料

相
談
支
援
体
制
整
備
に
関
す
る
課
題
　

　
現
在
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
当
日
口
頭
で
方
向
性
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

・ ・

自
立
支
援
協
議
会
の
企
画
運
営
部
会
に
て
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
の
設
置
）
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
6
月
よ
り

再
開
し
て
い
た
が
、
8
月
の
感
染
拡
大
で
中
止
と
な
り
、
1
2
月
よ
り
再
開
予
定
。

委
託
相
談
と
計
画
相
談
の
連
携
を
よ
り
円
滑
す
る
た
め
の
工
夫
や
、
虐
待
案
件
に
関
す
る
対
応
の
あ
り
方
を
市
、

相
談
（
委
託
、
計
画
）
、
関
係
事
業
所
で
共
有
し
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

・ ・ ・

計
画
相
談
の
受
け
て
の
問
題
。
一
般
相
談
か
ら
計
画
相
談
に
そ
の
ま
ま
移
す
し
か
な
く
、
年
々
計
画
相
談
の
増
加

が
止
ま
ら
な
い
。
【
8
0
5
0
問
題
　
3
ケ
ー
ス
進
行
中
。
包
括
と
連
携
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
日
中
作
業
所
へ

つ
な
げ
て
い
る
。
家
庭
生
活
を
続
け
る
場
合
の
見
守
り
体
制
や
衛
生
面
の
保
持
な
ど
課
題
が
多
い
。
】

計
画
相
談
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
計
画
更
新
で
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
意
思
決
定
支
援
を
お
こ
な
う
な
ど
の

内
容
の
充
実
を
図
る
と
な
る
と
人
員
配
置
し
て
い
く
に
は
人
件
費
と
時
間
が
足
り
ず
、
ど
こ
の
事
業
所
も
や
り
き

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
【
同
法
人
の
施
設
で
意
思
決
定
支
援
の
簡
易
モ
デ
ル
を
や
っ
て
お
り
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
意
思
決
定
支
援
も
1
ケ
ー
ス
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
全
国
展

開
を
県
は
目
標
と
し
て
お
り
、
計
画
相
談
事
業
所
の
役
割
の
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
】

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
よ
り
も
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
を
お
こ
な
う
事
が
時
間
も
内
容
も
負
担
が
大
き
い
が
金

銭
的
に
釣
り
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

・ ・

平
塚
市
で
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
、
そ
の
在
り
方
を
検
討
中
。
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

整
備
、
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進
、
８
０
５
０
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、

他
の
課
題
と
一
体
的
に
検
討
し
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

指
定
一
般
、
特
定
相
談
支
援
事
業
所
の
量
の
確
保
は
急
務
。
ま
た
支
援
の
範
囲
の
ム
ラ
が
あ
り
、
支
援
内
容
の
一

定
水
準
を
保
つ
た
め
の
働
き
か
け
が
必
要
。

　
 相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
支
援
委
員
会
相
談
部
門
に
お
い
て
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
件
数
が
増
加
し
、
問
題
も
多
様

化
し
て
き
て
い
る
た
め
、
新
規
で
の
計
画
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

計
画
相
談
支
援
を
希
望
す
る
ま
た
は
必
要
な
方
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
相
談
支
援
事
業
所
数
の
拡
充
や
専
門
的
な
人
材
の
育
成
に
よ
り
、
相
談
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
秦
野
市
内
の
相
談
支
援
体
制
の
状
況
に
つ
い
て
連
絡
会
、
相
談
部
門
等
で
取
り
ま
と
め
、
秦
野
市
障
害
者
支
援

委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
計
画
相
談
の
新
規
受
け
入
れ
が
厳
し
い
状
況
。
委
託
相
談
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
ま
す
。
【
弘
済
学
園
地
域
移
行
支
援
会
議
（
2
名
）
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
者
情
報
交
換
会
、
養
護
学
校
連
絡

会
（
平
塚
・
秦
野
養
護
学
校
、
障
害
福
祉
課
、
基
幹
）
、
ま
ち
か
ど
相
談
室
（
社
協
・
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・

基
幹
）
、
民
児
協
、
育
成
会
研
修
】

♦
平
塚
障
が
い
福
祉
課

♦
し
せ
ん
相
談
室
ひ
ら
つ
か

♦
サ
ン
シ
テ
ィ
ひ
ら
つ
か

♦
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
平
塚

♦
秦
野
市
障
害
福
祉
課

♦
障
害
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室

＊
太
字
は
事
務
局
判
断
で
強
調
し
た
も
の
。
斜
字
体
は
.本
会
議

他
の
資
料
か
ら
事
務
局
が
転
記
し
た
も
の
。

第
6
期
障
が
い
福
祉
計
画

【
現
状
】
相
談
支
援
事
業
所
は
、
平
成
2
9
年
度
1
カ
所
、
平
成
3
0
年
度
1
カ
所
、
令
和
元
年
度
２
カ
所
が
新
設
さ

れ
、
現
在
１
５
カ
所
（
相
談
支
援
専
門
員
数
２
６
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
相
談
件
数
に
対
し
て
相
談
支

援
専
門
員
が
不
足
し
て
お
り
、
新
規
の
相
談
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

【
目
標
値
】
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
相
談
支
援
体
制
に
関
す
る
検
証
、
評
価
を
行
い
、
相
談
支
援

専
門
員
の
人
材
確
保
及
び
育
成
に
努
め
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
の
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
と
な
り
、
協
議
会
の
各
部
会
に
参
加
し
、
地
域
の
相
談
支
援
の
実
情
を
少
し
ず

つ
理
解
し
て
い
る
現
状
。
児
童
の
相
談
支
援
事
業
所
と
ケ
ー
ス
を
と
お
し
て
情
報
交
換
を
し
、
今
後
、
地
域
課
題

と
な
る
案
件
を
整
理
し
て
行
き
た
い
。
【
不
登
校
と
な
り
始
め
て
い
る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援
に
つ
い
て
学
校
と
情

報
交
換
を
で
き
る
よ
う
に
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
】

・ ・

計
画
相
談
支
援
事
業
所
が
増
え
て
い
な
い
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が
多
い
中
、
学
齢
期
の
相
談
支
援
事
業
所
が
少
な
い
。

・
近
年
、
町
内
で
新
た
に
相
談
支
援
事
業
所
が
開
所
さ
れ
、
町
・
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
・
相
談
支
援
事
業
所
で
の

連
携
を
更
に
深
め
て
い
き
た
い
。
第
6
期
障
害
福
祉
計
画
に
記
載
し
た
方
策
：
別
紙
参
照

　
本
町
に
お
い
て
は
、
委
託
し
て
い
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
自
立
支
援
協
議
会
を
通
じ
た
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
各
事

業
所
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。
相
談
支
援
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
町
内

の
特
定
相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
員
は
、
全
て
他
の
業
務
と
兼
務
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
利
用
の
意
向
が

あ
っ
て
も
、
ご
く
少
数
の
計
画
作
成
し
か
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
課
題
の
共
有
、
必
要
な
資
源
の
創
出
を
検
討
す
る
場

支
援
体
制
の
構
築
・
検
証
の
シ
ス
テ
ム
　
　
緊
急
時
・
非
常
時
に
お
け
る
相
談
機
能
の
役
割
と
流
れ

乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
、
成
人
期
へ
の
移
行
や
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
関
わ
る
機
関
が

ど
こ
と
な
る
か
。
／
　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
の
相
談
を
通
し
て
児
の
状
態
に
よ
り
使
う
サ
ー
ビ
ス
が
多
岐
に
渡

り
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
親
の
負
担
が
大
き
い
。
／
　
相
談
先
も
就
学
前
は
母
子
保
健
担
当
保
健
師

や
療
育
関
係
機
関
が
支
援
し
て
い
る
が
、
就
学
後
は
主
た
る
支
援
者
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
も
多
い
。
（
当
所

は
、
小
特
児
に
は
就
学
後
も
関
わ
る
が
、
保
健
所
設
置
市
エ
リ
ア
も
自
立
支
援
事
業
と
し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
継
続
支
援
を
依
頼
す
る
窓
口
は
相
談
内
容
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
）
／
　
就
学
前
の
医
ケ
ア

児
に
は
、
保
健
福
祉
事
務
所
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
と
し
て
支
援
し
て
い
る
が
、
市
町
村
母
子
保
健
担
当
部

署
、
そ
の
他
も
支
援
機
関
と
な
っ
て
お
り
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
は
総
合
し
て
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

♦
伊
勢
原
市
障
が
い
福
祉
課

♦
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
 保
健
福
祉
課

♦
伊
勢
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
 お
お
き
な
樹

♦
し
せ
ん
相
談
室

♦
大
磯
町
町
民
福
祉
部
福
祉
課
 障
が
い
福
祉
係

♦
二
宮
町
健
康
福
祉
部
福
祉
保
険
課

♦
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
し
ん
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へ相談が入ることが多く、通報に躊躇している印象がある。共通認識が持

てるよう事業所との情報交換の場が必要だ。（しせん相談室ひらつか） 

⚫ 介護保険に移行する際の家族への説明が難しいため、二つの制度間でわか

り易い線引きが必要だ。（サンシティひらつか）  

⚫ 特定相談支援事業所へ計画相談をつなぎたいが事業所が見つからず、当事

業所でも新規は受けられないため、当事業所がセルフプランを作らざるを

得ない状況が生まれている。（ほっとステーション平塚）  

⚫ 相談支援専門員が増えず、新規計画の受け入れが厳しい。セルフプラン活

用による立て直しを念頭に、サービス提供事業所も参加して、現状と今後

の対応策、求められる相談支援専門員像を話し合った。参加者には当事者

のご家族もおり、セルフプランには反対のご意見が多くあった。障害のあ

る方々を地域で支える体制作りを進めるため、事業所によるセルフプラン

作成フォローなどを検討したい。（障害福祉なんでも相談室） 

⚫ 一般相談の分散化に向けて主任相談支援専門員の配置が重要で、その方々

にはスキルを持って各事業所へ助言指導してほしい。相談支援専門員は増

えたが担当ケース数に大きな差があるため、足りているように見えても実

際はそうではない。相談支援事業所はどこも人員不足だが、相談支援事業

に理解のある法人を増やすことが今後のキーポイントになる。（伊勢原市

障がい福祉課） 

⚫ 相談支援事業所が支援困難ケースを担当して、会議運営や面接の技術を向

上させられるよう支援したい。伊勢原市では受給者証の発行が幼児期に充

実し、早期発見早期療育が実現している。それに伴い、放課後等デイサー

ビス等の立ち上げが多いが、相談支援事業所がそれに追いつかない。相談

支援事業所もあわせて一緒に立ち上げてくれるとより一層充実する。（伊

勢原市児童発達支援センターおおきな樹）  

⚫ 当園を利用する未就学児が卒園する際に学齢期の相談支援事業所へ繋げ

たいが、数が少なくて難しため当事業所で継続している。今年度から常勤

専従の相談支援専門員を 1 名増やし 4 名としたので、新規受け入れがで

きているが、数年すれば難しくなる。昨年度は 3 名配置で、1 人月２５ケ

ース程作成し、加算を取ることで採算が合っていた。今年度は他部署から

の異動による増員であり、4 月から月 25 ケースは難しく赤字であるため、

来年度からケース数を増やさなければならない。この対応は、すこやか園

という母体があったからこそ先行投資として行えた。（しせん相談室） 

⚫ 基幹相談支援センターを中心に相談支援事業所と連携を図っているが、相

談支援専門員の数や経験の不足から困難ケースが 1 か所に集中している。

今後は、スキルアップや情報連携をさらに図っていきたい。また、相談内

容が複雑化しているため、障害福祉サービスが担う役割や、どこが司令塔
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になるのかなどを町内で話し合う必要がある。（大磯町障がい福祉係） 

⚫ 町内に 3 か所相談支援事業所があるが、その内 2 か所は他の業務と兼務

であるため、残り 1 か所に相談が集中していることが課題である。（二宮

町福祉･障がい者支援班） 

⚫ 担当ケースの中には災害に弱い場所に住んでいる方や、家族の機能が弱い

方もいる。そのため緊急時を想定しマップを使用して事業所内で共有でき

るように今年度から取り組んでいる。相談を受ける際に課題を整理するこ

とを心掛けていきたい。（地域支援センターそしん） 

⚫ 相談支援では、当事者からの単発の電話相談以外にも、継続した支援が必

要な方への面接や関係機関との同行もある。機関相談では、支援に困って

いる事業所を地域巡回で訪問し、助言やケース検討をしている。必要があ

ればお声掛けいただきたい。（神奈川県発達障害支援センターかながわＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
               
 委託相談と計画相談の連携（一般相談から計画相談への引き渡し）

 委託では一般相談から計画相談にそのまま切り えるしかなく増加の一 

 計画作成、モニタリングに追われる中で、新たに意思決定支援ではどこの
事業所でもやりきれないのでは。

 相談支援事業所の の確保は急務。支援内容を一定  に

 計画相談の受入れが しい

 相談案件が増加し、問題が多 化しているため、新規計画受入が難しい

 放課後等デイ事業所が多いのに障害児相談支援事業所が少ない

  務の相談支援専門員が多く、 く少数の計画しか作成できない

 相談支援専門員が不足し、新規相談に対応できない

 相談支援事業所が増えていない。学齢期の相談事業所が少ない

令和3年度第2回湘南西部圏域相談支援NW会議で整理した相談支援体制上の課題と対応策案 1
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 基幹設置に向けては 課題を一体的に検討し、その機能を検討
を

 虐待案件に関する対応の在り方

 （その他業務）の認定調査の負担大きい。

 緊急時・  時の相談機能の役割と れの整理ができていない

 医療的ケアのある就学児の支援をコーディネートする人がはっ
きりしない。また、ライフステージに応じた変化に応じた引継
ぎができない。

令和3年度第2回湘南西部圏域相談支援 W会議で整理した相談支援体制上の課題と対応策案 2

                 

相談支援事業所、相談支援専門員の不足
 式会社等の新規事業  を受ける際に、市町行政が相談支援事業所

開設を  
少しでも事業所運営の大変さが  する方策の実施

➢事業所基 の強化のため、相談支援事業所、相談支援専門員を支援する
➢ かりやすい   定資 （加 の種 と適用例）、体制加 の前 となる   と実施
時期が明記された資料を作成し配布する（作成・神奈川県、配布は市町・圏域）
【神奈川県障がい福祉計画へ】

➢小規 で  な相談支援事業所の 営基 を強化するため、 数事業所の協 体制を  
し、機能強化型サービス利用支援費の取 を 能とする。そのために、市町 とに部会等
で  の機会を け、必要書 （協定書モデル）も説明する。
（報酬告示 意事項通知に、「地域生活支援拠点等を構成する複数の指定特定相談支援事
業所による協働体制が確保されている場合～」とあるので、この部分の解 も含めて、地
域で行うことがより適切でし うか。）

➢事業  の デ ケースを神奈川県内から 定し、 知する
【神奈川県障がい福祉計画へ】

➢相談支援事業所にかかる負 を らし、本来業務に集中できる環境を作る。
➢障害支援区分認定調査の相談支援事業所への委託  しの検討

令和3年度第2回湘南西部圏域相談支援 W会議で整理した相談支援体制上の課題と対応策案 3
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相談支援専門員の支援の の担保
地域内で定期的な事例検討会（GSV）を開催し、ケースの見立て

や手立ての検討を通じてスキルを上げる。また、相談支援専門員どうし
の横のつながりを強化して、相 に を高められる 組みを地域に作る
【神奈川県障がい福祉計画へ】

圏域で開催していた支援困難ケースの事例検討会（相談支援体制
充実強化事業）を令和4年度以降も継続する。【神奈川県障がい福祉計
画へ】

令和3年度第2回湘南西部圏域相談支援 W会議で整理した相談支援体制上の課題と対応策案 5

相談支援専門員としての就業率が高い地域に、受講者追加枠を設定す
るなど、法 研修の 率化を図る。神奈川県からの受講案内に、受講 年か
ら5年以内に2年間の実務 験がないと更新でず  する  意  する【神
奈川県障がい福祉計画へ】

委託相談で対応した一般相談が計画に移行する際、受け渡し 能な
特定相談支援事業所がみつからない。自事業所で計画相談を 

 引き受け るを ず、計画相談件数が増え続け業務を  

 引き受けられず、セルフ補助で関わり続けるケースが増えている

委託相談から計画相談のケースを引き受けられる事業所を増やす
➢部会・連絡会等で地域内の相談支援専門員に対し、対応して しいことを案内する
（役割整理）。相談支援専門員が  げされたと  いしないように、ケースを  
に受け渡し、安心して引き受けられる実感を持ってもらう。成 体験を み上げる。
➢そのために、引き渡し手続き、資料（アセスメントシート、計画素案）などを地域で標 化
（ 実際に行った事例に基づき、使用した書式も含め情報共有。）

➢基幹相談支援センターの訪問 活動指標③ の際に、委託相談の ち いたケースの
引継ぎを相談

令和3年度第2回湘南西部圏域相談支援 W会議で整理した相談支援体制上の課題と対応策案 4
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（3） 第 1 回圏域事例検討会 

 

 

（4） 第 2 回圏域事例検討会 

 

 

 

 

 

 

日  時 令和 3 年 5 月 19 日（木）14：30～16：00 

場  所 秦野市保健福祉センター第 4 会議室 

参加人数 26 名（秦野市障害福祉課、秦野市基幹相談支援センター

〔障害福祉なんでも相談室〕、相談支援専門員、平塚保健

福祉事務所秦野センター、かながわ A、かながわ湘南西障

福ナビ） 

内  容 秦野市相談支援事業所等連絡会の「グループスーパービジ

ョン」と合同開催。ご本人は、いずれ仕事をして自立した

生活を送りたいと考えているが、一方で暴れたり、大声を

出すことがあるので、主治医も含めて周りは難しいと考え

ているという事例。ご本人を中心に据えて、今後の支援方

針について検討した。 

日  時 令和 3 年 6 月 8 日（火）14：00～15：30 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 36 名（伊勢原市障がい福祉課、おおきな樹、相談支援専

門員、養護学校教諭、サービス提供事業所職員、かながわ

湘南西障福ナビ） 

内  容 伊勢原市第３回相談支援部会 相談員等スキルアップ研修

その１「グループスーパービジョンの手法を使った事例検

討」と合同開催。圏域内市町協議会の部会等では、Ｗｅｂ

を利用した初めての事例検討会となった。対面で実施する

際のホワイトボードの代わりに、書記の方がワード様式へ

書き込み、それを Zoom の画面共有機能を使ってグルー

プで共有した。ご本人は、子どもと二人暮らしで、かろう

じて生活できているが、金銭的にも精神的にも厳しい状況

に置かれている方。ご本人が望む子どもの将来も念頭にお

いた家族支援について検討した。 
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3. 相談支援体制充実強化事業 

本事業は、県域の相談支援専門員を対象に、令和元年度より支援困難事例に関す

る専門的かつ継続的な助言等を行う事業として神奈川県が、かながわ湘南西障福ナ

ビと同様に各圏域の地域生活ナビゲーションセンター（以下、「圏域ナビ」という）

に委託して実施しています。相談支援専門員から市町行政、基幹相談支援センター

等を通じて（または直接）支援依頼を受けた圏域ナビが、専門機関（神奈川県立保

健福祉大の研究者、神奈川県精神保健福祉センターの精神科医や福祉職等）と事例

検討会（コンサルテーション）を開催しています。その後は専門機関による見立て

や助言をもとに、圏域ナビが伴走者として必要な期間関わります。また、支援困難

事例を支援する相談支援専門員を後方支援することと併せて、地域の中心となる相

談支援専門員を育成することも目的であることから、基幹相談支援センターや委託

相談支援事業所にも本事業への協力と参加をお願いしています。令和 2 年度末には、

相談支援専門員向けに各圏域で集まった事例をとりまとめて、「支援困難事例に関す

る対応事例集」が発行されました。この事例集（冊子）は、令和３年 3 月に神奈川

県から市町村経由で神奈川県域のすべての相談支援事業所に配布されました。デー

タファイルは、「神奈川県 相談支援体制の充実のために」で検索し、以下の神奈川

県の該当ホームページからダウンロードできます。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/yv4/20210406.html 

今年度は、各圏域で 1 事例ずつ対応しています。神奈川県からの委託事業とし

ては、今年度で終了の見込みです。 

 

（1） 相談支援体制充実強化事業 事例検討会 

 

事例検討会で共有された今後の対処方針に則り支援を再開できるように、会議の

成果をとりまとめて、報告書として出席者全員と共有しています。ｐ27 の図は、

報告書と併せて、会議の成果を各事業所職員全体で共有していただくことを目的

に、ポイントを視覚的に分かりやすく伝えるため、事務局が補助的に作成したもの

です。 

日  時 令和 3 年 11 月 5 日（金）15：30 ～ 18：00 

参加人数 12 名（相談支援専門員、障害福祉主管課ケースワーカー、

基幹相談支援センター、サービス提供事業所、県立保健福祉

大学講師〔助言者〕、神奈川県、かながわ湘南西障福ナビ） 

内  容 突然父親が亡くなり、一人ぼっちになってしまった自閉症の

方の事例。住まいや日中の過ごしの場の確保のために相談支

援専門員は東奔西走していたが、グループホームや地域での

トラブルが続いたことから、定まらないでいた。助言者から

は、参加者との意見交換を通じ、ご本人の行動の解釈、ポイ

ントが整理され、必要な具体の支援が明確化された。 
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・大切な家族の喪 
・介助者を うことに
よる生活の喪 

・見通しが立つと力を発揮する
・意味が理解できると熱心に継
続して取り組める

a. ATMで頻回なお金を出し入れ
b. コンビニのコーヒーをお金を
払わずに淹れてしまう

c. ゴミをひろってきて、捨てる
d. カード を拾い集める
e. GH内の物を頻繁にいじる

お父さんが亡くなって、これからど
こでどのように生活すれば いのか、
この時間をどのように過 せばよい
か、わからない。

安心できる行動（問題行動）をとる

安心して毎日過 せる環境を作る
３つの支援のポイント

そのために

助けて！のサイン

  本人が行きそうなところを定め
て、先回りして説明。コンビニに
はお金を払わない時の対応依頼。

 事象・対象物 とに手順書で伝え
る。提案は、こうすれば皆が幸せ
になりますよと、具体に。

 「ダメ」でなく「○○します」で

・いつ.どこで.何を.どれくら
い.終わったら次に何をするの
かを、意味として理解できる
ように伝えてほしい。やるこ
とがないと、不安になる
・自分の具体の役割があって、
皆に喜んでもらえると嬉しい。
 事は好き。

本人のニーズ

 自閉症の人の基本特性 

不安

① 社会のルールや 囲の人が期待す
ることを、 本人が理解できるよ
うに伝える。言葉だけではなく、
イラスト、写真なども活用。

② 通所先、ＧＨや相談支援専門員な
どが①の支援を情報共有しながら
行う。

③ 地域への働きかけで、 本人が危
険な人ではないことを理解しても
らい、 しい見守りを。

①

②
③

R3年度湘南西部圏域相談支援体制充実強化事業 湘南西部圏域事例検討会まとめ 1

・言っても聞いてく
れない（コーヒー、
ゴミ）
・触法行為で警察沙
汰に、コンビニ出禁

支援者の困り

 本人の行動をどう解 しているのか、確認が
必要。言葉だけが独り歩きして、この先の 能
性を狭めてしまう懸念あり 意。特定の物のみ
なので万引きというより、買う意味を理解して
いないと考えて い。
 本人は、やり方が分からないだけ。言葉でコ
ミュニケーションが取れているという支援者の
過信は禁物。

本人理解をより深め、支援につなげるために

買い方がわからないだけ。やり方さえ理
解できれば、想像以上にできる人。
どこまで  に説明すれば伝わるか探り
ながら、手順書を作ってみる。本にして
持ち歩けるように。カード は届け先も
明記し、カードの種 別に用意したほう
が いかも。

親せきと暮らすことが本当の願いというより、安心で
きる確認行動。その場は「そうなんですね」とさらっ
と して い。

暇な時間があると、何をして いのかわからず不
安になって、 りが困る行動につながる。GH内の
役割を作り、本人に期待感を伝えながらお願いす
る。できるようになったら、チェックリストを作
り、自分で役割を管理してもらう。土日専用版が
あってよい。風呂掃除やゴミ拾いもありうる。終
了後には職員からきちんと感謝を伝える。
「〇年〇月〇日までここで過 します、その先は
その時一緒に考えます。」と伝える。

「警察沙汰」「触法行為」 

コンビニのコーヒー、競馬新聞、カード 

県外の親せき

GHでの過 し

2R3年度湘南西部圏域相談支援体制充実強化事業 湘南西部圏域事例検討会まとめ

 本人が行きそうなところに先回りして、ぶつぶつ
独り言をつぶやいても、危害を加える方ではないと
伝えられたら い。ゴミ拾いで、地域の役に立てる
 能性もあり

地域への働きかけ
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IV . 湘南西部圏域重症心身障害児者及び 

           医療的ケアを必要とする方の支援ネットワーク活動報告 

 

1. 重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの概要  

平成 22 年度の支援検討委員会における実態調査結果から抽出した地域課題の軽

減・解消に向けて、情報交換と地域連携の強化を目的としてネットワーク活動を開

始しました。今年度は、神奈川県医療課から、横須賀・三浦圏域をモデル地域とする

「医療的ケア児等コーディネーター配置・運用検討会議」での協議の進捗状況を報

告いただき、当圏域内で検討されている市町での配置検討の参考にしていただきま

した。当圏域では、これまでの本ネットワーク活動を通じて、医療的ケア児とそのご

家族への伴走者が実質的に不在であることを地域課題としてきた経過があり、医療

的ケア児等コーディネーター（以下、「医ケア児等 Co」と表記する）がその役割を

担うことイメージして、市町配置が基本的な考え方となっています。そのため、モデ

ル地域での圏域配置と比較すると、個別支援においては、直接支援を行わない（圏域

配置：支援者への助言）か、行おうとしている（市町配置：当事者と直接関われる）

かの違いがあります（令和 4 年 3 月時点）。事務局では、前述の会議の他に、「医療

的ケア児の支援に関する市町村情報交換会」（神奈川県医療課主催）を傍聴し、情報

の収集に努めました。その他の議題では、7 月、8 月の豪雨により圏域内市町でも警

戒レベル 4 避難指示が複数箇所で発令された際の事例報告を受け、災害対策につい

て意見交換しています。またその際に、横浜重症心身障害児グループ連絡会ぱざぱ

ネットの渡邊聡美氏から提供いただいた「人工呼吸器使用者の家族の立場から」（当

事者の立場で災害対策を考える資料）を共有しています。  

表 3 令和 3 年度圏域重心・医療的ケア支援ネットワーク 参加機関名簿 

ＯＨＡＮＡの会 
病児･肢体不自由児･者･父母の会  

湘南ＨＯＮカンパニー  

平塚児童相談所 平塚保健福祉事務所 

平塚保健福祉事務所秦野センター 神奈川県立総合療育相談センター 

平塚市障がい福祉課 平塚市こども家庭課 

秦野市障害福祉課 伊勢原市障がい福祉課 

大磯町障がい福祉係 二宮町福祉・障がい者支援班 

神奈川県立平塚養護学校 神奈川県立秦野養護学校 

神奈川病院 訪問看護ステーションひかり 

つるかめ訪問看護ステーションかみおおつき  しせん相談室 

ソーレ平塚（あんしんネット） 障害児･者･家族サポート事業所 スプラウト 

ソーレ平塚地域支援センター 地域支援センターそしん 

神奈川県障害福祉課、医療課 
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２．重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワークの活動状況  

（1） 第 1 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

【主な議題と内容】 

① 医療的ケア児等コーディネーターの配置に向けた検討状況について  

神奈川県医療課から「医療的ケア児等コーディネーター配置・運用検討会

議」での協議の進捗状況について資料に基づき、説明いただく。また、市町

からは医ケア児等 Co 配置を予算化できるように委託仕様等を準備してい

ること（平塚市こども家庭課）、配置に向けて現場の支援者と意見交換を実

施したこと（秦野市障害福祉課）、配置に伴い既存の役割との整理が必要で

あること（大磯町障がい福祉係）の説明があった。  

   質疑  

⚫ 「医療的ケア児等」となっているが、児童だけで成人は含まれないか。また、

医ケア児等 Co は相談員と並行して支援を行うのか。それとも医療的ケア児

の方の支援は医ケア児等 Co のみが支援をするのか。（スプラウト） 

⇒ 『医療的ケア児等総合支援事業実施要綱』の１事業の目的に示される「人

工呼吸器を装着している児童その他の日常生活を営むために医療を要

する状態にある児童や重症心身障害児」が「医療的ケア児等」となる。

厳密に言えばこの定義に該当するが、一律に 18 歳を境に支援を途切

れさせることは望ましいとは考えない。このため、定義上 18 歳まで

が支援範囲ではあるが、18 歳以降も必要に応じて対応いただきたいと

いう趣旨でご理解いただきたい。（神奈川県障害福祉課）  

⇒ 基本的には医ケア児等 Co と相談員は一緒に支援をしていく。（神奈川

県医療課） 

⚫ 相談員はサービスを中心に組み立て、医ケア児等 Co はサービス以外の支

援者同士の情報共有をしていくという解釈でよろしいか。（秦野市障害福祉

課） 

⇒ 厚労省で医ケア児等 Co の役割については提示されていない。各地域

の課題に応じて検討していく事になっている。（神奈川県医療課）  

⇒ 医ケア児等 Co は自由度が非常に高い。各地域で令和５年までにどのよ

うに役割を定め、どのような体制を作るかを検討する時期にある。地域

毎に医療的ケア児の支援課題を整理し、それを基に検討することが大

切だ。（事務局） 

② 各機関の活動等の状況や今後の予定について  

⚫ 家族の健康状態について 

日  時 令和 3 年 9 月 10 日（金）10：00～12：00 

場  所 Zoom ミーティング 

参加人数 29 名 
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訪問看護ステーションひかりから、「肢体不自由児、者と医療ケアー児、

者をケアーする親のメンタル・健康状態に関するアンケート」（資料編ｐ

46、47）について、説明いただく。 

➢ コロナワクチン接種後、副反応で高熱が 3 日程続いたため、息子が通

所を休んだ。高熱で身体が辛いため息子の入浴は断念したが、その他

の医療的ケアや介護を行わなければならなかった。２０代の頃に比べ

ると疲れが取れない事が少し出てきている。息子が養護学校卒業後に

仕事内容を変更する必要があるか不安がある。（ОＨＡＮＡの会）  

➢ 体調が悪い時に子どもの医療的ケアや介護をどうしようか悩む。夫が

仕事で不在の時は一人で行わなければならず、子どもにうつさないよ

うに、息苦しいなかマスクをしながら行う事があった。医療的ケア児

支援法ができたが、成人は含まれないため、成人してから老人になる

までどうしたらよいか不安がある。このアンケートでは、親の体が限

界を迎えた後はどうするかという質問に「まだ考えていない」という

回答が多かった。私の場合は、体の限界後の事を早くから考え、多く

の方に子どもの介護に慣れてもらうため、子どもが中学生の頃からシ

ョートステイの利用を始めた。（湘南ＨОＮカンパニー）  

⚫ ケア付き通学支援、ホームページ開設について  

市内事業所と調整しており、更に他事業所への打診も検討している。実

費負担分の協議も進んでいる。昨年度の平塚市医療的ケア児支援分科会で、

医療的ケア児向けのページを開設することになった。どのような情報を掲

載するかアンケートを基に検討中である。（平塚市こども家庭課） 

⚫ 医療的ケア支援事業について 

4 月から開催し、幼稚園に看護師を派遣し導尿のケアを行っている。今

後は、短期入所で看護師が配置されていない時間帯に派遣し、医療的ケア

が行える。また、動ける医療的ケア児は受け入れ先が見つからないが、こ

のようなケースにも対応できると考えている。（伊勢原市障がい福祉課） 

⚫ 報酬改定後の動きについて 

これまで、重心型の児童発達支援事業では、重心以外の方は受け入れら

れなかったが、医療的判定スコアが出来たことにより、重心認定のない医

療的ケアが必要な方を事業所で受けた際に加算を付けることが出来るた

め、事業所はメリットがある。（しせん相談室）  

➢ 報酬改定後一人一人の単価が上がり、収益が増えたためとても助かっ

た。しかし、同じ利用児で同じ医療的判定スコアを使っていても、当

事業所で対応する医療的ケアに対応しない事業所があり、どこか不公

平感は残る。（スプラウト） 

⚫ 小児慢性特定疾病の受給者証対象者へのアンケートについて 

当所管内（平塚市、大磯町、二宮町、藤沢市、茅ヶ崎市、大磯町）の小
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児慢性特定疾病の受給者証対象者に更新時の面接やアンケートを行って

いるため、集計できたら案内したい。（平塚保健福祉事務所）  

⚫ 短期入所の現状について 

➢ 障害の重い方を受けるため、コロナ禍で利用を制限しなければならな

い。また、小児科の短期入所専従の医師がいない事や医療スタッフ不

足で制限が解除できないでいる。（県立総合療育相談センター） 

➢ 昨年度の利用実績は延べ 438 名であり、コロナ禍で 8 割減となった。

緊急事態宣言の発令により、短期入所の予約を取り下げさせていただ

いたが、家族からの利用希望に応えるため、緊急性が高い方は少しず

つ受け入れてきた。当院では長期入所の方と短期入所の方は同じフロ

アで対応しているので、コロナのクラスター発生の予防に努めている。

現在では受入れ時の検査で陰性を確認してから受け入れている。報酬

改定により療養介護の枠が広がった事から、有期限で受け入れている

方もいる。（神奈川病院） 

➢ 今年４月から夜間看護師を毎日配置することで、柔軟な受け入れがで

きている。ただ、ほとんどの看護師がダブルワークであり、勤務先の

病院業務でコロナ濃厚接触者になると当施設に出勤できない。その際

は、施設の常勤看護師が代わりに夜間対応するが、日中の看護師が不

足してしまうため検討が必要である。コロナ禍による受け入れ制限は

していないが、心配で利用を控える方が多い。そのような家族へは電

話で疲労度合を確認しながら様子を見ている。他事業所を利用できな

いので当事業所の短期利用日数を増やして欲しいという相談や、ワク

チン接種の副反応で介護できなくなることが心配という緊急の相談

もあった。どのケースも夜間看護師の配置があるから受け入れられて

いる。利用実績は減ってはいるが、これまでとは別のケースで利用実

績が増えている状況である。（ソーレ平塚） 

③ コロナ関連の状況 

⚫ 地域支援センターそしん 

当事業所では、マスク着用が難しい方がいるため、プログラムの中で OT

や PT の力を借りて感染予防している。重心の方の兄弟が濃厚接触者にな

ったり、学校でクラスターが発生した際には、利用者に抗原検査をしても

らい、居場所の確保を行ってきた。基本的には保健所の指導を仰いで、本

人や家族の PCR 検査や抗原検査を行い対応している。 

④ ７月、8 月の大雨に関連した当事者の方々からの相談、災害への備えに関す

る地域での動きなど 

標記資料（ｐ33）に基づき、意見・情報交換を行う。 

⚫ 災害発生時に、福祉避難所が開設された事をどう把握し、どこに避難すれ

ばよいのか等見通しがあれば教えてほしい。（湘南ＨОＮカンパニー） 
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⇒ 当市では電源確保は現在自助努力でお願いしている。避難が必要にな

った際の避難先は、地域の一次避難所であるのが現状である。福祉避

難所は、４日後に開設となる。福祉避難所は長期間の避難を想定した

居場所としての開設となるため、豪雨や台風の際の避難先としての確

保ではない。（平塚市こども家庭課） 

⚫ 人工呼吸器装着した利用者の自宅付近が浸水したため救急要請をし、2 階

への避難の援助を依頼したが、水が引き始めていたため 2 階へ移動する

ことなく済んだ。停電時は病院へ搬送を依頼している（常に入院する際の

必需品をスーツケースに準備している）。（つるかめ訪問看護ステーション

かみおおつき） 

⚫ 発電機やバッテリー等の日常生活用具の支給が他県では始まっている。東

京都足立区は正弦波インバーター発電機、ポータブル電源が上限８～１２

万円で支給される。他にも千葉県や静岡県など少なくとも９つの県での支

給があると確認できた。神奈川県内では、関係機関に尋ねたり、ホームペ

ージを調べてみたが確認できなかった（後日、情報提供により、厚木市で

R3 年 4 月から支給開始したことが判明し、会議参加者に共有）。（事務局）   

⑤ その他、共有事項 

⚫ 医療的ケア児の進路先について 

本校では圏域外の特別支援学校との間で医療的ケア児の進路先として

の秦野市内の事業所 1 か所の争奪戦になっている感がある。そのため、

「受け入れてくれる事業所があるのなら車で 1 時間位の場所でも良い」

と言う保護者もおり、秦野市外も視野に入れ、情報が欲しい。（秦野養護

学校） 

➢ 茅ヶ崎養護学校や座間養護学校から進路先が無いと問い合わせを受

ける。その中には訪問籍で人工呼吸器を使用しており、茅ヶ崎市内に

は対応できる事業所がなく、自宅から遠いが当事業所を利用したいと

いう方がいる。（スプラウト） 

⚫ 日常生活用具の支給額について 

販売されている価格と大きな開きがあるため、改定をお願いしたい。（訪

問看護ステーションひかり） 

⇒ 現時点では検討はされていない。（秦野市障害福祉課）  

➢ 長野県で特殊マットの基準額 1 万 9600 円を 3 万円に上げた市があ

った。このような課題は他の地域でも挙がっていると推測される。地

域の協議会へ課題として挙げていく必要がある。（事務局） 
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 ① ②

♦
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
に
出
勤
し
て
い
た
職
員
か
ら
、
電
話
で
安
否
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
受
給
者
証
更
新
時
期
に
併
せ
、
ま
た
、
更
新
時
期
に
併
せ
、
令
和
3
年
7
月
1
日

か
ら
8
月
3
1
日
ま
で
、
令
和
3
年
3
月
に
動
画
配
信
を
し
た
「
災
害
時
へ
の
備
え
」
に
つ
い
て
、
再
配

信
を
し
ま
し
た
。

♦
平
塚
障
が
い
福
祉
課

市
町

　
重
症
心
身
障
害
児
者
も
含
め
た
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
登
録
制
度
に
よ
り
地
元
自
治
会
や
民
生
委
員
、
消
防
な
ど
で
本
人
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し

て
お
り
、
今
回
の
大
雨
災
害
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
よ
り
対
応
が
な
さ
れ
た
た
め
、
当
事
者
の
方
々

か
ら
の
具
体
の
相
談
と
い
っ
た
動
き
は
特
段
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
大
磯
町
町
民
福
祉
部
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
神
奈
川
県
に
よ
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
新
規
指
定
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
 
想
定
区
域
の

見
直
し
等
を
踏
ま
え
た
「
大
磯
町
土
砂
災
害
・
洪
 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
担
当
課
が
新
た
に
作
成
し

た
。
R
3
.8
月
か
ら
順
次
、
障
が
い
福
祉
施
設
等
へ
配
布
予
定
で
あ
る
。

7
月
、
8
月
の
大
雨
に
関
連
し
た
当
事
者
の
方
々
か
ら
の
相
談
、

災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
地
域
で
の
動
き
な
ど

サ
ー
ビ
ス
利
用
者

専
門
相
談
機
関

♦
病
児
･
肢
体
不
自
由
児
･
者
･
父
母
の
会
　
湘
南
H
O
 
カ
ン
パ
ニ
ー

　
当
会
に
は
、
人
工
呼
吸
器
及
び
在
宅
酸
素
を
 
時
必
要
と
し
て
い
る
会
員
が
い
ま
す
。
他
に
も
重
複

し
て
吸
引
器
吸
入
器
・
 
管
栄
養
の
た
め
の
ポ
ン
プ
・
電
動
車
い
す
や
リ
フ
タ
ー
使
用
と
電
源
確
保
が

必
須
で
す
。
現
在
停
電
時
の
避
難
先
と
し
て
ソ
ー
レ
平
塚
 
に
 
協
力
を
お
願
い
し
て
、
快
く
お
引
き

受
け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
平
塚
市
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
9
か
所
名
前
が
挙
が
っ
て
い
ま
す

が
、
全
て
に
お
い
て
対
応
 
能
な
の
で
し
 
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
 
自
宅
に
近
い
避
難
所
で
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
施
設
に
 
相
談
し
た
と
こ
ろ
老
齢
者
の
避

難
所
な
の
で
と
、
盲
・
ろ
う
・
平
塚
養
護
学
校
・
湘
南
養
護
学
校
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
福
祉
避
難

所
へ
避
難
す
る
際
の
手
順
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

① ②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
 
供
事
業
所

　
ソ
ー
レ
平
塚
に
避
難
さ
れ
る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
次
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
等

の
避
難
に
関
し
て
は
、
設
備
の
問
題
が
あ
り
オ
ム
ツ
交
換
を
す
る
場
所
や
ベ
ッ
ド
が
な
い
事
が
考
え
ら

れ
避
難
し
づ
ら
い
と
話
さ
れ
て
い
る
。

♦
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
し
ん

　
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
行
政
と
確
認
。

　
医
療
的
ケ
ア
・
在
宅
重
度
の
方
々
に
対
し
て
の
電
源
の
確
保
と
提
供
。

♦
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

教
育

医
療
相
談

訪
問
看
護

♦
神
奈
川
県
立
平
塚
養
護
学
校

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
金
目
川
沿
い
の
コ
ー
ス
も
あ
り
、
 

害
に
よ
っ
て
道
路
脇
が
一
部
崩
れ
て
、
神
奈
中
バ
ス
の
バ
ス
停
が
な
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
乗
降
に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
神
奈
川
病
院

♦
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
か
り

　
人
工
呼
吸
器
、
在
宅
酸
素
は
業
者
も
変
化
し
、
モ
ニ
タ
で
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
る
よ
う
に
し
た
り
、

充
電
器
を
配
布
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
が
充
電
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
何
の
意
味
も

な
く
な
り
ま
す
。
安
心
材
料
は
増
え
ま
し
た
。
他
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
町
内
会
長
の
協
力
で
人
工
呼
吸

器
の
方
の
避
難
方
法
を
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
で
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

♦
つ
る
か
め
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
み
お
お
つ
き

　
人
工
呼
吸
器
装
 
し
た
利
用
者
の
自
宅
付
近
が
浸
 
し
た
た
め
救
急
要
 
を
し
、
2
階
へ
の
避
難
の
援

助
を
依
頼
し
た
が
、
 
が
引
き
始
め
て
い
た
た
め
2
階
へ
移
動
す
る
こ
と
な
く
済
ん
だ
。
停
電
時
は
病
院

へ
搬
送
を
依
頼
し
て
い
る
。
（
 
に
入
院
す
る
際
の
必
需
品
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
 
備
し
て
い
る
）

停
電
の
発
生
（
東
京
電
力
）
→
 
 
用
電
源
へ
の
切
り
 
え
。

近
隣
で
の
 
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
事
の
際
の
受
け
入
れ
体
制
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
夜
間
、
休
日
等
の
場
合
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
形
が
望
ま
し
い
か
。
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（2） 第 2 回重心・医療的ケア支援ネットワーク会議  

【主な議題と内容】   

① 医療的ケア児等コーディネーターの配置に向けた検討状況等について  

資料に基づき、神奈川県医療課から「医療的ケア児等コーディネーター配

置・運用検討会議」での協議の進捗状況を説明いただく。 

⚫ 神奈川県障害福祉課 

今年度の湘南西部圏域の医療的ケア児等コーディネーター養成研修修

了者は 5 名（秦野市 3 名、伊勢原市 2 名）で、累計 11 名（平塚市 1 名、

秦野市 6 名、伊勢原市 3 名、二宮町 1 名）になる。現在、医療的ケア児

支援センター設置に向けて、市町村、重心や医療的ケア児のご家族から意

見聴取した上で有識者会議を開き、庁内 11 課で構成する庁内連携会議で

報告し検討を進めている。そのメンバーである特別支援教育課では、医療

的ケア児の通学支援や特別支援学校の看護師の拡充などを検討している。 

⚫ 平塚市こども家庭課 

医ケア児等 Co の配置へ向けて研修受講をお願いしている。仕事内容が

知りたいと問い合わせがあるが、平塚市では業務内容についてまだまとま

っていない。 

⚫ 秦野市障害福祉課 

5 月、7 月に実施した医療的ケア児支援者情報交換会では、実数把握の

難しさ、看護師不足の課題が挙がった。また、医療的ケア児の協議の場が

必要であることから、11 月に秦野市障害者支援委員会に諮って、医療的

ケア児支援者情報連絡会の設置が承認された。市内の医療的ケア児は 20

名前後であるため、１ケース毎に医ケア児等 Co を中心としたチームを作

って実際の支援を行い、協議の場で意見交換、情報共有しながら進めてい

きたい。その委託方法は、意見を聞きながら役割と合わせて検討している。 

➢ 2 月に第 1 回医療的ケア児支援者情報連絡会を開催し、今後の活動内

容を決めたい。（秦野市医療的ケア児支援者情報連絡会事務局）  

⚫ 伊勢原市障がい福祉課 

12 月 7 日に医療的ケア児者等支援検討会議を開催し、医療的ケア児支

援法や当市の現状を関係者で共有した。また、当市の 3 名の研修修了者を

念頭に医ケア児等 Co の配置を考えるが、新年度に向けて伊勢原市障がい

者とくらしを考える協議会に「医療的ケア等支援部会」を新設する方向で

調整しており、その３名にもメンバーとして協力を依頼している。実数把

握は母子保健での対応が重要と考えているが、それからもれた医療的ケア

日  時 令和 4 年 1 月 22 日（金）10：00～12：00 

場  所 Web 開催（Zoom ミーティング） 

参加人数 26 名 
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が必要な障がい者手帳を持っていない方がいる。サービスを使っていない

方の実数をどのように情報共有して把握していくのか、どこが中心となっ

て行うかが課題である。今後、母子保健や学校にも参加していただいて、

全体の把握に向け一つずつ整理していきたい。医ケア児等 Co は来年度に

業務委託し、その内容は部会の中で協議する予定である。  

⚫ 大磯町障がい福祉係 

基幹相談支援センター職員が医ケア児等 Co 養成研修を修了している

（二宮町も同じ）。医ケア児等 Co の役割や機能を明確化した上で配置す

る予定である。現時点で対象となる医療的ケア児はいないが、関係部署と

支援体制等について情報共有を行い、役割を分担した。  

⚫ 二宮町福祉・障がい者支援班 

近隣市町の医ケア児等 Co に関する動向を窺い、当町でも検討を進める

必要があると考えている。 

⚫ 地域支援センターそしん 

医療的ケア児支援法について大磯町、二宮町の議会等でも関心を持って

問い合わせをいただいた。現状では、医ケア児等 Co としてではなく、相

談窓口として案内してもらっている。大磯町には医療的ケア児者の方がい

ないが、二宮町には複数おり、通学支援で看護師が放課後等デイサービス

に付き添っている。医ケア児等 Co の配置も含めた体制整備が検討されて

いる。大磯町へ平塚市からの転入する予定の医療的ケア児がいる。平塚市

と大磯町・二宮町の医ケア児等 Co、大磯町の訪問看護が集まり、チーム

が組まれている状況を目の当たりにできた。  

質疑  

⚫ 秦野市や伊勢原市は養成研修修了者が多いが、自主的に研修を受けたのか、

それとも、市から依頼したのか。（訪問看護ステーションひかり）  

⇒ 第 1 回養成研修修了者が中心となって、各事業所へ声を掛け、市か

らの推薦という形で研修を受講してもらった。（秦野市障害福祉課）  

⇒ 当初は自主的な研修と捉えていたが、設置が明確化したことから昨年

度から市町村推薦となった。3 名の研修修了者のうち、1 名が市から

受講を依頼した方で、今年度も同様である。（伊勢原市障がい福祉課）  

⚫ 医ケア児等 Co の旗振り役はかなり重要で求められることが多いはずだ

が、いずれ、専任配置を考えているか。（神奈川病院）  

⇒ 現状では、相談支援専門員を専任で行い医ケア児等 Co の業務も担う

形だ。通常の相談業務に加え、圏域との協議や研修のファシリテータ

ーも担うことで、かなりの業務量になる。業務委託は簡単だが、委託

を受けた法人が人の配置をどのように維持できるかが問題になる。人

が変わると、旗振り役も変わる可能性があり、質の担保は課題となる。
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専従が理想だが、おそらく兼務の形となり、継続した人事配置をお願

いできるか法人との交渉が必要となる。（伊勢原市障がい福祉課）  

⇒ 旗振り役となると通常の業務と合わせて負担が増えるため、県から個

人に委託する方法を検討していただければ、各市町での配置がスムー

ズに進むと思う。（秦野市障害福祉課） 

⚫ 1 ⃣医療的ケア児には医ケア児等 Co を付けるのか。2 ⃣トラブルや事故を起

こした時の責任は、個人と法人のいずれが負うのか。また、3 ⃣医ケア児等

Co への対価はどこがどれくらい払い、規程されているのか。対価が支払

われなければ、ボランティアとして行うのであって仕事としては成り立た

ないと思われる。（スプラウト） 

⇒ 1 ⃣ケースによるため、必ず付ける必要はない。2 ⃣基本的には医療的ケ

ア児の支援よりも、支援者の支援を想定しているため、トラブルや事

故は起こらないと考えているが、今後検討する。3 ⃣モデル事業では、

来年度は県の予算で委託し、報酬をお支払いする。（神奈川県医療課）  

⇒ 医ケア児の保護者の相談を受けてくれる支援者が見当たらないこと

が地域課題として整理されていることから、当圏域では、医ケア児等

Co が直接相談を受けることも想定されている。平塚市、秦野市、伊

勢原市では委託業務としての位置付けが検討されている。（事務局）  

② 災害への備え 

⚫ 7 月の平塚市医療的ケア児支援分科会の保護者座談会で、災害時のことが

気がかりだと意見をいただいたことから、平塚市災害対策課と協力して災

害対策勉強会を開催し、以下の意見交換を行った。 

➢ 災害時には福祉避難所へ避難しようと考えている  

⇒ 福祉避難所の開設は災害発生から 4 日後となるため、災害発生後

すぐに福祉避難所へは避難できない：平塚市災害対策課より 

⇒ 休校日に災害があった場合は、誰もいないため対応できないが、

開校日なら対応できる：福祉避難所となっている学校より 

➢ 避難所へ避難する際に、医療的ケア児はバギーだけでも 15 ㎏あり、

それに加え、酸素ボンベや吸引機などもあるため、1 人では運べない。

また、吸引機が 24 時間動いて音がすることや、オムツの臭いなどで、

他の避難者に迷惑をかけてしまわないか不安だ。  

➢ 経管栄養の注入物は近所では売っていないため、日ごろから通販を利

用しているが、災害時には手に入るのか。災害用にストックしておい

ても、その他にも避難する際の荷物が多くて運べないため、避難所や

市役所等で避難用として預かってもらえるところはないか。  

以上のご意見を踏まえ、平塚市やご家庭用の災害マニュアルの作成を検討

している。（平塚市こども家庭課） 
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⚫ 災害対策で、二宮町と医療的ケアのある方の電源確保を調整している。当

法人は緊急避難所となっているため、災害時の電源として太陽光発電を利

用できることを対象のご家族へアナウンスしている。（地域支援センター

そしん） 

③ 当事者家族より 

小学部の保護者からの困りごとに対して、高等部の保護者から「じきにその

生活にも慣れますよ」とアドバイスしたところ、「慣れますよはおかしくない

ですか」「大変さがあなたにわかるんですか」とアドバイスに対する不満が返

ってきた。私も子どもが小学部の頃は困りごとが多く、関係機関が開催する会

議に出席して要望をたくさん発信してきた。しかし、子どもが成長するにつれ

て困りごとを抱えながらの生活に慣れてしまい、現在は、自分が何に困り、何

をサポートして欲しいのかわからなくなった。困りごとは個別に違うが、困っ

ている保護者はたくさんいる。慣れてしまい発信をしないのではなく、困って

いる保護者から話を聞き、自分の困りごとも考え発信し続けることが大切に

感じた。私は、12 年間、様々な機関が開催する会議に出席させてもらい、様々

な立場の方の意見を聞いてきた。お金や人事の問題など、飲み込まなければい

けない部分がわかってしまい、「大変だから助けてください」ばかり言えなく

なってしまった。当事者が出席できる会議では、会議に出て慣れている保護者

も必要かもしれないが、会議に出席したことがなく困りごとを抱えている保

護者に出席してもらうのも大切だと思う。（ＯＨＡＮＡの会） 

⇒ 来年度に向けて、小さいお子さんをお持ちの保護者の方でご発信いただ

ける方がいらっしゃれば推薦していただきたい。（事務局）  

④ 各機関の取り組み状況 

⚫ 医療的ケア児のケア付き通学支援は、近隣で小田原市が実施しているため、

その要綱を参考にしている。まだ細かいことが決まっていないため、小田

原市や近隣市と情報交換しながら進めていきたい。（平塚市こども家庭課） 

⚫ 当事業所では、茅ヶ崎養護学校卒業生の利用が増えており、このままでは

再来年度には定員に達し、受け入れができなくなる。ご家族からは、茅ヶ

崎市では受け入れてもらえる事業所がないことや、利用したい事業所がな

いという話を聞く。本来なら近くに利用できる事業所があれば良いが、圏

域が違うと情報が全くない。（スプラウト） 

⇒ 他圏域の地域生活ナビゲーションセンターにこの情報を共有したい。 

（事務局） 

⚫ 母子保健委員会の小児慢性特定疾病対策部会で、平成３０年度から医療的

ケア児の医療から在宅への支援についてのワーキングを開催している。メ

ンバーは、秦野市と伊勢原市の障害福祉課、東海大学病院看護師、圏域ナ

ビであり、今年度からは医ケア児等 Co にも加わっていただいた。令和元

年度に作成した「たすかりまっぷ」と「医療的ケアが必要なお子さんのサ
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ービス一覧」の見直しに向けて、この 2 月から試行し、5 月に完成させた

い。退院時のカンファレンス後に、地域の支援者がご家族へ「たすかりま

っぷ」をお渡して一緒に記入し、自宅へ帰った後はご家族のみで記入して

もらう。秦野市と伊勢原市にはこのツールがあることを地域の支援者に認

識してもらい、さらに繋がっていけたら良い。また、ご家族に「ひとりぼ

っちではない」ことが伝われば良い。小児慢性特定疾病の受給者証の更新

時に面談やアンケートを行っている。その際に併せて、訪問看護事業所に

対して医療的ケア児の受入れ状況などのアンケートを実施しているが、ア

ンケート結果が好評だったため、その情報を活用できる形に見直したいと

考えている。（平塚保健福祉事務所秦野センター） 

 

⑤ 短期入所について 

⚫ 緊急時のみの受入から、個室管理での感染対策による 1 日 2 床の受け入

れに変更した。短期入所でも日中活動支援は重要と考えているため、感染

対策に留意しながら、個別の活動を支援している。（神奈川病院） 

⚫ 一昨年度に短期入所の居室を全て個室としたため、一部行動制限はあるが、

コロナ禍でも短期入所は継続している。感染を怖れて利用を控える方が多

く、利用実績は少なくなったが、それでも利用できるので安心できるとお

話があった。今年度 4 月から夜間帯の看護師配置により緊急時の受け入

れが可能となっているが、年末年始には、気管切開で吸引が必要な歩ける

方からの緊急受け入れの相談があり、通常より看護師や支援員を多く配置

して受け入れた。（ソーレ平塚） 

⚫ 医療的ケア児者のショートステイの調整はコロナ禍により難航しており、

病院への入院も含めて調整せざるを得ない。介護疲れや病気など、家庭の

中での重なり合った障害への対応が複数あり、行政や関係機関に相談しな

がら進めている。（地域支援センターそしん） 

⑥ ネットワーク名称の変更 

平成 23 年から現在の名称で活動してきたが、「正式名称が長くて覚えづら

い」という声を何度かいただいていたこと、また、対象を成人と児童の両方で

あることを明示する必要があることから、来年度からわかり易い新しい名称

に変更することとなった。今回会議で投票を行い、3 つの候補の中から「湘南

西部圏域重心・医療的ケア児者支援ネットワーク」が正式名称として採用され

た。 
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V . 自立支援協議会、部会等への参加状況について 

 

神奈川県障害者自立支援協議会（書面 2） 

平塚市障がい者自立支援協議会（書面 1、Web1） 

企画運営部会（対面 4、Web2） 

 精神分科会（対面４）、医療的ケア児支援分科会保護者座談会（対面 1） 

秦野市障害者支援委員会（対面３） 

相談支援事業所等連絡会（対面４、Web2）、行政との意見交換会（対面 1） 

医療的ケア児支援者情報連絡会（対面 1、Web1） 

伊勢原市障がい者とくらしを考える協議会（Web 3） 

企画運営会議（Web2）、相談支援部会（Web 6）、医療的ケア児者検討会（Web1） 

二宮町・大磯町障害者自立支援協議会（書面 1）、部会（対面 3）  

神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議（対面３） ナビ連絡会（Web３） 

湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会（書面 1） 

精神障害者地域移行・地域定着支援事業運営委員会（Web1）、事後打合せ（Web1） 

＊令和 4 年度から、秦野市・伊勢原市を対象にした標記事業が始まることが会議で発表

となったが、会議後に両市と意見交換し、調整が必要なことが確認できたため、神奈川

県へ報告。来年度に向けて、事後の打合せが開催された。新年度も継続予定。 

平塚保健福祉事務所秦野センター 地域精神保健福祉連絡協議会（書面 1） 

平塚保健福祉事務所秦野センター 保健福祉サービス連携会議母子保健委員会（Web1） 

小児特定疾病部会（Web1）、事前打ち合わせ（対面 1） 

湘南西部圏域あんしんネット支援協議会（書面 1） 

＊神奈川県からの委託費が令和 4 年度から減額されること伴い、医療的ケアを必要と

する方の緊急受け入れ対応が可能な機関としての令和 5 年度の事業実施イメージにつ

いて、圏域内市町間でのすり合わせが必要な状況にあることが確認された。そのため、

令和 4 年度早々開催される会議に、当圏域ナビも参加する予定。 

平塚児童相談所 施設入所中児童の地域移行に係る連絡会議（Web1） 

神奈川県立平塚養護学校 肢体不自由教育部門の進路に関わる連絡会（対面 1） 
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資料編  

 

⚫ 「湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会設置要綱」（ｐ41） 

⚫ 「令和３年度湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業  

事業計画」（ｐ41～43） 

⚫ 第 31 回神奈川県障害者自立支援協議会 書面会議 回答票（ｐ43～45） 

⚫  「肢体不自由児、者と医療ケアー児、者をケアーする親のメンタル・健康状

態に関するアンケート」（訪問看護ステーションひかり 2021）（ｐ46、47） 

⚫ かながわ湘南西障福ナビだより第 113 号～第 118 号（ｐ48～53） 

                                 （令和 3 年度発行分） 
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湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
設
置
要
綱

 

 （
目

 
 
的
）

 

第
1
条

 
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
設
置
要
綱
第

7
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏

域
（
以
下
、「

圏
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
相
談
支
援
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ
て
、
重
層
的
な
体
制
を

構
築
し
、
広
域
的
か
つ
専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
等
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
圏
域
自

立
支
援
協
議
会
（
以
下
、
「
協
議
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
す
る
。

 

 （
組

 
 
織
）

 

第
2
条

 
協
議
会
は
、
別
表
に
掲
げ
る
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

 

2
 
委
員
の
任
期
は
、

2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

 

3
 
委
員
は
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
協
議
事
項
）

 

第
3
条

 
協
議
会
は
、
第

1
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う
。

 

（
１
）
圏
域
に
お
け
る
相
談
支
援
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
２
）
圏
域
に
お
け
る
市
町
の
相
談
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
３
）
圏
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
資
源
に
関
す
る
こ
と

 

 （
役

 
 
員
）

 

第
4
条

 
協
議
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
く
。

 

2
 
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。

 

3
 
会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

 

4
 
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

 

 （
会

 
 
議
）

 

第
5
条

 
協
議
会
は
、
会
長
が
召
集
す
る
。

 

2
 
会
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
に
委
員
以
外
の
も
の
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
部

 
 
会
）

 

第
6
条

 
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
会
に
諮
っ
て
、
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
庶

 
 
務
）

 

第
7

条
 
協
議
会
に
係
る
庶
務
は
、
社
会
福
祉
法
人
常
成
福
祉
会

 
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室
に
お
い

て
処
理
す
る
。

 

 （
そ

 
の

 
他
）

 

第
8
条

 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

 

 付
 

 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成

1
9
年

3
月

2
8
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

付
 

 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成

2
1
年

7
月

8
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

令
和

3
年
度
湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
事
業

 

事
業
計
画
（
案
）
 

 I.
 
事
業
目
的

 

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

等
事

業
は

、
湘

南
西

部
障

害
保

健

福
祉

圏
域
（

平
塚

市
、
秦

野
市

、
伊

勢
原

市
、
大

磯
町

、
二

宮
町

）
に

お
け

る
相

談
支

援
の

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
形

成
等

を
通

じ
て

、
重

層
的

な
相

談
支

援
体

制
を

構
築

し
、

広
域

的
か

つ
専

門
的

な
支

援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
障

害
者

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 

II
. 
事
業
内
容
と
計
画

 

1
.
 
湘

南
西

部
障

害
保

健
福

祉
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

 

（
1
）

 湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
（

以
下

、
「

協
議

会
」

と
い

う
）

の
開

催
 

設
置

要
綱

に
基

づ
き

、
当

事
者

、
指

定
相

談
支

援
事

業
者

、
市

町
協

議
会

、
行

政
、

特
別

支

援
学

校
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

専
門

相
談

機
関

等
で

構
成

す
る

協
議

会
を

開
催

す
る

。
市

町
協

議
会

を
は

じ
め

と
す

る
各

機
関

、
当

事
者

活
動

か
ら

見
え

て
き

た
地

域
課

題
や

優
れ

た
取

り
組

み
を

共
有

し
、

湘
南

西
部

圏
域

と
し

て
課

題
解

決
に

む
け

て
取

り
組

み
を

進
め

る
。

 

令
和

3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

に
向

け
た

神
奈

川
県

の
方

針

を
受

け
、

年
に

2
回

の
W
e
b
開

催
と

す
る

。
た

だ
し

、
第

2
回

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

状
況

を
踏

ま
え

、
安

全
に

開
催

で
き

る
見

込
み

が
で

き
た

場
合

に
は

、

対
面

で
の

開
催

と
す

る
。

 

（
2
）

 神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

へ
の

参
画

 

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

に
参

画
し

、
協

議
会

等
で

の
地

域
課

題
や

相
談

支
援

等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
支

援
の

取
り

組
み

状
況

等
に

つ
い

て
報

告
を

行
う

。
ま

た
、
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
に

係
る

調
査

・
研

究
等

に
協

力
し

、
権

利
擁

護
部

会
に

参
画

す
る

。
 

 

2
.
 
湘

南
西

部
障

害
保

健
福

祉
圏

域
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
等

 

令
和

3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

に
向

け
た

神
奈

川
県

の
方

針

を
受

け
、

主
催

す
る

会
議

・
事

例
検

討
会

は
、

原
則

と
し

て
、

W
e
b
開

催
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
ま

ん
延

状
況

や
そ

の
他

の
状

況
を

鑑
み

、
神

奈

川
県

と
協

議
の

上
、

開
催

時
期

・
方

法
・

回
数

を
変

更
す

る
。
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（
1
）

 
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

圏
域

内
市

町
行

政
、
委

託
相

談
支

援
事

業
所

を
中

心
に

、
保

健
福

祉
事

務
所

、
発

達
障

害
者

支

援
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
で

構
成

す
る

。
湘

南
西

部
圏

域
内

市
町

の
相

談
支

援
体

制
整

備
と

人
材

育
成

の
促

進
を

目
的

に
、
地

域
で

の
取

り
組

み
や

課
題

を
共

有
し

、
解

決
に

向
け

て
協

力
し

て
取

り
組

む
。

 

①
  
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

年
2
回

（
6
月

、
1
2
月

）
の

W
e
b
開

催
と

す
る

。
 

②
  
湘

南
西

部
圏

域
事

例
検

討
会

 

湘
南

西
部

圏
域

市
町

協
議

会
の

相
談

部
会

等
と

事
例

検
討

会
を

合
同

開
催

し
、

地
域

に
お

け
る

事
例

検
討

会
の

定
着

に
よ

る
相

談
支

援
専

門
員

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

更
な

る
充

実
に

協

力
す

る
。

年
に

4
回

開
催

す
る

。
 

③
  
研

修
の

共
有

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

市
町

協
議

会
、
部

会
等

が
主

催
す

る
研

修
会

の
う

ち
、
主

催
者

か
ら

了

解
を

得
ら

れ
た

研
修

会
を

圏
域

内
の

他
の

市
町

に
共

有
す

る
こ

と
で

、
人

材
育

成
の

機
会

を

増
や

す
。

 

た
だ

し
、
令

和
3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
、
よ

り
少

な
い

人
数

で
の

開
催

が
望

ま
し

い
こ

と
か

ら
、

実
施

し
な

い
。

 

④
  
相

談
支

援
従

事
者

初
任

者
研

修
へ

の
講

師
派

遣
 

相
談

支
援

従
事

者
初

任
者

研
修

に
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

講
師

等
を

派
遣

し
、

圏
域

内
の

新
規

の
相

談
支

援
従

事
者

の
養

成
に

関
わ

る
こ

と
で

、

市
町

協
議

会
の

相
談

部
会

等
に

つ
な

が
る

き
っ

か
け

を
作

り
、

相
談

支
援

専
門

員
の

人
材

育

成
を

進
め

る
。

年
に

1
0
日

程
度

派
遣

す
る

。
 

⑤
  
相

談
支

援
体

制
充

実
強

化
事

業
 

相
談

支
援

専
門

員
か

ら
支

援
依

頼
を

受
け

、
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

が
専

門
機

関
に

よ
る

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
の

開
催

を
調

整
し

、
そ

こ
で

の
見

立

て
や

助
言

を
も

と
に

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

や
委

託
相

談
支

援
事

業
所

と
連

携
し

て
そ

の

後
の

支
援

の
伴

走
者

と
し

て
必

要
な

期
間

関
わ

る
。

令
和

3
年

度
は

新
規

で
1
事

例
対

応
す

る
。

 

（
2
）

 
重

症
心

身
障

害
児

者
及

び
医

療
的

ケ
ア

の
必

要
な

方
の

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

当
事

者
家

族
、

事
業

所
、

市
町

行
政

、
保

健
福

祉
事

務
所

、
訪

問
看

護
ス

 

テ
ー

シ
ョ

ン
等

で
構

成
し

、
平

成
2
2
年

度
の

支
援

検
討

委
員

会
実

態
調

査
結

果
か

ら
把

握
し

た
圏

域
課

題
を

は
じ

め
と

し
た

重
症

心
身

障
害

児
者

及
び

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

に
関

す
る

地
域

課
題

の
解

消
に

む
け

て
、

情
報

交
換

と
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
。

 

①
 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

年
に

2
回

（
9
月

、
1
月

）
W
e
b
開

催
す

る
。

 

②
 
医

療
機

関
懇

談
会

 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

医
療

機
関

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

事
業

者
、
保

健
福

祉
事

務
所

、
訪

問
看

護
を

中
心

に
、
市

町
行

政
、
相

談
支

援
事

業
所

、
医

師
へ

も
参

加
を

呼
び

掛
け

て
年

に
1
回

会
議

を
開

催
す

る
。

 

た
だ

し
、
令

和
3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
開

催

し
な

い
。

 

③
 
事

業
所

情
報

交
換

会
 

湘
南

西
部

圏
域

内
の

重
症

心
身

障
害

児
者

及
び

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

を
支

援
す

る
事

業
所

間
の

顔
の

見
え

る
関

係
の

構
築

に
よ

る
連

携
の

強
化

と
情

報
交

換
を

目
的

に
開

催

す
る

。
 

た
だ

し
、

令
和

3
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

の
観

点
か

ら
開

催
し

な
い

。
 

 

（
2
）

 
湘

南
西

部
圏

域
内

市
町

協
議

会
、

部
会

等
と

の
連

携
 

湘
南

西
部

圏
域

内
市

町
協

議
会

と
そ

の
部

会
、

湘
南

西
部

保
健

福
祉

圏
域

障
害

者
差

別
解

消

支
援

地
域

協
議

会
、
湘

南
西

部
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

協
議

会
、
保

健
福

祉
事

務
所

、
児

童
相

談
所

、

特
別

支
援

学
校

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
広

域
専

門
機

関
等

と
連

携
し

、
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け

て
協

働
す

る
。

 

 

3
.
 
広

報
活

動
 

（
1
）

 「
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
」

 

奇
数

月
の

末
日

に
発

行
し

、
メ

ー
ル

ま
た

は
郵

送
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

う
。

 

（
2
）

 「
湘

南
西

部
障

害
保

健
福

祉
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

活
動

報
告

書
」

 

令
和

4
年

4
月

に
令

和
3
年

度
分

を
発

行
し

、
当

事
業

の
周

知
の

た
め

関
係

機
関

に
配

布
す

る
。
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（
1
）

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

発
行

済
み

の
活

動
報

告
書

や
会

議
開

催
予

定
等

を
掲

載
し

、
情

報
を

発
信

す
る

。
 

（
h
t
t
p
s
:
/
/
j
o
u
s
e
i
.
o
r
.
j
p
/
n
a
v
i
/
）

 

以
上

                

第
31

回
神

奈
川

県
障

害
者

自
立
支

援
協

議
会

 
書

面
会

議
 

回
答

票
 

 

記
入
日
：
令
和
３
年

 
１
２
月
２
４
日

 

 

  
次
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
意
見
等
を
記
載
の
上
、
12

月
24

日
（
金
）
ま
で
に
、
事
務
局
（
神
奈

川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）
あ
て
に
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
御
提
出

く
だ
さ
い
。

 

E
-m

a
il
 

ch
ii

k
is

e
ik

a
ts

u
.s

h
ie

n
@

p
re

f.
k

a
n

a
g
a

w
a

.j
p

 

ﾌｧ
ｸｼ
ﾐﾘ
 

(0
4
5

)2
0
1

-2
0
5

1
 

 １
 

協
議
事

項
１

「
神

奈
川

県
障
が

い
福

祉
計

画
（

改
定

素
案

）」
に

つ
い

て
（

資
料

１
、

２
）

 

今
年
度
、「

神
奈
川
県
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

資
料
１
が
「
改
定
素
案
の
概
要
」、

資
料
２
が
「
改
定
素
案
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

改
定
素
案
の
内
容
等
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
い
ま
す
。

 

※
 
「
本
県
の
状
況
」
は
速
報
値
の
た
め
、
今
後
修
正
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

（
回
答
欄
）

 

項
目
名

 
御
意
見
・
御
質
問

 

１
 
基
本
理
念
等
（
資

料
２
 
１
～
11

ペ
ー

ジ
）
 

 

２
 
令
和
５
年
度
の
成

果
目
標
の
設
定
（
資
料

２
 
12
～

39
ペ
ー
ジ
）

 

（
１
）
福
祉
施
設
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

 

P1
4「

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
～
本
人

の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
要
と
な
る
相

 談
支
援
専
門
員
及
び
相
談
支

援
事
業
者
の
数
を
更
に
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

 

・
こ
の
考
え
方
は
現
実
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。
入
所
利
用
者
の
意
思
決

定
支
援
の
要
は
相
談
支
援
員
で
し
ょ
う
か
。
相
談
支
援
員
を
増
や
す
と

地
域
移
行
が
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。
入
所
施
設
は
終
の
棲
家
か
論
争
は

長
い
間
繰
り
返
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
入
所
施
設
の
ニ
ー
ズ
は
歴
然

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
出
口
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
誰
が
用
意
す
る

の
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
様
々
な
問
題
で
維
持
で
き
な
く

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

入
所
施
設
利
用
者
の
地
域
移
行
を
図
る
に
は
、
入
所
施
設
が
入
所
利
用

者
の
意
思
決
定
支
援
の
要
と
し
て
、
入
所
施
設
の
価
値
や
役
割
を
整
理

し
地
域
移
行
に
取
り
組
む
意
識
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
相
談
支
援
員
を

増
や
す
こ
と
で
は
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
ま
す
。

 

P1
5「

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
充
実
」

 

・
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に
は
地
域
住
民
の
反
対
が
根
強
く

あ
り
ま
す
。
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 〇
半
年
ご
と
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 

 

３
 
各
年
度
に
お
け
る

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
必
要
量
の
見
込

み
（
資
料
２
 

4
0
～
5
1

ぺ
ー
ジ
）
 

 

４
 
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制

の
確
保
（
資
料
２

 
5
2

～
6
1
ペ
ー
ジ
）

 

P
7
で
も
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
の
実
施

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
全
般
的
に
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
の
構
造
的
な
変
化
の
中
で
、
す
で
に
現

場
で
は
職
員
配
置
数
の
引
き
下
げ
や
事
業
の
縮
小
も
現
実
味
を
増
し
て

お
り
、
職
員
数
の
確
保
に
関
す
る
具
体
的
・
効
果
的
な
施
策
を
切
望
す

る
状
況
で
す
。
 

５
 
各
年
度
の
指
定
障

害
者
支
援
施
設
及
び
指

定
障
害
児
入
所
施
設
等

の
必
要
入
所
定
員
総
数

（
資
料
２
 
6
2
ペ
ー

ジ
）
 

 

 

項
目
名

 
御
意
見
・
御
質
問
 

６
 
県
の
地
域
生
活
支

援
事
業
の
実
施
に
関
す

る
事
項
（
資
料
２

 
6
3

～
7
5
ペ
ー
ジ
）

 

 

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
、
実
施
見
込
か
所

数
が
令
和

2
年
度
か
ら
令
和

5
年
度
ま
で

8
か
所
の
ま
ま
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
障
害
者
の
就
労
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
障
害

福
祉
圏
域
内
に
お
い
て
、
実
情
に
合
わ
せ
、
セ
ン
タ
ー
を
増
や
す
（
ま

た
は
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
出
張
所
を
設
け
る
等
）
こ
と
を
検
討
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。
 

７
 
障
が
い
保
健
福
祉

圏
域
ご
と
の
目
標
値
等

 

（
資
料
２
 
7
6
～
8
8
ペ

ー
ジ
）
 

 

８
 
計
画
の
達
成
状
況

の
点
検
・
評
価
及
び
計

画
の
見
直
し
各
（
資
料

２
 
8
9
ぺ
ー
ジ
）

 

 

９
 
そ
の
他
 

 

 

 
・
重
度
利
用
者
が
暮
ら
し
や
す
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
や
消
防
法
等
費
用
面
で
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
り
ま
す
。
市
街
地
に
隣
接

し
た
市
街
化
調
整
区
域
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
使
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。

 

 （
６
）
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
等

 

地
域
で
は
、
相
談
支
援
専
門
員
の
不
足
感
は
深
刻
で
す
。
政
令
市
を
除

く
神
奈
川
県
域
で
は
、
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。
今

の
ま
ま
で
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も
職
員
の
確
保
が
ま

ま
な
ら
な
い
中
で
、
一
定
の
勤
務
実
績
と
資
質
を
持
つ
職
員
は
な
お
増

え
に
く
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
意
思
決
定
支
援
の

全
県
展
開
を
考
え
る
と
、
相
談
支
援
専
門
員
の
数
の
確
保
と
質
の
向
上

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

成
果
目
標
達
成
の
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
更
な
る
方
策
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

 

≪
数
の
確
保
≫

 

①
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
特
定
・
障
害
児
相
談
支
援

事
業
所
の
設
置
も
成
果
目
標
に
加
え
る
。

 

②
特
定
・
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置
促
進
の
観
点
か
ら
、
委

託
・
基
幹
相
談
以
外
の
、
経
営
の
参
考
に
な
る
県
内
の
モ
デ
ル
事
業
所

や
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
事
業
所
を
紹
介
・
発
信
す
る
。

 

③
既
存
の
事
業
所
に
お
い
て
、
報
酬
改
定
に
よ
る
加
算
等
の
活
用
に
よ

る
相
談
支
援
専
門
員
の
配
置
（
常
勤
換
算
値
の
増
）
を
促
進
す
る
た

め
、
相
談
支
援
事
業
所
に
直
接
指
導
を
行
う
市
町
・
基
幹
・
委
託
を
対

象
に
し
た
、
報
酬
改
定
に
関
す
る
研
修
会
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
開
催
す
る

（
特
に
報
酬
改
定
時
）
。

 

④
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
の
就
業
状
況
調
査
に
お
け
る
就
業
実

績
割
合
が
高
い
地
域
（
事
業
所
へ
の
就
業
予
定
の
確
認
が
事
前
に
丁
寧

に
行
わ
れ
、
調
整
し
て
い
る
地
域
）
に
対
し
、
申
し
込
み
枠
の
追
加
が

認
め
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
る
。

 

≪
質
の
向
上
≫

 

⑤
相
談
支
援
専
門
員
の
実
践
力
育
成
の
た
め
、
市
町
協
議
会
・
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
事
例
検
討
会
の
開
催
回
数
を
成
果
目
標
に

加
え
る

 

⑥
圏
域
で
の
相
談
支
援
体
制
充
実
強
化
事
業
（
支
援
困
難
な
方
の
事
例

検
討
会
）
を
意
思
決
定
支
援
の
全
県
展
開
に
向
け
て
実
施
し
、
数
年
間

継
続
す
る
。
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２
 
協
議
事
項
２
「

令
和
２
年
度
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
修
了
者

 
就
業
状
況
調
査

」
等
の
結
果

に
つ
い
て
（
資
料
３

－
①
～
③
）
 

令
和
２
年
度
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
修
了
者
を
対
象
に
、
相
談
支
援
業
務
に
従
事
し
て
い
る

か
等
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
資
料
３
－
①
～
③
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
資
料
を
御
確
認

い
た
だ
き
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
い
ま
す
。

 

（
回
答
欄
）
 

項
目
名

 
御
意
見
等
 

１
 
受
講
要
件
と
し
て
、
令
和
２

年
度

又
は

３
年

度
に

相
談

支
援

業
務

に
従

事
す

る
者

に
限

定
し

て
市

町
村

か
ら

推
薦

を
受

け
て

い
ま
す
が
、
就
業
率
は
４
割
弱
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

就
業
で
き
な
い
（
し
な
い
）
理

由
と
し
て
、
法
人
の
都
合
に
よ
る

と
い

う
回

答
が

多
く

見
ら

れ
ま

し
た
が
、
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

 

全
般
的
な
人
手
不
足
と
一
定
の
勤
務
実
績
と
資
質
を
持
つ
職
員

の
計
画
的
な
異
動
が
結
果
的
に
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。

 

直
接
処
遇
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
維
持
が
優
先
に
な
っ
て
い
る
。

 

２
 

回
答

者
の

過
半

数
が

他
の

業
務
と
兼
務
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
結

果
を

ど
の

よ
う

に
考

え
ま

す
か
。

 

 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
で
の
人
材
確
保
の
難
し
さ
と
人
手
不
足

は
明
確
で
あ
り
、
更
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
費
だ
け
で
相
談
支

援
事
業
を
運
営
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

を
誰
も
が
承
知
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
然
の
結
果
と
も
言
え
ま
す
。
少
し
で
も
相
談
支

援
事
業
所
の
経
営
が
安
定
す
る
た
め
に
、
報
酬
改
定
に
よ
っ
て

新
設
さ
れ
た
加
算
や

複
数
事
業
所
に
よ
る
協
働
体
制
な
ど
の

仕

組
み
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
で
の
働
き

か
け
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
神
奈
川
県
が
支
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

３
 

研
修

修
了

者
の

就
業

率
を

高
め
る
（
相
談
支
援
専
門
員
を
増

や
す
）
た
め
、
各
段
階
で
の
必
要

な
取
組
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

相
談
支
援
事
業
所
及
び
運
営
法
人
 

 市
町
村
 

 県
 

初
任
者
研
修
修
了
者
の
中
に
、

修
了
証
を
受
け
取
っ
た
際
の
神

奈
川
県
か
ら
の
現
任

研
修
の
受
講
要
件
（
初
回
の
受
講
は
期

間

内
に

2
年
の
実
務
経
験
が
必
要
）
の
説
明
を
聞
い
て
、
更
新
で

き
な
い
と
も
ら
す
方
が
い
ま
し
た
。
未
だ
に
、
遠
い
将
来
に
向
け

て
受
講
す
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
。
更
新
要
件
の
理
解
促

進
の

た
め
に
更
な
る
周
知
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

国
 

 

 

４
 

令
和

３
年

度
に

相
談

系
サ

ー
ビ

ス
の

収
益

改
善

も
視

野
に

入
れ

た
報

酬
改

定
が

行
わ

れ
ま

し
た
が
、
資
料
３
－
②
③
の
と
お

り
、
全
体
で
約

60
0
あ
る
相
談
支

援
事
業
所
の
う
ち
、
基
準
額
よ
り

高
い
基
本
報
酬
（
機
能
強
化
型
サ

ー
ビ
ス
支
援
費
）
を
受
け
て
い
る

相
談

支
援

事
業

所
は

8
1

事
業

所
、
体
制
加
算
を
取
得
し
て
い
る

相
談
支
援
事
業
所
は

22
2
事
業

所
と
低
調
で
す
（
R3
.4
 現

在
）。

 

こ
の

理
由

と
し

て
考

え
ら

れ
る

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。
 

〇
機
能
強
化
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
支
援
費
に
関
し
て
は

、

専
従
の
相
談
支
援
専
門
員

が
多
く
な
い
こ
と
が
背
景

に

あ
る
と
推
測
で
き
る
た
め

、
複
数
事
業
所
の
協
働
体

制

に
よ
る
取
得
の
促
進
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
神
奈

川
県
か
ら
協
働
体
制
で
事

業
運
営
し
て
い
る
県
内
の

事

業
所
の
実
例
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で

紹
介
し
、
促
進

に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

体
制
加
算
で
は
、
算
定
要
件
と
な
る
研
修
名
・
開
催
日
が

分
か
り
づ
ら
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
希
望
す

れ

ば
誰
で
も
す
ぐ
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
神
奈
川
県

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
な
ど
し
て
発
信
し
て
い

た

だ
き
た
い
で
す
。

 

ま
た
、
上
記
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
情
報
の
発
信
の
み
な

ら
ず
、
迷
っ
て
い
る
事
業

者
の
相
談
を
受
け
付
け
る

こ

と
で
、
取
得
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

 〇
当
方
の
状
況
で
言
う
と

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
含
め

た

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
地
域
移
行
・

定
着
、
就
労
支
援
、
行
動
障
害
、
地
域
生
活
支
援
、
虐
待
、

触
法
、
医
療
的
ケ
ア
、
障
害
者
差
別
、
協
議
会
等
に
市
町

村
と
と
も
に
チ
ー
ム
で
検

討
、
対
応
す
る
時
間
が
割

か

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の

こ
と
が
様
々
な
悪
循
環
を

生

ん
で
い
る
や
に
感
じ
る
。

 

 〇
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
の
作
成
を
短
い

期

間
で
細
か
く
求
め
て
き
て

い
る
が
、
原
則
１
年
に

一
度

程
度
で
十
分
な
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
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社
会
福
祉
法
人

 
常
成
福
祉
会

 
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室

 

〒
2

5
9

-
1

3
0

2
神
奈
川
県
秦
野
市
菩
提

1
7

1
1

-
2

  
 

 
0

4
6

3
-
7

1
-
5

8
7

2
 

F
a

x
 0

4
6

3
-
7

5
-
3

3
7

7
 

E
-
m

a
il
：

s
o

u
d

a
n

@
j
o

u
s
e

i.
o

r
.
j
p

 

か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

3
年

5
月

3
1
日

 
第

1
1

3
号

 
 

令
和

3
年

度
湘

南
西

部
圏

域
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

（
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

）
活

動
予

定
に

つ
い

て
 

昨
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
ま

ん
延

防
止

を
背

景
に

、
神

奈
川

県
の

基
本

方
針

を
踏

ま
え

神
奈

川
県

と
ご

相
談

の
上

、
当

セ
ン

タ
ー

が
事

務
局

を
努

め
る

会
議

の
ほ

と
ん

ど
を

W
e
b

開
催

（
一

部
書

面
・

対
面

開
催

も
あ

り
）

と
し

ま
し

た
。

今
年

度
に

つ
い

て
は

、
昨

年
同

様
の

回
数

で
W

e
b

を
中

心
に

会
議

を
開

催
す

る

こ
と

で
神

奈
川

県
と

調
整

し
ま

し
た

。
各

会
議

の
開

催
予

定
は

次
の

通
り

で
す

。
 

 ⚫
 

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 

➢
 

第
1

回
 

令
和

3
年

7
月

2
8

日
（

水
）

1
4
：

0
0
～

1
6
：

0
0

 
【

W
e
b

開
催

】
 

➢
 

第
2

回
 

令
和

4
年

2
月

1
6

日
（

水
）

1
4
：

0
0
～

1
6
：

0
0

 
【

W
e
b

開
催

】
 

 ⚫
 

湘
南

西
部

圏
域

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

 

➢
 

第
1

回
 

令
和

3
年

6
月

1
1

日
（

金
）

1
0
：

0
0
～

1
2
：

0
0

 
【

W
e
b

開
催

】
 

➢
 

第
2

回
 

調
整

中
 

 

⚫
 

湘
南

西
部

圏
域

重
症

心
身

障
害

児
者

及
び

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

の
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

（
湘

南
西

部
圏

域
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）

 

➢
 

第
1

回
 

令
和

3
年

9
月

1
0

日
（

金
）

1
0
：

0
0
～

1
2
：

0
0

 
【

W
e
b

開
催

】
 

➢
 

第
2

回
 

令
和

4
年

1
月

1
4

日
（

金
）

1
0
：

0
0
～

1
2
：

0
0

 
【

W
e
b

開
催

】
 


 

医
療

機
関

懇
談

会
及

び
事

業
所

情
報

交
換

会
は

、
医

療
機

関
の

業
務

の
ひ

っ
迫

状
況

、
5

0
名

規
模

で
安

全
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

開
催

で
き

る
環

境
確

保
の

困
難

さ
か

ら
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
中

止
い

た
し

ま
す

。
ご

理
解

の
程

、
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 

昨
年

度
の

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

は
2

度
書

面
で

開
催

さ
れ

ま
し

た
が

、
今

年
度

は
対

面
で

の
会

議
開

催
に

向
け

て
調

整
さ

れ
て

い
ま

す
。

同
様

に
、

地
域

協
議

会
で

も
昨

年
度

の
経

過
を

踏
ま

え
て

書
面

開
催

か
ら

対
面

へ
の

切
り

替

え
を

検
討

し
て

い
る

地
域

も
あ

る
よ

う
で

す
。

新
年

度
に

入
っ

て
既

に
新

た
な

取
り

組
み

が
始

ま
っ

て
い

る
圏

域
内

の
地

域
は

複
数

あ
り

ま
す

が
、

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
で

は
、

会
議

な
ど

の
諸

活
動

を
通

じ
て

、
地

域
の

現
状

や
取

り
組

み
を

共
有

し
、

今
後

に
つ

い
て

皆
さ

ま
と

ご
一

緒
に

考
え

る
機

会
を

作
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

今
年

度
も

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

                                      

               神
奈
川
県
障
害
保
健
福
祉
圏
域
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
事
業

 

令
和
３
年

4
月

 

社
会
福
祉
法
人
常
成
福
祉
会

 
 

丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室

 

令
和
２
年
度

 

湘
南
西
部
障
害
保
健
福
祉
圏
域

 

地
域
生
活
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 

（
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
）

 

活
 
動

 
報

 
告

 
書

 

【
あ
と
が
き
】
職
員
の
異
動
に
よ
り
、
当
事
業
所
で
は

4
月
か
ら
か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
の
体
制
を
新
た
に
し

ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
連
日
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
接
種
が
進
み
、
皆
様
と
顔
を
合
わ
せ
て
意
見
交
換
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

令
和

元
年

～
2

年
に

か
け

て
、

神
奈

川
県

相
談

支
援

体
制

充
実

強

化
事

業
に

よ
り

、
神

奈
川

県
域

（
5

圏
域

）
で

事
例

検
討

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

そ
こ

で
挙

が
っ

た
の

は
、

直
接

支
援

に
携

わ
る

支
援

者
と

相
談

支
援

専
門

員
が

対
応

に
苦

慮
し

て
い

る
事

例
で

し
た

が
、

事
例

研
究

会
（

座
長

：
神

奈
川

県
立

保
健

福
祉

大
 
岸

川
氏

、
メ

ン
バ

ー
：

神
奈

川
県

、
5

圏
域

の
地

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）

で
は

、
そ

れ
ら

を
通

じ
て

支
援

困
難

の
意

味
や

相
談

支
援

・
対

人
援

助
の

価
値

と
役

割
な

ど
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

重
ね

ま
し

た
。

そ
し

て
、

事
例

か
ら

の
学

び
（

障
害

特
性

の
理

解
を

基
に

し
た

見
立

て
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど
）

を
共

有
し

、
現

場
で

奮
闘

す
る

相
談

支
援

専
門

員
の

方
々

を
支

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
令

和
3

年
3

月
に

事
例

集
が

発
行

さ
れ

ま
し

た
。
市

町
村

経
由

で
既

に
神

奈

川
県

域
の

す
べ

て
の

相
談

支
援

事
業

所
に

配
布

さ
れ

て
い

ま
す

。

“
Ⅲ

お
わ

り
に

 
相

談
支

援
専

門
員

の
皆

様
へ

”
で

は
、

5
圏

域
の

地
 

1
 

相
談

支
援

専
門

員
向

け
に

 

「
支

援
困

難
事

例
に

関
す

る
対

応
事

例
集

」
が

発
行

さ
れ

ま
し

た
 

「
令

和
2

年
度

湘
南

西
部

障
害

保
健

福
祉

圏
域

 

地
域

生
活

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
）

 

活
動

報
告

書
」

を
発

行
し

ま
し

た
 

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
で

は
、

毎
年

活
動

報
告

書
を

発
行

し

て
お

り
、
協

力
い

た
だ

い
て

い
る

機
関

に
お

配
り

し
て

い
ま

す
。
こ

の

活
動

報
告

書
で

は
、
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

、
湘

南
西

部
圏

域
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、
湘

南
西

部
圏

域
重

心
・
医

療
的

ケ
ア

支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

中
心

に
、
そ

の
活

動
や

協
議

の
内

容
を

、
一

部
資

料
も

交
え

て
報

告
し

て
い

ま
す

。
会

議
で

は
、
様

々
な

地
域

課
題

の
捉

え
方

や
ア

プ
ロ

ー
チ

の
報

告
も

あ
る

た
め

、
そ

う
い

っ
た

す
ば

ら
し

い
実

践
を

広
く

共
有

す
る

こ
と

と
、

更
に

様
々

な
機

関
と

連
携

を
深

め
る

こ
と

が
発

行
の

目
的

で
す

。
か

な
が

わ
湘

南
西

障
福

ナ
ビ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
tt

p
s
:/

/j
o
u

s
e
i.o

r.
jp

/
n

a
v
i/
）

の
活

動
報

告
書

欄

に
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

ご
覧

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

域
生

活
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

直
接

お
伝

え
し

た
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

デ
ー

タ
フ

ァ

イ
ル

を
ご

希
望

の
方

は
、「

神
奈

川
県

 
相

談
支

援
体

制
の

充
実

の
た

め
に

」
で

検
索

し
、

神
奈

川
県

の
該

当
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
利

用
く

だ
さ

い
。
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E
-
m

a
il
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s
o

u
d

a
n

@
j
o

u
s
e

i.
o

r
.
j
p

 

か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

3
年

7
月

3
0
日

 
第

1
1

4
号

 
 

 
 

 

昨
年

か
ら

の
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
圏

域
内

市
町

協
議

会
と

そ
の

部
会

で
は

、
ど

こ
も

思
う

よ
う

に
活

動
が

で
き

な
い

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
が

、
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
分

科
会

で
は

、
保

護
者

か
ら

の
提

案
も

あ
り

、

7
月

1
4

日
（

水
）

に
平

塚
市

役
所

で
保

護
者

座
談

会
が

対
面

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
そ

こ
で

は
、

保
護

者

が
日

頃
か

ら
感

じ
て

い
る

事
柄

に
つ

い
て

、
自

由
に

意
見

交
換

・
情

報
交

換
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
保

育
園

の

利
用

、
災

害
対

応
等

、
い

く
つ

か
話

題
が

挙
が

り
ま

し
た

が
、

レ
ス

パ
イ

ト
関

連
で

は
、

 

⚫
 

1
週

間
の

レ
ス

パ
イ

ト
利

用
中

に
、

4
回

も
病

院
に

足
を

運
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

。
 

⚫
 

1
週

間
分

の
多

量
の

荷
物

の
準

備
が

負
担

で
、

利
用

を
た

め
ら

っ
て

し
ま

う
。

3
か

月
前

の
予

約
が

必
要

な
と

こ
ろ

も
あ

り
、

利
用

し
づ

ら
い

。
 

⚫
 

汚
れ

て
し

ま
う

の
で

、
一

日
3

着
の

計
算

で
、

パ
ジ

ャ
マ

を
2

1
着

用
意

し
た

。
で

も
、

1
週

間
も

洗
わ

な
い

と
カ

ビ
が

生
え

て
し

ま
う

 
⇒

夜
逃

げ
み

た
い

だ
よ

ね
（

笑
）（

他
の

保
護

者
よ

り
）

 

⚫
 

お
願

い
し

て
利

用
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

で
、

物
を

言
い

づ
ら

い
立

場
で

は
あ

る
。

 
 

と
い

っ
た

お
話

が
あ

り
ま

し
た

。
今

後
に

向
け

て
は

、“
座

談
会

で
話

し
て

す
っ

き
り

す
る

だ
け

で
は

な
く

、

そ
れ

を
解

決
し

た
い

”、
“

こ
れ

か
ら

も
大

変
だ

と
思

う
こ

と
を

発
信

し
た

い
”、

“
専

門
家

に
私

た
ち

の
困

り

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
た

め
に

、
写

真
な

ど
を

活
用

し
て

視
覚

的
に

生
活

実
態

を
伝

え
て

い
く

工
夫

が
必

要

だ
”

な
ど

、
力

強
い

意
見

が
挙

が
り

ま
し

た
。

当
事

者
の

方
々

の
困

り
感

を
丁

寧
に

共
有

す
る

と
こ

ろ
か

ら

ス
タ

ー
ト

し
、

地
域

課
題

を
整

理
し

て
皆

で
考

え
る

、
と

い
う

こ
の

取
り

組
み

が
、

明
日

を
変

え
て

い
く

大

き
な

原
動

力
に

な
る

と
強

く
感

じ
た

座
談

会
で

し
た

。
 

平
塚

市
障

が
い

者
自

立
支

援
協

議
会

こ
ど

も
部

会
 

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

分
科

会
 

保
護

者
座

談
会

 
参

加
報

告
 

 

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

法
の

令
和

3
年

9
月

の
施

行
を

控
え

、

医
療

的
ケ

ア
児

へ
の

支
援

が
よ

り
注

目
を

集
め

て
い

ま
す

。
令

和
5

年
度

末
ま

で
に

、
各

地
域

で
「

保
健

・
医

療
・

障
害

福

祉
・

保
育

・
教

育
と

の
関

係
機

関
等

が
連

携
を

図
る

た
め

の
協

議
の

場
を

設
け

る
」
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
平

塚
市

は
“

障

害
児

の
機

能
訓

練
に

関
す

る
協

議
の

場
”
と

し
て

以
前

か
ら

そ

れ
が

設
置

さ
れ

て
い

た
県

内
で

も
珍

し
い

地
域

で
す

。
平

成

3
0

年
度

に
は

、
保

護
者

の
代

表
者

4
名

も
加

わ
り

、
平

塚
市

障
が

い
者

自
立

支
援

協
議

会
こ

ど
も

部
会

医
療

的
ケ

ア
児

支

援
分

科
会

と
し

て
再

編
さ

れ
ま

し
た

。
 

                                     

【
あ
と
が
き
】
い
よ
い
よ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
が
当
選
し
た
同
僚
を
羨
ま
し
が
っ

て
い
た
頃
が
懐
か
し
い
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
気
に
か
か
り
ま
す
が
、
死
闘
を
繰

り
広
げ
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
テ
レ
ビ
で
観
て
い
る
と
、
思
わ
ず
応
援
し
て
し
ま
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
！
ニ
ッ
ポ
ン
！
 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

た
。

 

令
和

3
年

度
第

1
回

湘
南

西
部

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
 開

催
 

伊
勢

原
市

医
療

的
ケ

ア
支

援
事

業
 

始
ま

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

成
3

0
年

度
 伊

勢
原

市
障

が
い

者
と

く
ら

し
を

考
え

る
協

議
会

 第
2

回
相

談
支

援
部

会
で

開
催

し
た

事
例

検
討

会
（

か
な

が
わ

湘
南

西
障

福
ナ

ビ
と

合
同

開
催

）
で

、
行

動
障

害
が

あ
り

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と

す
る

方
の

事
例

が
報

告
さ

れ
ま

し
た

。
事

例
提

供
者

の
相

談
支

援
専

門
員

は
、

厳
し

い
環

境
下

で
生

活
す

る

当
事

者
・

ご
家

族
を

目
の

当
た

り
に

し
な

が
ら

も
、

支
援

の
方

策
が

見
つ

か
ら

ず
大

変
苦

労
さ

れ
て

い
ま

し

た
。

検
討

の
結

果
、

残
さ

れ
た

可
能

性
が

整
理

さ
れ

、
こ

れ
か

ら
取

り
組

め
る

新
た

な
支

援
の

方
向

性
を

見

出
し

終
了

し
ま

し
た

。
た

だ
、

医
療

的
ケ

ア
を

提
供

で
き

る
事

業
所

は
決

し
て

多
く

は
な

い
上

に
、

行
動

障

害
の

方
の

支
援

の
専

門
性

が
必

要
と

な
る

と
、

利
用

で
き

る
事

業
所

を
見

つ
け

る
こ

と
は

市
外

も
含

め
て

至

難
の

業
で

あ
り

、
地

域
に

必
要

な
資

源
が

な
い

こ
と

は
明

ら
か

で
し

た
。

そ
の

た
め

、
こ

の
事

例
は

、
平

成

3
0

年
度

第
1

回
伊

勢
原

市
障

が
い

者
と

く
ら

し
を

考
え

る
協

議
会

（
及

び
H

3
0

第
1

回
湘

南
西

部
圏

域

自
立

支
援

協
議

会
）

で
地

域
課

題
と

し
て

報
告

さ
れ

、
看

護
師

を
施

設
等

に
派

遣
す

る
な

ど
、

現
実

的
な

解

決
策

の
研

究
に

つ
い

て
伊

勢
原

市
か

ら
説

明
が

あ
り

ま
し

た
。

 

 
そ

し
て

、
令

和
3

年
4

月
、

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
人

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
等

を
促

進
し

、
地

域
で

の

自
立

生
活

の
基

盤
の

形
成

と
負

担
軽

減
を

目
的

に
、

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

な
い

時
間

帯
が

あ
る

通
所

施

設
、

作
業

所
、

保
育

所
、

学
校

等
に

看
護

師
を

派
遣

し
、

医
療

的
ケ

ア
の

支
援

を
行

う
事

業
と

し
て

、「
伊

勢

原
市

医
療

的
ケ

ア
支

援
事

業
」

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
本

事
業

は
、

医
療

的
ケ

ア
児

の
み

な
ら

ず
成

人
も

対

象
で

あ
り

、
今

後
の

活
用

に
よ

っ
て

、
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

方
の

社
会

参
加

の
促

進
に

も
期

待
が

集

ま
り

ま
す

。
 

   
 

令
和

３
年

７
月

２
８

日
（

水
）
に

Z
o
o
m

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
利

用
し

て
開

催
し

ま
し

た
。

報
告

事
項

の
圏

域
内

各
市

町
・

市
町

協
議

会
の

今

年
度

の
取

り
組

み
予

定
で

は
、

重
層

的
支

援
体

制
整

備
事

業
に

関
連

す

る
取

り
組

み
が

報
告

さ
れ

ま
し

た
。「

地
域

共
生

支
援

セ
ン

タ
ー

」（
秦

野
市

）、
「

こ
と

わ
ら

な
い

相
談

窓
口

」（
二

宮
町

）
は

今
年

度
か

ら
既

に

開
始

し
て

い
る

事
業

で
、

今
後

の
展

開
に

大
き

な
注

目
が

集
ま

り
ま

す
。

医
療

的
ケ

ア
に

つ
い

て
は

、
本

誌
1

面
（

平
塚

市
）
、

2
面

上
段

（
伊

勢
原

市
）

の
内

容
の

報
告

以
外

に
も

、
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
 

   

 

 ィ
ネ

ー
タ

ー
に

関
連

し
て

、
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
者

情
報

交
換

会
（

秦
野

市
）、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
に

関
す

る
協

議
（

伊
勢

原
市

）
の

報
告

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
他

で
は

、
日

中
サ

ー
ビ

ス
支

援
型

共
同

生

活
援

助
事

業
所

の
新

設
に

伴
う

、
市

町
協

議
会

で
意

見
聴

取
の

場
を

持
つ

こ
と

に
つ

い
て

課
題

提
起

が
あ

り
、
障

害
福

祉
計

画
と

の
関

連
で

議
論

し
整

理
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

共
有

で
き

ま
し

た
。
協

議
事

項

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

へ
の

対
策

で
は

、
各

市
町

の
6

4
歳

以
下

の
障

害
の

あ
る

人
へ

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
状

況
と

在
宅

障
害

者
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

に
伴

う
困

り
ご

と
の

情
報

な
ど

に
つ

い
て

、
ま

た
、
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

の
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

、「
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

の
高

齢
者

施
設

等
に

お
け

る
当

面
の

感
染

予
防

対
策

に
つ

い
て

」（
神

奈
川

県
高

齢
福

祉
課

発
出

）
の

基
本

的
な

考
え

方
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

次
回

会
議

は
令

和
4

年
2

月
を

予
定

し
て

い
ま

す
が

、
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

の
感

染
状

況
次

第
で

、
対

面
開

催
を

検
討

す
る

予
定

で
す

。
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【
あ
と
が
き
】
9
月

21
日
（
火
）
の
中
秋
の
名
月
は
、

8
年
ぶ
り
の
満
月
で
し
た
。
前
日
の
天
気
予
報
は
曇
り
だ
っ
た

の
で
、
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
ば
っ
ち
り
見
え
ま
し
た
ね
。
来
年
は

9
月

10
日
（
土
）
で
ま
た
満
月
で
す
。
 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

第
6

期
神

奈
川

県
障

が
い

福
祉

計
画

に
つ

い
て

 

 
第

6
期

の
計

画
期

間
は

、
国

が
一

律
に

令
和

3
年

度
か

ら
5

年
度

ま
で

と
定

め
て

い
ま

す
。

神
奈

川
県

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
等

を
踏

ま
え

て

策
定

を
1

年
延

期
し

、
令

和
5

年
度

末
ま

で
の

目
標

を
令

和
3

年
度

末
ま

で
に

策
定

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

国
の

基
本

指
針

を
踏

ま
え

つ
つ

、
神

奈
川

県

が
独

自
に

推
進

す
る

「
当

事
者

目
線

の
新

し
い

障
が

い
福

祉
の

あ
り

方
」

な
ど

を

ど
の

よ
う

に
計

画
に

盛
り

込
ん

で
い

く
の

か
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

り
ま

す
。

 

本
誌

1
面

の
記

事
で

取
り

上
げ

た
会

議
に

お
い

て
、「

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の
“

等
”
に

は
、
成

人
も

含
ま

れ
る

の
か

と
い

う
質

問
が

挙
が

り

ま
し

た
。
そ

れ
を

受
け

、
神

奈
川

県
障

害
福

祉
課

か
ら

、
厚

生
労

働
省

に
確

認
し

た

結
果

と
し

て
、

以
下

の
回

答
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

「
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

“
等

”
と

は
？

 

こ
の

点
に

関
し

て
は

、
令

和
3

年
6

月
及

び
9

月
に

開
催

さ
れ

た
「

神
奈

川
県

障
害

者
施

策
審

議
会

」

で
は

、“
当

事
者

団
体

も
き

ち
ん

と
一

緒
に

な
っ

て
、

こ
の

話
を

進
め

て
い

っ
て

ほ
し

い
”

な
ど

の
意

見
を

踏
ま

え
て

、
骨

子
案

が
検

討
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

ま
た

、
令

和
3

年
7

月
に

書
面

開
催

さ
れ

た
、

「
第

3
0

回
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
」
で

は
、

計
画

に
対

す
る

意
見

が
聴

取
さ

れ
、

8
月

以
降

は
各

圏
域

協
議

会
に

対
し

て
も

追
加

し
て

意
見

を
聴

取
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

令
和

3
年

7
月

か
ら

「
当

事
者

目
線

の
障

害
福

祉
に

係
る

将
来

展
望

委
員

会
」

が
開

催
さ

れ
て

お
り

、
1

0
月

の
第

5
回

会
議

で
は

、

中
間

報
告

の
と

り
ま

と
め

が
行

わ
れ

る
予

定
で

す
。

そ
し

て
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
令

和
3

年
1

1
月

に
開

催
さ

れ
る

「
神

奈
川

県
障

害
者

施
策

審
議

会
」

に
お

い
て

、
第

6
期

神
奈

川
県

障
が

い
福

祉
計

画
の

素
案

が
報

告
さ

れ
る

見
込

み
で

す
。
本

紙
で

触
れ

た
会

議
に

つ
い

て
は

、
神

奈
川

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
議

事
録

や
会

議
資

料
が

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
ど

れ
も

大
変

参
考

に
な

る
資

料
で

す
の

で
、
ご

自
身

で
確

認
し

て
み

る
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
す

。
 

 

医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合
支
援
事
業
実
施
要
綱
の
１
事
業
の
目
的
に
示
さ
れ
る
、
 

「
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
児
童
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療
を
要
す
る
状
態
に

あ
る
児
童
や
重
症
心
身
障
害
児
」
が
「
医
療
的
ケ
ア
児
等
」
と
な
る
。
 

厳
密
に
言
え
ば
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
が
、
一
律
に

1
8
歳
を
境
に
支
援
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
は
望

ま
し
い
と
は
考
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
定
義
上

1
8
歳
ま
で
が
支
援
範
囲
で
は
あ
る
が
、
1
8
歳
以
降
も
必

要
に
応
じ
て
対
応
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
 

  医
療

的
ケ

ア
児

の
方

々
へ

の
支

援
体

制
が

整
う

こ
と

で
、

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
成

人
の

方
々

へ

も
、

様
々

な
波

及
効

果
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
 

                           
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人

 
常
成
福
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会

 
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室
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か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

3
年

9
月

3
0
日

 
第

1
1

5
号

 
 

 
今

年
7

月
3

日
、

8
月

1
4

日
の

大
雨

で
は

、
圏

域
内

市
町

で
も

警
戒

レ
ベ

ル
4

避
難

指
示

が
複

数
箇

所

で
発

令
さ

れ
、

緊
張

が
走

り
ま

し
た

。
災

害
に

関
す

る
議

題
で

は
、

当
事

者
・

ご
家

族
か

ら
、
“

災
害

発
生

時

に
自

宅
に

近
い

福
祉

避
難

所
を

利
用

で
き

る
か

”
と

い
う

質
問

や
、
“

一
次

避
難

所
は

ベ
ッ

ド
が

無
い

た
め

お

む
つ

交
換

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

の
で

避
難

先
と

し
て

利
用

し
づ

ら
い

”
と

い
っ

た
意

見
が

挙
が

り
ま

し

た
。
そ

れ
に

対
し

行
政

か
ら

は
、
一

次
避

難
所

開
設

か
ら

福
祉

避
難

所
開

設
ま

で
に

通
常

で
あ

れ
ば

概
ね

4
日

程
か

か
る

現
状

の
説

明
が

あ
り

ま
し

た
。
昨

今
の

大
雨

災
害

リ
ス

ク
と

そ
れ

に
よ

る
避

難
指

示
発

令
の

可
能

性

を
考

え
る

と
、
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

方
が

安
心

し
て

避
難

で
き

る
（

静
養

場
所

や
電

源
が

確
保

さ
れ

た
）

避
難

所
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

利
用

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
は

、
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
こ

と
を

共
有

し
て

い
ま

す
。

個
別

事
例

で
は

、
“

地
域

の
自

治
会

長
さ

ん
の

協
力

で
人

工
呼

吸
器

を
使

用
す

る
方

の
避

難
訓

練
を

計
画

し
て

い
た

が
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

実
施

で
き

て
い

な
い

”
こ

と
や

、
“

大
雨

で
人

工
呼

吸
器

を
使

用
す

る
方

の
自

宅
付

近
が

浸
水

し
始

め
た

た
め

、
自

宅
2

階
へ

の
避

難
の

援
助

を
救

急
に

依
頼

し
た

が
、

水
が

引
き

始

め
た

の
で

避
難

せ
ず

に
済

ん
だ

”
こ

と
が

報
告

さ
れ

ま
し

た
。

災
害

に
備

え
る

た
め

、
ま

ず
は

主
治

医
に

電
源

確
保

も
含

め
て

相
談

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

め
た

ほ
う

が
良

い
と

い
う

意
見

が
挙

が
っ

て
い

ま
す

。
電

源
確

保
に

関
し

て
は

、
神

奈
川

県
の

近
隣

都
県

（
東

京
都

、
千

葉
県

、
茨

城
県

、
静

岡
県

）
の

一
部

の
地

域
で

、
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
方

の
日

常
生

活
用

具
と

し
て

、
令

和
2

年
以

降
、

正
弦

波
イ

ン
バ

ー
タ

ー
発

電
機

等

の
支

給
が

始
ま

っ
て

い
る

こ
と

を
事

務
局

か
ら

報
告

し
て

い
ま

す
。

 

 
そ

の
ほ

か
、

ケ
ア

付
き

通
学

支
援

の
進

捗
、

短
期

入
所

事
業

所
の

令
和

2
年

度
実

績
と

現
状

・
課

題
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

医
療

的
ケ

ア
児

者
ご

家
族

の
健

康
状

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
名

称
変

更
案

に
つ

い
て

報
告

、
意

見
・

情
報

交
換

し
て

い
ま

す
。

 

第
1

回
湘

南
西

部
圏

域
 重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
N

W
開

催
報

告
 

 
令

和
3

年
9

月
1

0
日

（
金

）
に

Z
o
o
m

で
開

催
し

ま
し

た
。

圏
域

内
で

は
、
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
に

向

け
た

検
討

が
始

ま
っ

て
い

ま
す

が
、
今

後
の

本
格

的
な

議
論

に
向

け

て
、

神
奈

川
県

障
害

福
祉

課
、

医
療

課
か

ら
、

最
新

情
報

も
含

め
た

そ
の

現
状

に
つ

い
て

説
明

い
た

だ
き

ま
し

た
。
モ

デ
ル

地
域

で
あ

る

横
須

賀
・

三
浦

圏
域

の
「

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
・

運
用

検
討

会
議

」
で

協
議

さ
れ

て
い

る
、

医
療

的
ケ

ア
児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

果
た

す
地

域
で

の
役

割
、
担

う
業

務
、
構

築
さ

れ
る

相
談

受
付

体
制

な
ど

、
大

変
参

考
と

な
る

貴
重

な
情

報
で

し

た
。
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社
会
福
祉
法
人

 
常
成
福
祉
会

 
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
室

 

〒
2

5
9

-
1

3
0

2
神
奈
川
県
秦
野
市
菩
提

1
7

1
1

-
2

  
 

 
0

4
6

3
-
7

1
-
5

8
7

2
 

F
a

x
 0

4
6

3
-
7

5
-
3

3
7

7
 

E
-
m

a
il
：

s
o

u
d

a
n

@
j
o

u
s
e

i.
o

r
.
j
p

 

か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

3
年

1
1
月

3
0
日

 
第

1
1

6
号

 
 

宣
言

解
除

後
の

湘
南

西
部

圏
域

内
市

町
協

議
会

等
の

動
き

に
つ

い
て

 

9
月

末
の

緊
急

事
態

宣
言

解
除

後
か

ら
感

染
者

が
あ

る
程

度
抑

え
ら

れ
て

推
移

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
圏

域

内
で

も
感

染
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

様
々

な
活

動
が

対
面

開
催

を
中

心
に

再
開

し
て

い
ま

す
。

 

平
塚

市
障

が
い

者
自

立
支

援
協

議
会

で
は

、
8

月
上

旬
か

ら
感

染
の

急
拡

大
を

受
け

て
会

議
を

見
合

わ
せ

て

い
ま

し
た

が
、

1
0

月
以

降
は

、
身

体
障

が
い

者
支

援
分

科
会

、
精

神
障

が
い

者
支

援
分

科
会

、
医

療
的

ケ
ア

児

分
科

会
な

ど
が

開
催

さ
れ

、
1

2
月

に
は

企
画

運
営

部
会

、
本

会
議

（
書

面
）、

1
月

に
は

就
労

支
援

部
会

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
（

裏
面

参
照

）
が

予
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
秦

野
市

障
害

者
支

援
委

員
会

は
、

同
様

に
感

染
の

急
拡

大
を

受
け

て
8

月
の

会
議

を
中

止
し

ま
し

た
が

、
1

0
月

以
降

は
各

部
門

の
活

動
が

再
開

し
、

1
1

月
に

は
本

会
議

を
開

催
し

ま
し

た
。

こ
の

会
議

で
は

、
こ

ど
も

部
門

の
下

に
、

障
害

児
通

所
支

援
事

業
所

連
絡

会
、

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

者
連

絡
会

が
設

置
さ

れ
る

こ
と

が
承

認
さ

れ
ま

し
た

。
後

者
は

、
圏

域
内

の
市

町
協

議
会

に
紐

づ
く

医
療

的
ケ

ア
児

に
特

化
し

た
会

議
体

と
し

て
は

、
平

塚
市

に
続

き
、

2
つ

目
に

な
り

ま
す

。
伊

勢
原

市
障

が
い

者
と

く
ら

し
を

考
え

る
協

議
会

で
は

、
昨

年
度

Z
o
o
m

を
導

入
し

各
会

議
で

活
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

年
度

当
初

に
予

定
さ

れ
た

会
議

が
概

ね
予

定
通

り
に

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
1

2
月

に
は

医
療

的
ケ

ア
児

者
等

支
援

検
討

会
議

（
W

e
b
）

が
予

定
さ

れ
て

お
り

、
前

述
の

秦
野

市
同

様
新

た
な

会
議

体
が

発
足

す
る

と
言

え
ま

す
が

、
他

の
地

域
と

は
違

い
、“

者
（

成
人

）”
も

含
ま

れ
る

点
に

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

二
宮

町
・

大
磯

町

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

は
、

1
1

月
か

ら
両

町
単

独
で

の
拡

大
部

会
を

そ
れ

ぞ
れ

開
催

し
て

い
ま

す
。

協
議

会
以

外
も

同
様

で
、

保
健

福
祉

事
務

所
、

養
護

学
校

な
ど

で
地

域
関

係
者

と
の

各
種

会
議

が
開

催
さ

れ
て

い
ま

す
。

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

の
ご

担
当

者
か

ら
は

、
当

圏
域

外
で

も
様

々
な

会
議

が
一

斉
に

動
き

 

出
し

て
い

る
と

の
話

を
伺

い
ま

し
た

。
コ

ロ
ナ

感
染

の
第

6

波
が

い
ず

れ
発

生
す

る
と

懸
念

さ
れ

る
中

で
、
今

の
う

ち
に

必
要

な
取

り
組

み
を

進
め

る
べ

く
各

機
関

が
努

力
さ

れ
て

い
る

表
れ

だ
と

言
え

ま
す

。
 

当
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

で
は

、
年

度
当

初
か

ら
ほ

ぼ
全

て
の

会
議

を
W

e
b

で
開

催
す

る
予

定
で

お
り

、
現

在
の

感

染
の

推
移

を
受

け
て

、
相

談
支

援
／

重
心

・
医

療
的

ケ
ア

の

２
つ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
の

対
面

開
催

を
検

討
し

ま
し

た
が

、
現

状
で

は
断

念
し

ま
し

た
。
第

2
回

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
に

つ
い

て
は

、
年

末
ま

で
に

判
断

す
る

予
定

で
す

 

                                     

第
6

期
障

害
福

祉
計

画
（

第
2

期
障

害
児

福
祉

計
画

）
の

基
本

指
針

に
は

、
新

た
な

項
目

が
追

加
さ

れ
て

お

り
、

そ
の

う
ち

の
1

つ
に

「
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

」
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
成

果
目

標
は

、
 

「
令

和
5

年
度

末
ま

で
に

、
市

町
村

又
は

圏
域

に
お

い
て

、
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

に
向

け
た

取
 

組
の

実
施

体
制

を
確

保
す

る
」

 

で
あ

り
、

活
動

指
標

は
 

①
障

害
の

種
別

や
各

種
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
総

合
的

・
専

門
的

な
相

談
支

援
の

実
施

 

②
地

域
の

相
談

支
援

事
業

者
に

対
す

る
訪

問
等

に
よ

る
専

門
的

な
指

導
助

言
 

③
地

域
の

相
談

支
援

事
業

者
の

人
材

育
成

の
た

め
に

行
う

支
援

の
実

施
 

④
地

域
の

相
談

支
援

事
業

者
と

の
連

携
強

化
の

取
組

の
実

施
 

で
す

。
 

本
紙

第
1

1
5

号
で

お
伝

え
し

た
通

り
、

第
6

期
神

奈
川

県
障

が
い

福
祉

計
画

は
、

間
も

な
く

素
案

が
示

さ

れ
る

予
定

で
す

。
1

2
月

初
め

に
開

催
予

定
の

神
奈

川
県

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

（
書

面
開

催
）

で
は

、
委

員

に
対

し
て

素
案

へ
の

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

る
見

込
み

で
、

当
圏

域
協

議
会

で
も

委
員

の
方

々
へ

素
案

を
お

示
し

し
、

改
め

て
意

見
を

募
る

予
定

で
す

。
ま

た
更

に
、

こ
の

素
案

の
“

相
談

支
援

体
制

の
充

実
・

強
化

等
”

の
項

目

に
つ

い
て

は
、

1
2

月
8

日
に

開
催

す
る

湘
南

西
部

圏
域

相
談

支
援

N
W

会
議

の
中

で
意

見
交

換
し

、
当

圏
域

自
立

支
援

協
議

会
か

ら
の

意
見

と
併

せ
て

神
奈

川
県

に
報

告
す

る
予

定
で

す
。
圏

域
内

市
町

に
目

を
移

す
と

、
現

在
平

塚
市

と
秦

野
市

が
第

6
期

障
害

福
祉

計
画

を
策

定
中

で
、

伊
勢

原
市

、
大

磯
町

、
二

宮
町

は
昨

年
度

に
策

定
済

み
で

す
。

そ
こ

で
、

前
述

の
相

談
支

援
N

W
会

議
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

“
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

”
の

施
策

実
施

に
向

け
て

、
ま

ず
は

現
状

の
相

談
支

援
体

制
上

の
課

題
に

つ

い
て

共
有

し
、
意

見
交

換
を

行
う

予
定

で
す

。
相

談
支

援
専

門
員

が
あ

ま
り

増
え

な
い
（

圏
域

内
市

町
で

は
微

増

も
し

く
は

横
ば

い
）
中

で
、
相

談
支

援
体

制
の

充
実

強
化

が
決

し
て

容
易

で
は

な
い

こ
と

は
明

ら
か

で
す

が
、
意

見
交

換
に

よ
っ

て
私

た
ち

の
努

力
の

方
向

性
を

見
出

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

 
 

  

相
談

支
援

体
制

の
充

実
強

化
と

第
6

期
障

害
福

祉
計

画
 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

【
あ
と
が
き
】
本
紙
第

1
1
5
号
（
前
号
）
1
面
の
「
第

1
回
湘
南
西
部
圏
域
 
重
心
・
医
療
的
ケ
ア
支
援

NW
開
催
報
告
」
の
記

事
の
中
で
、
近
隣
都
県
で
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
方
へ
日
常
生
活
用
具
と
し
て
発
電
機
の
支
給
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
も
厚
木
市
が
令
和

3
年

4
月

1
日
か
ら
、
人
工
呼
吸
器
用
自
家
発
電
機
、
人
工

呼
吸
器
用
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
の
支
給
を
開
始
し
た
と
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
災
害

対
策
で
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
様
な
優
れ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
紙
面
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

障
が

い
者

就
労

支
援

セ
ミ

ナ
ー

 

日
時

：
令

和
4

年
１

月
３

１
日

（
月

）
1

4
:0

0
-
1

6
:0

0
 

／
 

場
所

：
平

塚
市

保
健

セ
ン

タ
ー

 
２

F
 

講
堂

 

主
催

：
平

塚
市

障
が

い
者

自
立

支
援

協
議

会
・

就
労

支
援

部
会

、
障

が
い

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

 
サ

ン
シ

テ
ィ

 

内
容

：
近

年
、

企
業

に
お

い
て

障
が

い
の

あ
る

方
を

雇
用

す
る

取
り

組
み

が
進

ん
で

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
中

で
ど

の
 

よ
う

に
雇

用
を

し
た

ら
よ

い
の

か
、

雇
用

管
理

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

迷
わ

れ
て

い
る

企
業

様
は

多
い

と
思

い

ま
す

。
そ

こ
で

こ
の

度
、

障
害

の
あ

る
方

を
積

極
的

に
戦

力
と

し
て

雇
用

さ
れ

て
い

る
「

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
 

ロ
ー

ズ
ヒ

ル
東

八
幡

」
施

設
長

と
職

員
の

方
を

講
師

に
お

招
き

し
て

、
事

例
を

含
め

て
取

り
組

み
を

ご
紹

介
い

た

だ
く

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
企

業
の

方
だ

け
で

は
な

く
、

支
援

者
の

方
、

当
事

者
の

方
に

と
っ

て
も

参
考

と
な

る

こ
と

間
違

い
な

し
で

す
。

是
非

奮
っ

て
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

申
し

込
み

：
近

日
中

に
配

布
さ

れ
る

チ
ラ

シ
の

裏
面

に
必

要
事

項
を

記
入

し
て

F
A

X
で

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。
チ

ラ
シ

の
入

手
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

は
、

平
塚

市
障

が
い

福
祉

課
、

ま
た

は
、

サ
ン

シ
テ

ィ
ま

で
。

 

 

研
修
の
お
知
ら
せ
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令

和
3

年
1

2
月

８
日
（

水
）
に

第
2

回
会

議
を

W
e
b

開
催

し
ま

し
た

。
 

 
前

号
で

も
お

伝
え

し
た

通
り

、
障

害
福

祉
計

画
の

基
本

指
針

に
“

相
談

支
援

体
制

の
充

実
・

強
化

等
”
が

新
た

に
追

加
さ

れ
、

全
国

的
に

取
り

組
む

べ
き

課
題

と
し

て
明

示
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
て

、
現

在
策

定
中
（

一
部

策
定

済
み

）
の

神
奈

川
県

、
圏

域
内

市
町

の
計

画
内

容
を

踏
ま

え
つ

つ
、
改

め
て

地
域

課
題

と
捉

え
直

し
て

意
見

交
換

し
ま

し
た

。
現

状
認

識
で

は
、「

相
談

支
援

事
業

所
、

相
談

支
援

専
門

員
が

増
え

て
お

ら
ず

、
不

足
し

て
い

る
」、
「

地
域

内
に

新
規

計
画

相
談

に
応

じ
る

余
力

が
な

い
」
、
「

新
規

の
計

画
相

談
ケ

ー

ス
に

委
託

相
談

支
援

事
業

所
が

や
む

な
く

対
応

し
て

い
る

 

が
、

状
況

が
落

ち
着

い
て

か
ら

も
特

定
相

談
支

援
事

業
所

へ
引

き
継

げ
ず

、
数

が
増

え
続

け
て

業
務

を
圧

迫
し

て
い

る
」

と
い

う
点

が
、

ほ
ぼ

共
通

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
ら

を
背

景
に

、「
計

画
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
追

わ
れ

る
中

で
、

意
思

決
定

支
援

の
全

県
展

開
が

正
直

不
安

だ
」

と
い

う
声

も
聞

か
れ

ま
し

た
。

 

 
今

後
の

対
策

で
は

、
相

談
支

援
事

業
所

、
相

談
支

援
専

門
員

を
増

や
す

た
め

の
ア

イ
デ

ィ
ア

と
し

て
、

 

①
 

障
害

児
者

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
所

の
事

業
申

請
を

受
け

る
際

に
、

市
町

行
政

が
相

談
支

援
事

業
所

開
設

を
勧

奨
す

る
。（

圏
域

内
で

相
談

支
援

事
業

所
の

開
所

に
つ

な
が

っ
た

事
例

が
複

数
あ

り
）

 

②
 

小
規

模
で

優
良

な
相

談
支

援
事

業
所

の
経

営
基

盤
を

強
化

す
る

た
め

、
複

数
事

業
所

の
協

働
体

制
を

促
進

し
、
機

能
強

化
型

サ
ー

ビ
ス

利
用

支
援

費
の

取
得

を
可

能
と

す
る
（

た
だ

し
、
地

域
生

活
支

援
拠

点
に

位
置

づ
く

こ
と

が
必

要
）
。

そ
の

た
め

に
、

市
町

部
会

等
で

説
明

の
機

会
を

設
け

る
。

 

③
 

報
酬

改
定

の
内

容
理

解
が

不
十

分
な

可
能

性
も

あ
る

た
め

、
既

存
の

わ
か

り
や

す
い

資
料

を
活

用
す

る
な

ど
し

て
、

普
及

啓
発

に
努

め
、

相
談

支
援

事
業

所
が

加
算

な
ど

を
取

得
し

や
す

く
す

る
。

 

④
 

負
担

軽
減

に
よ

っ
て

本
来

業
務

へ
集

中
で

き
る

環
境

を
作

る
こ

と
を

目
的

に
、

障
害

支
援

区
分

認
定

調
査

の
相

談
支

援
事

業
所

以
外

へ
の

委
託

を
検

討
す

る
。

 

⑤
 

相
談

支
援

従
事

者
初

任
者

研
修

の
就

業
率

が
高

い
地

域
に

、
申

し
込

み
追

加
枠

を
設

定
し

、
就

業
予

定

の
人

を
拾

い
上

げ
易

く
す

る
。

 

な
ど

、
複

数
の

意
見

が
あ

が
り

ま
し

た
。

会
議

終
了

後
に

そ
れ

ら
を

と
り

ま
と

め
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
で

共
有

し
て

い
ま

す
。
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

は
、
神

奈
川

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会
（

書
面

開
催

）
へ

の

回
答

書
で

第
6

期
神

奈
川

県
障

が
い

福
祉

計
画

（
改

定
素

案
）

へ
の

意
見

と
し

て
報

告
し

ま
し

た
。
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障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

4
年

1
月

3
1
日

 
第

1
1

7
号

 
 

第
2

回
 圏

域
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 

開
催

 

                                    

 
令

和
4

年
1

月
1

4
日

（
金

）
に

、
第

2
回

会
議

を
W

e
b

開
催

し
ま

し
た

。
本

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
正

式

名
称
「

重
症

心
身

障
害

児
者

及
び

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

の
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
は

、
平

成
2

3
年

度
に

ス
タ

ー
ト

し
て

以
来

変
わ

ら
ず

に
用

い
て

き
た

愛
着

の
あ

る
名

称
で

す
が

、“
も

う
少

し
短

い
方

が
覚

え

や
す

い
”

と
い

う
ご

意
見

や
、

昨
今

の
医

療
的

ケ
ア

児
へ

の
注

目
が

集
ま

る
一

方
で

、
成

人
の

方
も

本
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

の
支

援
対

象
で

あ
る

こ
と

の
明

示
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

第
1

回
会

議
か

ら
検

討
を

開
始

し
、

今
回

会
議

で
3

つ
の

候
補

の
中

か
ら

決
定

し
ま

し
た

。
 

新
し

い
正

式
名

称
は

、「
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
児

者
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

で
す

。
 

本
記

事
の

タ
イ

ト
ル

で
も

使
っ

て
い

る
略

称
に

“
児

者
”

を
い

れ
た

も
の

が
正

式
名

称
と

し
て

採
用

さ
れ

ま

し
た

。
来

年
度

か
ら

使
用

開
始

し
ま

す
の

で
、

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
そ

の
他

の
議

題
で

は
、

神
奈

川
県

医
療

課
、

障
害

福
祉

課
か

ら
、

横
須

賀
三

浦
圏

域
で

の
医

療
的

ケ
ア

児

等
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
・

運
用

検
討

会
議

で
の

検
討

結
果

を
報

告
い

た
だ

き
ま

し
た

。
ま

た
、

そ
れ

を

受
け

て
、

圏
域

内
市

町
か

ら
も

同
様

に
検

討
状

況
を

報
告

い
た

だ
き

、
令

和
5

年
度

頃
か

ら
の

配
置

を
目

標

に
掲

げ
て

い
る

地
域

が
多

い
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
所

か
ら

は
、

近
く

に
養

護
学

校

卒
業

後
の

通
所

先
が

な
く

、
遠

い
こ

と
を

承
知

で
他

圏
域

か
ら

通
所

を
希

望
す

る
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す

る
お

子
さ

ん
・

ご
家

族
が

増
え

て
お

り
、

来
年

度
で

受
入

れ
枠

が
い

っ
ぱ

い
に

な
る

と
報

告
が

あ
り

ま
し

た
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

当
圏

域
だ

け
で

は
解

決
で

き
な

い
広

域
の

課
題

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

事
務

局
が

他
圏

域

と
課

題
を

共
有

し
て

い
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
他

、
保

護
者

の
方

か
ら

の
当

事
者

と
し

て
の

大
切

な

役
割

に
つ

い
て

の
発

信
、

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
（

ソ
ー

レ
平

塚
）

で
の

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
方

の
年

末

年
始

の
緊

急
短

期
入

所
受

入
れ

や
平

塚
養

護
学

校
の

肢
体

不
自

由
教

育
部

門
 
進

路
に

関
わ

る
連

絡
会

の
報

告
な

ど
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

熱
の

こ
も

っ
た

各
機

関
か

ら
の

実
践

報
告

が
続

き
ま

し
た

。
こ

れ
だ

け
の

方
が

真

摯
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
を

改
め

て
実

感
し

、
力

を
分

け
て

い
た

だ
い

た
気

持
ち

に
な

り
ま

し
た

。
 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

【
あ
と
が
き
】
当
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
既
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、

1
月

24
日
（
月
）
に
丹
沢
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

ホ
ー
ム
（
生
活
介
護
・
施
設
入
所
支
援
）
、
花
鳥
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
居
宅
介
護
）
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野
セ
ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
、
秦
野
市
に
ご
指
導
を

賜
り
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
当
法
人
の
事
業
所
及
び
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
、
ご

家
族
様
、
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
多
大
な
る
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

第
2

回
重

心
・

医
療

的
ケ

ア
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
 開

催
 

令
和

３
年

度
 
専

門
コ

ー
ス

別
研

修
「

権
利

擁
護

」
 

虐
待

リ
ス

ク
と

そ
の

対
応

を
考

え
る

 
日

 
時

 
：

令
和

 
4

年
 
２

 月
 
2

8
日

（
月

）
 
9
：

3
0

 ～
1

7
：

3
0

 

方
 

法
 

：
Z

O
O

M
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
 

主
 

催
 

：
特

定
非

営
利

活
動

法
人

 
か

な
が

わ
障

が
い

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

従
事

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

K
C

N
）

 

内
 

容
 

：
相

談
支

援
専

門
員

と
し

て
、

日
々

利
用

者
の

地
域

生
活

を
支

援
す

る
中

で
、

無
意

識
に

利
用

者
の

権
 

利
を

侵
害

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
神

奈
川

県
に

お
け

る
権

利
擁

護
の

取
り

組
み

や
、

障
害

 

の
あ

る
方

の
侵

害
さ

れ
や

す
い

権
利

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
、

虐
待

に
つ

な
が

る
芽

を
摘

む
視

点
、

 

そ
の

対
応

に
つ

い
て

講
義

と
演

習
で

学
び

を
深

め
ま

す
。

 

講
 

師
 

：
行

實
志

都
子

氏
 

／
 

受
講

費
 

：
2

0
0

0
円

 

申
し

込
み

：
K

C
N

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

チ
ラ

シ
及

び
申

込
用

紙
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

記
入

し
、

初
任

者
研

修
 

修
了

証
又

は
現

任
研

修
を

修
了

し
て

い
る

方
は

最
新

の
現

任
研

修
修

了
証

の
コ

ピ
ー

を
添

付
し

て
郵

 

送
（

郵
送

の
み

の
受

付
）
。

〆
切

：
令

和
４

年
２

月
1

4
日

(月
)1

7
時

必
着

、
詳

細
は

チ
ラ

シ
参

照
。
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か
な

が
わ

湘
南

西
 

 

障
福

ナ
ビ

だ
よ

り
 

 
 

 
令
和

4
年

3
月

3
1
日

 
第

1
1

8
号

 
 

 
令

和
4

年
2

月
1

6
日

（
水

）
に

第
2

回
協

議
会

を
W

e
b

で
開

催
し

ま
し

た
。

各
機

関
か

ら
今

年
度

の
振

り
返

り
と

来
年

度
の

予
定

に
つ

い
て

、
報

告
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

 

 
平

塚
市

で
は

、
特

別
支

援
学

校
と

あ
り

が
と

う
運

営
協

議
会

が
中

心
と

な
っ

て
、

生
徒

と
保

護
者

を
対

象
に

、
対

面
で

福
祉

事
業

所
合

同
説

明
会

を
開

催
し

て
き

ま
し

た
。

現
在

は
、

秦
野

市
、
伊

勢
原

市
で

も
同

様
の

取
り

組
み

が
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
事

業
所

紹
介

を
Y

o
u

T
u

b
e

で
限

定
配

信
し

ま
し

た
が

、
コ

ン
テ

ン
ツ

を
有

効
活

用
し

、
積

極
的

に
情

報
を

発
信

す
る

た
め

、
平

塚
市

役
所

本
館

1
階

の
福

祉
シ

ョ
ッ

プ
あ

り
が

と
う

の
店

頭
に

液
晶

モ
ニ

タ
ー

を
設

置
し

、
就

 

労
に

向
け

て
の

取
り

組
み

な
ど

、
活

き
活

き
と

し
た

障
害

当
事

者
の

方
々

の
活

動
の

様
子

を
映

し
出

し
て

い

ま
す

。
伊

勢
原

市
で

は
、

伊
勢

原
市

障
が

い
者

と
く

ら
し

を
考

え
る

協
議

会
の

就
労

支
援

部
会

に
お

い
て

、

産
業

能
率

大
学

柴
田

ゼ
ミ

と
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
協

定
を

結
び

、
学

生
が

事
業

所
を

訪
問

し
、

事
業

所
紹

介

動
画

を
作

成
し

ま
し

た
。

協
議

会
で

は
そ

の
一

部
を

上
映

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
 

地
域

生
活

支
援

拠
点

は
、

少
し

ず
つ

整
備

が
進

ん
で

い
ま

す
。

秦
野

市
地

域
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ぱ
れ

っ
と

・
は

だ
の

」
で

は
、

令
和

４
年

度
か

ら
、

緊
急

時
受

け
入

れ
を

希
望

す
る

障
害

者
（

登
録

制
）

に
対

し

て
、

休
日

夜
間

を
問

わ
ず

電
話

に
よ

る
相

談
対

応
を

お
こ

な
い

ま
す

。
電

話
を

受
け

た
「

ぱ
れ

っ
と

・
は

だ

の
」

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

、
事

前
に

登
録

し
た

短
期

入
所

先
と

緊
急

受
け

入
れ

に
向

け
た

各
種

調
整

を

開
始

し
ま

す
。

圏
域

全
体

で
は

、
事

前
に

登
録

し
た

医
療

的
ケ

ア
の

あ
る

方
を

対
象

に
緊

急
時

の
受

け
入

れ

を
行

う
機

関
と

し
て

、
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

【
ソ

ー
レ

平
塚

】
が

あ
り

ま
す

（
令

和
3

年
度

は
ほ

ぼ
毎

日
夜

間

看
護

師
配

置
実

績
あ

り
）
。
神

奈
川

県
は

、
市

町
で

の
地

域
生

活
支

援
拠

点
の

整
備

が
進

む
中

で
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

事
業

の
見

直
し

を
進

め
て

お
り

、
令

和
4

年
度

か
ら

委
託

費
が

減
額

と
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後

の
圏

域
内

で
の

医
療

的
ケ

ア
の

あ
る

方
の

緊
急

時
の

受
け

入
れ

体
制

に
つ

い
て

、
早

急
に

見
通

し
を

つ
け

る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

本
会

議
で

共
有

し
て

い
ま

す
。

そ
の

他
、

二
宮

町
か

ら
は

高
齢

介
護

課
の

「
こ

と
わ

ら

な
い

相
談

窓
口

」
に

お
い

て
毎

月
1

0
0

件
近

い
相

談
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
こ

と
、

秦
野

市
社

会
福

祉
協

議

会
か

ら
は

農
福

連
携

の
実

績
を

報
告

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

 
令

和
4

年
度

に
向

け
て

は
、

大
磯

町
を

は
じ

め
と

す
る

行
政

か
ら

、
障

害
者

計
画

の
策

定
に

向
け

た
ア

ン

ケ
ー

ト
調

査
実

施
、

伊
勢

原
市

か
ら

は
児

童
に

続
い

て
、

身
体

、
知

的
分

野
の

委
託

相
談

支
援

事
業

の
開

始

に
つ

い
て

ア
ナ

ウ
ン

ス
が

あ
り

ま
し

た
。

 

 第
2

回
湘

南
西

部
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

 
W

e
b

開
催

 

                              

化
さ

れ
た

こ
と

に
起

因
し

て
い

ま
す

。
た

だ
、

現
に

入
所

し
て

い
る

方
が

退
所

さ
せ

ら
れ

る
こ

と
が

無
い

よ

う
、

み
な

し
規

定
を

設
け

、
平

成
2

9
年

、
令

和
2

年
に

そ
れ

を
延

長
し

て
き

ま
し

た
。

結
果

と
し

て
移

行

支
援

は
十

分
に

進
ま

ず
、

多
く

の
方

が
障

害
児

入
所

施
設

に
留

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

全
国

的
な

課
題

に
な

っ

て
い

ま
す

。
 

神
奈

川
県

で
は

、
対

象
児

童
の

高
校

2
年

生
1

学
期

を
目

安
に

児
童

相
談

所
か

ら
援

護
の

実
施

市
町

村
に

福
祉

事
務

所
通

知
が

発
出

さ
れ

、
移

行
支

援
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

す
。

本
会

議
は

、
平

成
2

8
年

か
ら

年
に

1

回
程

度
開

催
さ

れ
て

お
り

、
今

回
は

以
下

の
意

見
が

挙
が

り
ま

し
た

。
 

⚫
 福

祉
事

務
所

通
知

が
届

い
て

か
ら

認
定

調
査

を
始

め
る

が
、

そ
の

時
点

で
「

初
め

ま
し

て
」

の
挨

拶

を
し

て
、

情
報

が
十

分
揃

わ
な

い
ま

ま
時

間
が

経
過

し
て

い
く

こ
と

が
あ

る
。（

市
町

行
政

）
 

⚫
 移

行
先

が
見

つ
か

ら
な

い
ま

ま
施

設
を

退
所

し
、

や
む

な
く

精
神

科
病

院
で

受
け

入
れ

て
も

ら
い

、

現
在

も
施

設
を

探
し

て
い

る
方

が
い

る
が

、
加

齢
児

に
は

カ
ウ

ン
ト

さ
れ

て
い

な
い

。（
市

町
行

政
）
 

⚫
 コ

ロ
ナ

禍
で

滞
っ

て
い

る
。

本
人

の
意

向
確

認
が

大
切

だ
。
（

委
託

相
談

支
援

事
業

所
）

 

⚫
 強

度
行

動
障

害
の

あ
る

方
の

移
行

支
援

は
難

し
い

。
県

立
施

設
の

役
割

発
揮

に
期

待
し

た
い

。（
委

託

相
談

支
援

事
業

所
）

 

⚫
 支

援
の

受
け

皿
が

な
い

と
い

う
現

実
が

あ
る

。
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
沢

山
出

来
て

い
る

が
、

支
援

の

質
が

伴
っ

て
い

な
い

と
こ

ろ
も

見
ら

れ
る

。（
委

託
相

談
支

援
事

業
所

）
 

 
 

 
 

…
な

ど
 

 
県

障
害

サ
ー

ビ
ス

課
か

ら
は

、
以

下
の

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
 

⚫
 国

は
令

和
3

年
1

月
～

7
月

に
「

障
害

児
の

新
た

な
移

行
調

整
の

枠
組

み
に

向
け

た
実

務
者

会
議

」

を
開

催
し

、
8

月
の

報
告

書
で

は
、

都
道

府
県

に
よ

る
新

た
な

移
行

調
整

の
枠

組
み

と
し

て
、

都
道

府
県

を
責

任
主

体
と

し
て

協
議

の
場

を
設

け
る

こ
と

、
成

人
サ

ー
ビ

ス
へ

の
移

行
が

困
難

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

児
童

相
談

所
、

相
談

支
援

事
業

所
、

障
害

児
入

所
施

設
等

の
協

力
の

下
で

移
行

調
整

を
進

め
る

（
移

行
先

が
あ

る
程

度
決

ま
っ

て
き

た
段

階
で

、
移

行
後

の
支

給
決

定
主

体
（

市
町

村
）

へ
引

き
継

ぐ
）

こ
と

な
ど

が
示

さ
れ

た
。

 

⚫
 神

奈
川

県
に

お
い

て
は

、
県

主
催

で
こ

の
協

議
の

場
の

キ
ッ

ク
オ

フ
会

議
を

年
度

内
に

開
催

し
、

来

年
度

か
ら

は
定

期
的

に
開

催
し

議
論

す
る

。
障

害
児

施
設

だ
け

で
議

論
す

る
の

で
は

な
く

、
成

人
サ

ー
ビ

ス
で

ど
う

受
け

止
め

る
の

か
と

い
っ

た
広

い
議

論
が

必
要

。
ま

た
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

設
置

促
進

に
よ

り
整

備
が

進
ん

だ
が

、
地

域
移

行
者

は
増

え
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

ど
う

す
れ

ば
重

度
の

方
が

利
用

で
き

る
の

か
研

究
し

て
い

き
た

い
。

 

 
来

年
度

か
ら

新
た

な
協

議
の

場
で

の
議

論
が

始
ま

る
こ

と
で

、
対

象
と

な
る

方
を

中
心

と
し

た
支

援
が

更

に
深

ま
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

当
圏

域
内

で
の

新
た

な
動

き
な

ど
が

あ
れ

ば
、

本
紙

で
も

引
き

続
き

報

告
し

ま
す

。
 

 

か
な
が
わ
湘
南
西
障
福
ナ
ビ
だ
よ
り

 
 

 

【
あ
と
が
き
】
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
災
害
へ
の
備
え
は
電
源
確
保
が
大
き
な
壁
で
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
等
は

高
額
で
一
般
家
庭
が
準
備
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
磯
町
で
は
、
町
と
し
て
災
害
対
策
を
進
め
る
際
に
、

福
祉
避
難
所
に
お
い
て
医
療
的
ケ
ア
等
を
必
要
と
す
る
方
を
意
識
し
た
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
 

令
和

3
年

度
 施

設
入

所
中

児
童

の
地

域
移

行
に

か
か

る
連

絡
会

議
 

 
令

和
4

年
2

月
2

1
日

に
平

塚
児

童
相

談
所

が
主

催
で

W
e
b

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

参
加

者
は

、
圏

域
内

市
町

行
政

5
か

所
、

特
別

支
援

学

校
3

校
、

委
託

相
談

支
援

事
業

所
3

か
所

、
ナ

ビ
、

県
障

害
サ

ー
ビ

ス

課
で

す
。

 

施
設

入
所

中
の

児
童

が
特

別
支

援
学

校
高

等
部

を
卒

業
す

る
際

に
、

障
害

児
入

所
施

設
を

退
所

し
て

新
し

い
生

活
の

場
に

移
る

必
要

が
あ

り

ま
す

。
こ

れ
は

、
平

成
2

4
年

の
児

童
福

祉
法

改
正

に
よ

っ
て

、
1

8
歳

以
上

の
障

害
者

に
つ

い
て

は
、

障
害

者
施

策
で

対
応

す
る

こ
と

が
明

確
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